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はじめに

新しい時代が始まりましたOその新しい時代に相応しい国語表現のカとは何でしょうかO

従来の枠にとらわれないで、国際的な視野と人間の根本的な哲理とに立脚しつつ、国語表

現教育のた糾こ、どのようなカリキュラムを立てることが望ましいかを追究してみましょ
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と一緒に、国語表現教育の理想を求める試みを行ったのが本冊ですO

『言語攻略の国語表現教室』とは何でしょうか。子供たちがテレゼゲームで、 「攻略」

ものを楽しんでいます串Oあれと同じことです。言葉によって相手の人間を攻略すること、

そのゲ--ム的な方略が「言語攻略」ですCおもしろそうでしょうo知的であると同時に、

きわめて人間的な営みです。膏秦の戦略行動を私どもは「言語攻略」と定義してきており

ます。すでに、 『言語攻略の帯し言葉教育』 (200年3月卜『言語攻略の音声表現教室』 (2001

年1月)を刊行してきていますO今回の本は、それらに続く三静めの本ですO

ところで、 「攻略」という語に違和感をお持ちでしたら、次の鋭明をお聞きくださいO

私どもの生活においては、日記以外の全ての言語行為がr言語攻略」なのです。恋文も相

手をこちらに引きつけなければなり葦せんし、報告書も小論文もみな、相手を納得させな

くてはなりませんDそういう意味で、私どもが公表する言語作品は、相手を意識し説得し

ようとして試みる「書簡攻略作品」と言ってよいのですdそのように薗識した上で、より

よい.Mt'MA′蝣'JA-.V)に、 !.二川攻略日Jl!"! l-.」放Wiにm二寸&二こ-,}・・巳、・鞍rJ:')ト「

そこで今回、 r国語表現」という新しい練題について、 21世親の登かな実践を眺望した授

業を構想してみようということになりました0

本冊では、次のような新機軸を盛り込むことにしています。

I.噛束」という新帯が見えます。これは、 r単元」とr牽」とを統合した用番ですO

私どもは教育項目群の有機的な集合体を一語で表す語句が無いのに飽き足りなくて、これ

を表す教育用諸としてr姓束」という語を作ることになりましたO理解しやすい教育用語

だと思っています。広く普及し、一般化してくれればよいのですが、いかがでしょうか。

2・スピ-チアクトという用語も、今回の済習の中で、初めて使用しました。定着してほ

しい用語です。これは、教授話法とでも言うべきものに近いものです。しかし、その行為

そのものの動態性及び教育行為に参加する人々の言語生成過擬が大切な点で、従来の教授

nAtfこ蝣:}t-i、く労りこサ) t-J-　-JH・L h'Vミヤ糠JTI土ぐは′C¥ 、行為一行軌そ..'.・幸.,!/)が　>L"0岬

をもっている事態なのです。

3.実用性の重視が特色ですO作文が巧いというだけでは、正しく評飯しないことにして

し、、ますDその作文を音声に転換して、人に訴えかけたとき、どのように良い反応が得られ

るかまで見届けなくては、優れているとは評価しないことにしているのですO言語の生き

た現場株、常に人間の介在するところです。そこに反映させることをねらいとしています。

4・広く一般の社会で役立つような、実用の言語表現力を身につけることをねらいとして、

カリキュラム化が考えられているのが特色です。たとえば、 「企画力の育成」とかが仕親

まれていますOマネージメントの力が国語力の基盤として求められるようにしたいのですo
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ければならないと患っているからです。

5・ 「インターネットjとか「OHP利用jとかを義務づけた授業になっていますDこれは、rr

草創こも、少しく対応できていますO授業にインターネットを活用することを、日常的な
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るかという鑑識眼が、国語力の一つでもあるからです。結果は、プレゼンテーションさせ

て、口頭で発表させることを最終の段階にしていますo決して作文を書かせてお終いとい

うやり方にはさせませんO最後は、音声に訴えなくてはいけないことにしています0

6・理知的かつ科学的で、理路整然とした表現力を身につけることを目指したので、従

来の情緒的な心情表現中心の授業とは、異なっています。ノーベル賞をお受けになった白

川博士の論文が引用きれたりしています。事理を通して物事が述べられる国語カを目指し

こい七.}蝣l>ぐ、蝣T-u-sという臥絆J)場外t-1与、い.}蝣'げ開jい・蝣:*恥.'蝣>.む<xて、総fMViAHiUf

表現教室が形成されています。柔軟で理知的な感度の育成が大切だと考えているからですO

` 7・ 「無理のない説得力jを身につけさせることをねらいとしています。国語の先生に

限らず、たいていの人は、相手とディベートをしたり、自分の意見を相手に理解してもら

上> ').'蝣- Jfl懸命i"-/.:・-・て.講主たりfi:・>fe-ti, 、 ~'l./l L.一一JJ.、i J../J'、 ~1-m・.けいrl:

か言われて、嫌われることを知っているからです。しかし、いいかげんさを改めなくては

論理的なものの考え方は育ちませんQ私どもは、真筆な努力を正しく評価したいと患って

います。誤解されたままで、諦めてしまうことがないようにしたいのです。相手に正しく

理解してもらうた糾こ、ねぼり強く説得する習慣をつけさせたいと考えています。そのた

めに、弁論やスピーチなどに慣れさせていくようにしたいものですo

繰り返しますが、日記以外の全ての衷祝が説得のための表現である、と自覚させて取り

組ませていますO　これが大事です。諦めないで、誠意をもって_相手を説得するということ

ですoそういう言語行為が大切なことを教育したいと考えています。

以上のように、 7つの新しい特色が見られますO　これらのからみあったものとして、本

冊の模擬実践が成立しています。ただし、これらの中に絃成功しているものもあれば、ま

だまだ未熟だなと思わされるものもあります。しかし、このような私どもの取り組みを参

考にしていただき、全国各地で類似の実践が次々になされていけば、国欝教育は変わって

いくであろうと思います。これからは、鑑賞中心の受け身の授業から,生徒と先生とが切

礎琢磨しなくては成り`立たない共存共栄の授業に変わっていくでしょう。そのようなrわ

いわいがやがやと賑やかな教室」こそが、儲価の高い望ましい授業なのだという新現象の

到来も間近いと思います。比聴的に言えば、 「わいわいがやがや」の騒がしい教室の到来

を楽しみに待っています、ということになるのでしょうかO

近年、私どもは、軍蘇攻由の国語教室を唱えてきています。これ駄真筆な相互理解を

・細^m,;/潮T等思想です. .J-な.・トし1 vf抽恥.I.臥　v;'>tiitv三L人IflH.潮〝-∫?iW/Mi打・-^'

いますoまたこれは、'互いの人格を尊重する行為であり、納得のいくまで、語り合う教育

行為として高次にとらえていくことが可能なものであると思われます0

『言語攻略の国語衷現教室』という小舟が、春風を帆に受けて、大津をまっしぐらに壌

んでいくような夢を見ましたが、あれは錯覚でしたか? ・　　　　　　(牲端義夫)
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第11線束　話し言葉シリーズ

瑞I正　-l¥'s品(*;二蝣-^)入門

1 _維束のねらい

古代ギリシャの政治では、弁論術が大切な能力とされたoソクラテスの著書を読めば・

堂々と論客と渡りあう知者の姿がうかがえるO生身の人間の声が、広場に集う大衆の耳に

蝣II**>Vl・・It掠S'.i州二蝣i¥-ろ　*! -〃欄vu-抑剛i感+-・什′XUd--こ、こ・O.　∴ ・1二・).

ボーッの競技のような汗握る場面が、ここにもあるoこういう人間の醇初的な感動を実感

しなくて臥本当に心の通う対話は成立しにくいであろうO私ども臥言語攻略の国語表

現教室の最初の授業で、弁論入門を企画することにしたのは、そのような意図があったか

らである。

IL学習者観

高校生に、スピーチをさせたいOそのスピーチでは、身近な革題を取り上げさせて、自

分の生きた声で相手に届けるという思いで行ってみるO一人一人の話題が必ず異なるので,

仮に未熟な語りでも、聞いていて面白いものであるO欄と個性は偉大であることかと感動

出来れば、成功である。

恥ずかしカきったり、茶化したりせずに、人の話に耳を僚けることができるようになれば、

自分もまとまった藩Lをしなくてはならないと自覚することになるであろうo

Ⅲ.経束観

.場面に応じて声の質を考え、人に届く声で、相手に声を届けるQ

・人の話をしっかり聞く。論破するた糾こ臥しつかり受け止めなくてはならないo

・自己の経験から帯題を取り出し、話をまとめ、めりはりをつけて話すことができるo

・良い弁論とはどういうものかが分かる。
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第2飾　プロポーズ大作戦

L維東のねらい

一つ、自分を客観的に眺められなくては、人間の確立はむずかしい。自己の確立を目指

して、プロポーズ大作戦という寸劇を演じさせるO

二つ、日本の古典文学や近代文学及び西洋の著名な文学の中から、恋の告白の場面を探

し出し、どのような台詞でそれが表現されているかを調べさせるOその作業を、グループ

毎に行い、台詞を書き出す。

三つ、発表の形式はコンクールとする。賞品を用意して、一等から三等までを決める。

表彰式なども行って、イベントであることを際だたせるD楽しいイベンTtを企画させる。
四つに、小道具を用意する。花束であるo　これを使えば、派手に演じる時にも、違和感

がなくなるO台詞だけに頼ると、薗技がむずかしくなり、ぎこちないものになってしまう。・

それを防ぐために、衛単な小道具を使う工夫をする。

五つに、司会を立てて、生徒に連行させるO　5分くらいを目途にして、多くのグルーープ

が済じ合い、競い合わせるO

刀.学習者観

・個人の殻に閉じこもらないようにさせるO　シテケたり、利己的に振る舞うことのない

ようにさせる。

・まじ糾こ取り組むようにさせるo複数で行う協同の行為に、積極的に参加する態度を

育てる。

・グループごとに花束を受ける女子生徒と花束を捧げる男子生徒の役割を決めるOプロ

ポ-ズ大作戦の寸劇を成功させる。

・真面目に帯譜やユーモアが演技できるようにさせる。

Ⅲ.鮭束載

・人生はドラマだと言われる。その意味を自覚させるO

・愛の告白場面をグループごとに演じさせるo　プロポーズは、相手を「説得する」ため

の言語行為であることを、認識させるO

・恋いの告白の場画では、美しい台詞で、しかも優れた醇技に仕上げられているかどう

かを評価する。
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J　国語衷現法研究

《心に訴える言葉の創作》

黒川　理恵　　中田　恭健　　藤井　明子

1、維束の狙い・ ・ ・実用性だけでなく、ユーモアのセンスも兼ね備えた表現を考えるこ

とで、豊かな言語感覚を身に付ける。人を惹き付けるためには、どのような富貴を用

いればよいのか、また、その効用について消費者の視点・製作者の視点から考えるb

キャッチフレーズの工夫について学んだことを生かし、文化祭での実際のチラシ製作

で、見る人を意識した表現を考える。

班活動での話し合いや文化祭に向けてのチラシ製作、人の作品を評価・批評する活動

を通して自分の意見を明確に伝える話し方を理解する。

2、学習者観・ ・ ・対象は高校二年生。文化祭において、自ら考えた企画を運営するため

に全員が意欲的に取り組もうとするムードであるD　たこ焼きを売るための効果的な宣

伝を考え、それが客の心に訴えかけるものであれば必然的に売上が伸びる。成果が目

に見えて感じられるため、積極的に参加するであろうo　学習者はまた、普段言葉とい

うものについてどのような言葉の使い方が見るものに大きな影響を及ぼすのか、特に

チラシの言葉などについては深く考えることはない、今回の活動を通して、身の回り

に溢れている様々な言葉について検証していくことは学習者にとって必要なことであ

ると考える。

3、維束観

i　身近にある広告、キャッチコピーの購貿意欲をかきたてる工夫にづいて考える。

・効果的なキャッチコピーの条件を学ぶ。

・キャッチコピーとレイアウト、イラストとのつながりを考えるO

・文化祭に向け実際にキャッチコピーを製作し、チラシ作りをするo
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第-時分

本時の日標

本時では、様々な身の回りのチラシを注意深く観察することで、言葉をどのように用いれ

ば効果的に人の心に訴える事ができるのかを、考える。

学習活動

1、教師がキャッチフレ

ーズを一部隠したチ

ラシを示す。そこにど

んな言葉が当てはま

るのかを考え華表す

るO　(5分)

2、正解を示し、どういう

点が工夫されている

のかを考え弟表するo

(10#)

3、教師がキャッチフレ

ーズの全体を隠した

チラシを示す。そこに

自分ならどんなキャ

ッチフレーズを入れ

たいかを考え発表す

15 '<>;

4、正解を示し、自分が考

えたキャッチフレー

ズとどの点で異なる

のか.を考え発表するo

5、売り出し広告をグル

ープごとに配り、その

中にどのような工夫

がされているのか話

し合い班ごとに男衆

する(10分)

指導の意図と手だて

○部分的に空自にすることにより

関心を持たせるとともに、クイ

ズのようなかんじで穴埋めをさ

せる。文字数や商品との関係に

目を向かせる事ができるような

ヒントをだす。

0工夫されている点も考えること

により、より言葉の持つ効果に

ついて気づくことができる。

○　学習活動2で考えた工夫されて

いる点を考慮に入れつつ自分なり

のキャッチフレーズをかんがえれ

ば良い。

○　正解と自分が考えたキャッチフ

レーズとが、どんな点で異なるの

か、それはなぜか(例　対象年齢・

文字数・文字の使い分けなど)に

ついて気づかせたいD

O　教材を売り出し広告にかえるこ

とで、言葉だけでなくレイアウ

、rトの重要性に気づかせたい。ま

た、グループにすることでより

たくさんの意見が出されるであ

ろうO

-4-

たくさんのキャ

ッチフレー-ズを

考える事ができ

たか。

工夫について気

づくことができ

たかO

自分なりのキャ

ッチフレーズを

考えることがで

きたか。

相違句こついて

その理由につい

て考えることが

できたか。

売り出し広告の

工夫についてレ

イアウトの面か

ら考える事がで

きたか。



6、キャッチフレーズや

レイアウトの消費者

に与える影響につい

てまとめる(15分)

7、次回には自分が心惹か

れる広告を持参するこ

とを伝えるD (5分)

○広告やチラシには様々な工夫がな

されており、その工夫が消費者を

どのような気持ちにさせるのか、

身近な広告やチラシにも購貿意欲

をかきたてる工夫があることを導J

man.

0次回につなげる。

-5-

キャッチフレー

ズやレイアウト

の消費者-の影

響にいついてま

とめる事ができ

たかム



第二次1時

本噂め目標・・・魅力ある表現のコツを理解するo確手を意識した表現を考える

学習活動 指導の意図と手立て、

キャッチコピーをグループ

のメンバ∴同士で見せ合

う。互いに相手の用意した

もののよい点、雇い点を指

摘しあう。 (5分)

グル-プの代表者が発表す

る。 (3分×6班)

自分の収集したキャッチコ

ピー、授業で学んだ表現な

ぜを通して、どのような表

現が人を着きつけるのか考

える　(IB分)

活動の責任者の選出をす

る　10分)

前時の課嶺として、キャッチコピーを収集して

おくよう指示するO　その中から、特に面白い、

工夫されているものを選ばせ、グループごとに

発表させる。そのキャッチコピーのどのような

点がよいと考えるのかを述べさせるようにす

る。

まとめとして、効果的なキャッチコピーの条件

を各人に考えさせるOレイアウトやデザインに

も着服し、見る人にどのような印象を与えるか

を考えさせるO効果的なキャッチコピーの条件

としては、

・話し膏薬の使用(語りかけ、方言などで親

近感を与えるO)

・逆説的な表現

・漢字.片仮名、平仮名の使い分け

・言葉のリズム

・短いもので端的に示すことで、何だろうと

思わせる。

・シャレ

・見る人の年代や性別、職業、消費者のニー

ズ、心理などを把握し、それに食ったものO

・字庫、大きさ、太さが適切であること。

などが挙げられるC

文化祭でたこ焼きを作る機会にこれまでの学

習で学んだことを活かして、キャッチコピーを

作り、活動していくことを提案する。

活動の責任者を選出させる。

ft tl.,

聞き手に分か

りやすい、筒

潔な表現で説

明できている

かO

どのキャッチ

コピーにどの

ような工夫が

されているか

具体的に理解

せきでいる

か。



第二次第2時

本時の目標-前時までの学習内容を理解した上で、人の苗を聞き、話し合って店名、キ

ャッチコピーを考える事ができる。

学 習活 動 指 導 め 意 図 と書 立 て 評 価 ノ

0

・"̂ J

10

′、′

15

ー司 会 者 は 司会 す る0

. 班 で た こ焼 葛 の 名 前 を 考 . 者 し合 い に 入 る前 に 、. .前 由 ま で に 学 ん だ 事 を 生

え るO

. 各 班 、 考 え た 店 名 を発 表

す る0

. 候 補 作 そ れ ぞ れ の 魅 力 .

効 果 的 な コ ピ ー一に つ い か し、効 果 的 な 店 名 を 考

て 、数 点 確 徹 して お く0 え 出す こ とが で き る0

. 机 間 巡 視 で 助 言 し、 各 . うま く 自 分 の 意 見 を 首

班 の ア イ デ ア を把 握 し い 、班 で 話 し合 っ て 店 名

て お く0

. 発 言 が 少 な い 場合 は、

を決 め る事 が で き る0

.よ り良 い 店 名 を考 え る軍

I.、一

望畠

効 果 . 改 蓉 点 な ど を 話 し 適 宜 助 言 す る0 が で き る0

合 い 、.決 定 す る事 が で き .机 醜 遜 視 で助 肯 し、各

るO

. 班 で店 の キ ヤ ツ.チ コ ピー

班 の テ イ デ ア を把 握 し

て お く0

. 発 言 が 少 な い 場.合 は .班 で ア イ デ ア を 出 し合 つ

3 5

Jt l-

4 0

を考 え る0

. 各 教 、 考 え た キ ャ ッチ コ

ビ「 を発 表 す る0

. 頗 補 作 そ れ ぞ れ の 魅 力 ▼

適 宜 助 言 す る0 て 、効 果 的 な キ ャ ッチ コ

ピー を 考 え る 事 が で き

る0

.よ り良 い キ ャ ッチ コ ピ二

′、.′ 効 果 . 改 善 点 な ど を 蕎 し

合 い 、 決 定 す る0

を 考 え る事 がで き るO

i Y　-・



第二次第3時

本時の日額-・班でアイデアを出し合・い、協力して作兼する事ができる。

学 習 活 動 指 導 の 意 図 と手 立 て 評 価

0 . 班 で チ ラシ を推 る0 . キ ヤ 示 チ コ ピー は 必 ず .班 で 協 力 してチ .ラ シ を作

～

4 0

.文 字 の 大 き さ、 形 ∴ イ 入 れ る よ う指 示 O . る事 が で き る0

ラ ス ト、 色 彩 、 レイ ア l 机 間巡 視 0 -見 た 人 が 買 い 良 い 、食 べ

ウ ト な ど の 窄 意 点 を た い と思 う車 ザ イ ン を

確 徹 す る0

. 出 来 上 が っ た チ ラ シ を

考 え て作 る事 が セ き るD

.協 力 し七作 業 す る事 が で

、.、. 印 刷 す る0 き る0

反省と展望

今回の指導案は、言葉の創作ということを主眼におき、文化祭でのチラシ製作を試みま

したOチラシ中のキャッチコピーの効果をまず学習してから、実際の商品につけるキャッ

チコピーを考えたのですが、たこ焼き屋の名前を各班で考える際にもう少し、たこ焼きの

特徴について客観的に分析するという・、対象であるたこ焼きを知るという活動なり,教師

側の助言なりが必要であったと思います。

また、チラシに絵をつける過程においては∴手書きのものだけを想定していましたが、

現在遼められているIT化は教育の現場でも果たされるべきこ・とであり、それは国語の授業

においてもいえることですO今回のチラシ製作においてパソコンを用いて手書きにはない

パソコンの持ち味を学習者に体感させれたらと思い、第2次第三時のチラシ絵製作には、

パソコンを用いれば良かったと考えます。

そしてY作ったキャッチコピーについて、・その中でどのキャッチコピーを実際に用いる

のかということを決める際に、班ごとに作ったチラシをコンクールの形式で展示し、クラ

ス全体でどの作品が良いのかを決定するという流れもあったのではないかと考えますO

今回は第--固めであり・、またテーマが広範囲に解釈できるものであったため、指導案作

りには苦労をしましたが、考えが及ばない点が多々あり、今後の課題としたいです。
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第2維束

マス(国民大衆)を味方に取り込む表現力とは?

第1節　「あなたがあなたであり、私が私であるための攻略」



第二維束　マス(国民大衆)を味方に取り込む表現力とは?

第一節　「あなたがあなたであり、私が私であるための攻略」

岩川真弓　　蟻川香奈子　　八木高贋

I　維束のねらい

自分の意見を述べるにあたり、論理的思考に基づいて筋道立てて苗ができるようにす

るO同時に他者の意見が論理的であるかどうか見極められるようにする。

また`、他者の意見を知り、自分とは異なる考え方や自分の知らなかったことを得て、自

分の思考の幅を広げるきっかけとする。

マス(国民大衆)を味方に取り込む表現力を身につけられるようにする。

Ⅱ　学習者観

対象は高校二年生。

携帯電話やpI王Sの普及により、友人同士の会話もメールなどで済ましてしまう場合が

多く、あまり話すことがない。また、友人同士で話すとしても、自分の思いをただ相手

に向かって言うだけであり、自分の意見を論理的に述べるという場はほとんどないとい

っていい。そのため、人前に出て、自分の意見を言うことは苦手であると考えられる。

如こ、自分と同じような考え方をする者(友人)との付き合いがほとんどで、自分とは異な

る考え方をする者(親、教師、友人以外のクラスメートなど)の話に耳を傾けない傾向にあ

る。

TIT　維史観

自分の意見を持ち、資料などをうまく活用しながら、他者にわかりやすく筋道立てて話

すことができる。

他者の意見を知り、自分の思考の幅を広げることができるQ

他者の意見を聞き自分の意見と比較しながら、冷静に受け止め対応することができるO

マス(国民大衆)を味方に取り込む表現力を身につけることができる。

-9-



(指導目標)

あるまとまったテーマについて、自分の意見を述べることができる0

「意見文jの性格を理解し、きちんと論理的で冷静に筋道立てて話ができるようにする。

マス(国民大衆)を見方に取り込む表現力を身につけるO

(指導計画)

次 時 指 導 目標 ∵学習活動 ...指導 上の留意点

1 1 ○ 意見 を述 べ たい題 0 与 え られ た共 通 テ ○ ;r画 のた め に学校 に行 くの

材 を 自主的に 決 め ーマ (学校 につ い か j⊥「勉強は大事 か」、「.い じ

る ことがで きる0

0 適 切な 情報 を集 め 、

て) の 中か ら、 自 め 正つ い て 十、 r即 tlにら い

.分 が意 見 を述 べ た てj な ど、旗材 の例 を示す0

い .題 材 .を 見 つ け ○ ア ンケー トと.い う手立 て に

るO も気付か せる0

る ことがで きるO ○ テ ー マ を決 め た者

か ら、現 状 を知 る

.た め の資 料 集 め に
取 り掛 かるQ

2 1 O .冷 静か つ論 理的 に ○ 寒 め た資 料 を活 用 ○ 予感 し恵 反 論 に冷 静 に対 処

論 を運 ぶ 手立 てを しな が ら、 ワ】 ク した上 で論 を展開 すれ ば必

身 に付 ける0 プ リン ト① に 沿 つ . 然 ぬ こ論 理 的 な文 章 に な る

て 自分 の考 え を深

めてい く0

土 とに気 付かせ る0

2 0 相 手 をひ きつ け る 0 構成 を考 え5 0 (ワ ○ まず は、ワ一 女プ リン ト② に

表 現 力 を身 につ け . >,-r I.㍉ ト卓 従 って構 成 させ る0 その後 、

るO . 使用 ) . 余裕 が あれ ば様 々な論 の展

O .論 の 流 れや ボ イ ン 閑 を考え させ 、どれ が最 も効

ト を メ モ に ま と.

め 、発 表 q}準 備 を

す る0

果的 かを比較検討 させ るO .

-10-



3 1 0 実践の場で自分の ○ 班内で順番に発表 ○ 評価シー トに沿ってお互い

意 見を述べること

ができる0

し、評価をし合 うO

O 評価や改善案を も

を諦価させるO

O 具体的な改善案を印 させ、次

につながるようにする0

0 教師は、各班を回 りなが ら指

導するc

一 発車す る鱒度

I 発表を聞 く態度

. 評価シー トに しつか .り記入

でき七いるかO

2 ○ 評価をもとに自分 0 教師は机間指導をす る0

で論 を改善す るこ とに論 を組み立て . 適切に改善できているか0

とができる0 直す0 (ワークプ リ

ン ト②を嘩用)

○ 班 の代表者 を決め

る0

. どう改替すればよいか0

3 O .大衆の前でふ さわ 0 班の代表者が椴番 .○ 評廊 シー トに沿 って評価 さ

しい態度で意見を

述べ ることができ

る0

0 人を評価すること

に発表する0

0 全員が 、評価 シー

-SrS c

O 教師は、発表後その場です ぐ

に適切な助言を加 える0

で、自分 自身の力 ト、 ワ.ヤクプ リン

も伸ばす ことがで

きる0

トを提出するO

☆後日、評価シーはその対象者にまとめて渡し、ワークプリン=ま教師の評価や助

言をそえて本人に返すO

☆後日、今回の学習をもとにさらに考えを深めさせ、意見文を善くという活動に発展

させることもできる。

-[IIェ



(指導案)

第1次第1時

本時の目標

・論理的に筋道立てて話す方法を知ることができるD

・意見を述べたい題材を自主的に決め、適切な情報を集めることができるo

時間 学習活動 指導 の意 由 と手立て

0

5

5 0

? 論 理 的 に筋 道 立 て

「学校」とい う共通テ一寸 の も

とに、各 自 5 分間で 自分 の意 見

を述 べ ることを伝 える0

. プ リン ト《論 理的に話す ために

て 話 す 方 法 を 知 は》に よ り、.論 理的な話 し方 に

るO つ いて指導す る0

. 意 見 を述べ た い題 . 用 意 して お いた橿 材 の例 を い

材 を見つ ける0

. テ ー マ を決 めた者

くつ か示 す。できれ ば、そ の学

校 が直 面 して い る問題 に つい

て触れ る ものが良い 0

. 図書館 の本やイ ンターネ ッ ト、

か ら、 現状 を知 る ア ンケ ー トな どの 手立 て に気

た め め 資料 集 釧 こ 付かせ る0

取 り掛 か るD . 期間指導 に よ り、適 切に情報収

集が できてい るか、一一人一人の

生徒 に 目を配 る0

. 次の 時 間ま で に情報 を集 めて

お くよ うに促す 0

. .情報 収集 の 畢要 さに気付 か せ

.る。

論理的な話し方に

ついて理解でき

るO

意見を述べたい題

材を自主的に決め

ることができる。

適切な情報を集め

ることができるO

情報収集の重要さ

に気付く。
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第2次1時

本時の目標

・冷静かつ論理的に論を運ぶ方法を身につける。

学習活動 指導の意図と手立て 評価 .

.集めた資料を活用 しな .机間指導をして、絶えず生徒 l反醜意見を予憩すること

がら、ワークプ リン ト① の嘩帯状卿 こ気を配 り、感情 つて、.より論理的な文章

¥"R)り∵f'l T)0>甘 * キ を表に出さないような諭にす ことがわかる0

深めてP くO る.など適度ア ドバイスをす

る0. 、

第2次2時

本時の目標

・相手を引きつける表現力を身につける。
・諭の展開に気を配ることができる。

学 習活 動 . 指 導 の意 図 と手 立 て 評 価

0

5 0

. 出 だ しや 論 の組 み 立 て ー机 間指 導 を して 、 絶 えず 生 徒 . 様 々 な諭 の展 開 を 考 え させ 、最

方 を ワー ク プ リン ト② の 進 行 状 況 に 気 を配 り、適 宜 も癖 巣 的 な もの を 運 ぶ こ とが

に 沿 って 考 え るe ア ドバ イ ス をす るD で き るe

. 発 壷 の 準 備 をす る0 . 次 の時 間 結 、 班 内 で の発 表 を

行 う こ と を告 げ 、準 備 が終 っ

て い な い もの は 宿 嶺 にす る こ

とを告 げ る0

-13-



第3次第1時

本時の目標

・実践の場で自分の意見を述べるこ'とができる。

・相互評価の力を身につける。

時 i *B S サ 指 導 の意 図 と手 立 て 評 価 の観 点

0

5 0

. 前 時 に ま とめ た メモ を 元 に . 発 表 しや す い よ うに 班 . 班 内 で ち ゃ ん と発

して 、 範 内 で 5 分 ず つ順 番 机 に して お く0 表 で き る0

. 人 の 主 張 を 聞 き、適

に 発表 す るO 。 評 価 シ ー トを 配 布 す

1 人 発表 5 分 × 6

. 評 価 シ軸 トに 沿 って お互 い

る0

. 評 価 シー トは 評 価 しや

す く 、 ま た そ れ を 元 に

して 改 善 しや す い もの

の 発 表 を チ ェ ック し評 価 す とす る0 切 に評 価 で き る0

るB . そ れ ぞ れ の 班 の 様 子 を

評 価 3 ～ 4 分 × 6 知 る た 桝 こ、机 間 指 導

をす る0

. 薮 内 で の 活 動 の た め 、

騒 が し くな らな い よ う

に 注意 す るO

. 教 師 側 で 時 間 を は か

り、 発 表 と評 価 の 時 間

を知 らせ る 0

. 次 時 の 予 告 をす る0
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第3次第2時

本時の目標

・評価に基づき自分の論を自分で改善できる。

・評価に基づき、適切に代表者を選ぶことができる。

時 . 学習括醜 指導の意図 と手立て 評価

0

5

4 5

. 前時 の評価 シ⊥ トに基づ . 評価 シー トに基づいて、諦 . .評 価 シ如 トに基

き班の代表者.を選ぶ0

. . 評価 シ∴ トをそれ ぞれ相

の展開がはっき りしてお づい て班 の代表

り、効果的であるものを題 者 を決 め るこ と

ばせるO.

⊥ 評価 シこ トの指摘を元 に

ができるO P

. 評価に基づき、自

手に渡 しi 交換する0 自分の論を改善させる0 分の論 を改 善す

. 評価に基づき、自分の論 を . ∴ ワークプ リン ト② を使 づ ることができるO

改善するD

. 班 の代表者が薗内で も う

て、諭 を再び練 り直 させ

る0

. 評価 シ∴ トを元に 自分め

L論を改善できて.いるか と

うか机間指導をする0

. 諭の展開が しっか りとし

一度発表する0 班員は最終 ているか、声の大きさは薗

チェックをする0 当かな どをチェ ックさせ

* >.

. 評価シー トではなく、口頭

によ り気付 いた ところを

、指摘させる0

. 次時の予告

-15-



第3次第3時

本時の目標

・大衆の前でふさわしい壌度で意見を述べることがセきる。

・他者の主張を真剣に聞き、評価することができる。

・他者を評価することで、自分自身の力を伸ばすことができるQ

時 学習活動 . 指導 の意 図 と手立て 評価

0

5 6

l 前時 に決 めた班 の代表 が「山 . メモ をあ ま り見過 ぎな ⊥ 論理 的 に主 張 で き

人ず づ前に出て発表す るO い よ うに させ るc る0.

～人 5 分 × 7 , 司会 は教師がす る0 . 声 の 大 き.さな どふ

. 他 の生徒は評価 シ∴ トに沿 . ⊥ 人 の主 張が終 わ っ た さわ しい態 度 で 発

つて 発 表 を 開 い て 評 価 す ら一言 教師 か らコメ ン 衰 で きる0

るe トす る0 i .他 者 の 主 張 .を 真 剣

J 人 につき 2 ～ 3 分

. 評価 シー トを集 める0

. 評 価 シー トは 記 名 に に 開 く こ とが で き

し、巽 任 を もって評 価 るO ま た 評 価 で き

. させ る0

. 今 まで の授 業 で使 った

ワー クプ リン ト①② を

回収 するO (後 日教師の

評価 や ラメ シ トを 沿 え

て本 人に返却 す るO)

. 評価 シ】 トを集 め て、

次 回 発 愛 着 iと配 布 す

る0

る.O

-16-



※轟1次賃1次用プリント

≪論理的に話すためには≫

マス(国民大衆)を味方に取り込むためには、論理的な意見を述べる必要がありますD

感覚で話すのではなく、論理的に話せるようになりましょう。

1、相手を説得するよう_に、根拠をそえて。

2㌧　感情的にならず、冷静に。

・3、筋道を立てて。 (しっかりした構成)

4、相手の反論(様々な見方)を予想しながら、相手の意見

が間違っているところを具体的に説画する.

具体鰍こ誰か知り合いの顔を思い浮かべてみようo

その人は何と反論してくるだろう。

納得させるた釧こは、どう言えばいいだろうO

・-. |7-



※第2次第1時用ワ-クプリント

ワークプリント①

m

名前(

1、現状はどのようであるか。 (資料などを元に)

2、その間塔点はどこにあるのか。

3、問潜をjlまえて自分の主張

4.反対(他の)案、主張だとどういう閉居が生じるかO

5、 4をふまえて、自分の主張が正しいことを証明する。

-18-



増第2次第2時、第3次第2時用ワークプリント

ワークプリント②　　　　　《構成を考えよう》

imm

O構成の基本パターンにあてはめてみようO

ワ~クプリントをもとに、論のつながりを意識しながら要旨を簡単に書き込もうO

第-部　現状-の問題提起(ワークシートの1. 2をもとに)

第三部　展開〔予想される反論に対する対処〕　け一夕シートの4をもとに)

第四部　結論(ワークシートの5をもとに)

I

I

★上の4つを並び替えて、他の構成も考えてみよう。もっと効果的な構成はないかな。

例えば、まず自分の意見を述べ、その裏づけとして後から資料を出すなどO

-19-



xiilご・.射りifft恥　主

評価シート
名前(

(.

!. 4EiitlJ*ビ{/>.-.柴や/く仙二引さ- >',汁一.N/"-.v,

どういうところがうまいと思ったかo

2.ここを改善したらもっとよくなると思うところを書こう。

3、発表の仕方はどうだっただろうかo (声の大きさ、しゃべり方、目線など)

4、発表者の主張に納得できるかOできないかO (根拠を添えて)

君/さん　-

5、以下の項目について評価しよう(A.よくできていたo B,まあまあQ C摩善の必要あり)

時間が守られているか。　　　　( )

構成がしっかりしているか。　　( )

説明に不足はないか。　　　　( 、)

論点が絞られているか。　　　( )

・-<ムー-<i:.iifiができ1:.;*、、　　　( lI

資料を効果的に使えていたかO　　( )

総合(  )

-20-



《反省と展望》

問題点として、教師が全ての学習者の発表を聞くことができず、lそのため指導に偏りが

生じてしまうことが挙げられる0時間の都合や発表が単調になる奉れから、まずそれぞれ

の班で発表させ、その代表者に全体での罪表の場を与えるという方法をとったが、もちろ

んこれでは発表を教師に全く聞いてもらえない学習者が存在し、直接的な指導がなされて

いないことになるDその穴を埋めるた桝こ、ワークプリントによって一人一人の学習者が構

成までの段階をしっかりおさえることができ、また学習者同士で適切な観点のもとに相互

評価ができるように留意したo Lかし、班の代表者に選ばれ率からた学習者にこそきめ細

かな直接指導が必要であり、この間題については更なる解放策を療索する必要があるだろ

う。

各班にテープレコーダーを用意して班での発表を録音しておき、後日教師がそれを開い

て個別に指導するという方法も考えたが、これでは教師の負担が大きく、それなりの力量

も必要とされるO　ワークプリントをもとに意見文を書かせて全員に提出させることもでき

るが、話し言葉学習の指導にはならないO今後、課題として取り嘩んでいきたいo

スピ-チやディベート、パネルディスカッション等の話言葉華南臥教師にかなりの指

導力が必要とされ、わかっていても指導できない人が多い。しかし、国語表現が重要視さ

れ、また社会での実践力が求められている現在、それを指導できる人材こそが必要とされ

ているのではないか。 21世紀の国語表現を担っていく者として、前向きに取り組んでいきた

い。

-21-



こねっと・ワールド/いじめ白書

日本食選のrいじめ」による悲劇を少しでもなくすために、′株式会社学習
研究社では中学コース編集部を中心として、 1 996年の年月からrいじめ
追放キャンペーン」を始めました。このアンケートは、 rいじめ」をなくすた
めの手がかりを探っていく目的で、 「いじめjの渦中にある中学生のホン皐
を寄せてもらったものです。最終的に1万人以上の中学生の声がよせられ
ました。膨大な手紙やアンケートの一部ですが、公開させていただきます。
あなたは、どうお考えになりますか?

(なお、ここで紹介する中学生の声は、プライバシー保護のため、すべて仮
名・ペンネームでの紹介になっています。また、各学年独自にとったデー
タですので、質問方法が統一されていませんが、ご了承ください。 )

容なぜ.いじめるの?

・闇tHSsmsm語呂

・相手が悪いと思う

・いじめは面白いゲーム

・ストレスを発散するため

・いじめられてもしかたがない子がい
ると思う

・きらいな人ならいじめてもいいと思
う1

・ムカついたら仕返しをするのは当
然

●いじめている時の気分は?

・罪悪感なんてない

,・楽しくてやめられない

志鼻なぜ、助けないのか? ・いじめを見たときどうしました
・自分がターゲットになるのがこわい　叡ヱ

・嫌われもの味方と思われたくない　I r見ているだけ右r知らん顔J

・いじめられる鋼をどう思う?　　,いじめはなくなると思う?

・あまり関わり合いになりたくない　　・いじめはなくならないと思ラ

I-　・　-[I,^L^　二言

-22-
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こねっと・ワールド/いじめ白書

亀_‥_ .'-:*・I:J''二

なぜ、いじめるの?

◆理由(1) :中学生はいじめが基いとは患っていないふ

自分が骨は被尊者だった

1/4ページ

・私の場合は、昔はそいつにいじめられて被害者だった。革時はすごいストレ
スがたまって最悪だった。そいつをいじめたり、無視した時はr私もいじめら
れて、くやしかったんだ。思い知ったか! 」という気持ちでいっぱいだった。こ
ういうふうに自分もいじめをやっていたような人はいじめられてもしかたない
んじゃない。
(島根/申2/りんごちゃん)

m^&mi^kmg

。 rいじめ1をやるのは、ちゃんと理由がある。相手がわがままだったリ、ぶりっ
子してたりすると、すごくムカついていじめてしまう。でもこういうのって、こっ
ちだけ悪いんじゃなくて、向こうの性格にも問題があると患う。 (福井県/中
2/ケンケン)

・賢霊芸㌫票筑豊告T/霊鑑浩隻恕豊忍
ストレスたまっている時とか、当たっちゃう感じでいじめるととも日。でも、相手
も不潔にしていたり、ハッキリしないから悪いんじゃないかな。いじめている
人だけ、悪者にしないでほしいふ　(北海道/中2/1-N)

. r悪いところがあるなら,いじめたりしないで、その人に直録音えぽいいのにj
なんていう人がいるけど、注意しただけでその人のイヤな性格が直るなら、
人生楽だよね。いじめられている入って、たとえ悪いところを指摘されても、
全然直らないし、直そうとさえしない人が多いってこと、わかってないよ。だか
ら、私たちのは「いじめ」っていうより、その人の日ごろの行いに対する「復
讐Jとかr制裁jだと思ってる。それでその人の性格が良くなるなら、ちょっとぐ
らいいじめても、本人のためにもいいんじゃない。 (東京/中2/大書)

いじめは面白いゲーム

。小学校時代、クラス全島で00くんをいじめていました。みんなで「変態」と呼
んだりr汚い」といって避け、もし○○くんとぶつかったら、触れたところをふり

-23-
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こねっと・ワールド/いじめ白書 2/4 s<-*J

払うというような動作もしました。どうしてそんなことになったのか、今でも原
因はハッキリ思い出せません.多分、クラスのリーダ-がrあいつ、ムカつくTJ
と言ったのが始まりだったと思いますoというのも私た轡がいじめJではなく、
遊びとゲームに参加する感覚だったからです。特に0のくんを嫌っていたワ
ケではなかった。いつでもどこでもクラス全員で楽しめる遊び、あまり話す壌
会のない人たちとも盛り上がれるゲーム-～。 00くんの気持ちなんか、考
えたこともありませんでした。自分たちのしていることが「いじめjだとわかっ
たのは、卒業してからです。卒業文集で、 00くんがそれまでのつらい日々
を切々と訴えているのを読んで申し訳ない思いでいっぱいになりました。
(埼玉/申2XE-M)

・性格が悪い子の机にr′軸止がア和なんて書いたシ÷ルをはったり、無視
をしたり、悪口いったり、机けったり、仲間はずれにしたり、あげたら、きりが
ないほどやってる。いじめはおもしろい。 (兵庫/中3/女子)

。気が小さいヤツにマジな顔でどなると、ビクビクしてrごめんなさい止かゆ-
態度がおもしろい。何でもいうことをきくしいO　(広島/中1 /ボンタ)

ストレスを発散するため

・ときどき、ストレスを発散させるために、何かすべきだと思う。人に当たって、
いじめたりすると、どういうわけか自分のイライラが解消される。不思議だo
(東京/中3/I子)

◆理由(2) :中学生はいじめられてもしかたのない子細、ると患っている。

いじめられてもしかたない予がL

中学一年

ヽると患う(申1)
コース6月号より>

表いじめられても

仕方のない予っていると患う?　鳩い・l
<回答数424人>

いると思う　87. 0%
いない　10. 0%
わからない　3.0%

繍どんなコはいじめられてもしかたないって患うの?

・人が話しているときにいつも割り込んできて、チヨ～ムカっく。話す態度もrカ
ツコつけ」なんだもん。 (秋田/中1/大沢小鉄)

・体操着とか洗ってないみたいで、いつもプーンとにおっセくる。屑もフケだら
けoさりげに注意してもわかんないヤツはムシ。  (大分ノ申1ノみなみ)

● f莞豊つコってなんかイヤoナマイキで気にくわなしもo　欄歌山/中
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こねっと・ワールド/いじめ白書 3/4ページ

。明るいフツーのコでも、調子にのって仕切ろうとするのを見ると、なんかムカ
ついて。理由はわりと単純よ。　　　(埼玉/中1 /MS&.YK)

。性格にウラオモテがあって、ふだんはおとなしくしてるけど、親しいコの前で
は別人になっちゃって、わがまましほうだい。その態度にムカついて、みんな
で口をきいてあげなかったことがある。　(長崎/中1 /弘樹命)

.ウジウジしてはっきりしないコだったから、こっちもイライラして態度がキツくな
つちゃった。しかたないよね。 (東京/中1/あきこプ-)

きらいな人ならいじめてもいいと思う(申2)

<データ:中学二年コース9月号より>

瞥今、クラスに
きらいな人はいますか。

YES　95.7%
NO　　4. 3%

ilきらいな人にrきらっていることjを
意思表示したことがありますか。

YES　51. 1%
NO　46.7%
不明　2.2%

握そのきらいな人は
現在いじめを受けて'Llますか.

YES　31. 1%
NO　68.9%

尊自分の「きらいな人」なら
rいじめても山ヽJと患いますか。

YES、　35. 6%
NO　　　42. 2%
わからない　22. 2%

ムカついたら仕返しをするのは当然(申3)

-タ:中学三年コース7月号より>
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こねっと・ワールド/いじめ自書

離クラスの友だちに
`ムカついfc-ことがありますか

YES　93. 2%
NO　　6. 8%

題ム串ついた相手に
仕返しをすることは?

当然のことだと思う　63- 2%
よくないことだと思う　36. 8%

ツ。二度とそんなことしないように、クラス全色で1週間集団無視。
木/中3/つよしくんの簸)

4/4ページ

轟どんな人にムカついたの?

・修学旅行の班決めのとき、 r絶対に3人でいっしょになろうね」と約束したの

に、ひとりだけ裏切った。 rねえ、約束は?」とその友だ与に聞くとrあ-そんな
約束したね」--・ピキッ!私ともうひとりの友だちで裏切うた彼女を、ほぼ完
全無視。今も続いている。 (佐賀/中3/ワッハ大王)-

・いっしょに学校に行ってんやけど、平気で20分待たせて準刻はさせるし、本と
かビデオ貸したら1か月も返ってこんし、お金も返そうと骨-へんO同級生10
人ぐらいで半年間、ぼろくそに文句ゆ-たりイタ電かけまくったO　(大阪/
中3/V6森田Love)

・だれでもひとつくらいは、他人に触れられたくない土とがあるはず。それを希
えずに?わたしのことを周.i)の人たちに、しつこく聞き出そうとする無神窟なヤ

(栃

jA!HDOBS

*?^J51TOPI"
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第3維束

論理的な表現力を身につけた人格の形成へ

第1節　立場を明確にして話す民主主義

第2節　事理を明確に言明できる人間とは?



第三線束　論理的な表現力を身につけた人格の形成-

第一維　立場を明確にして話す民主主義

大牟田歩　小林峰子　又吉里美
1、維束のねらい

学習者が自ら置かれている自由に意見し、主張できるという立場に気づき、積極的に主張する態度を

身に付けさせるo近くは友人、親から、唇くは他国の大々と理解しあうために論理的思考が必要である
ことを認識させるO

以上のことを踏まえ、ディベートを通レて人を説得することができるような論理的な思考展開や話し

方を体得していくo特に政策ディベ一一トということで未来に対してよりよい社会にするにはどのような

ことを導入し、実行していくことが望ましいかを資料などを適切に用いながら説得していくOその際に

収集した資料が確かな根拠となり、聴衆を納得させるために重要な役割を果たすことに気づかせる。

また、自分の立場を明確にして主張し1いかに聴衆者を説得していくかという民主主義社会の中での
説得の論理を理解し、身につけていく。

自分の考えにとらわれて感情的にならないようにディベートを審査することによって客観的に他人

の意見を捉え・、判断することを学ばせるp

2、学習者観

対象学年:高校1年生　(2学期)

中学から高校に上がり,大人に近づくという意識の中でその言語環境にも変化が訪れるoその時期に

あって、自分の思い、考え、意見などを細くもに言ったのではなかなか納得してもらえず、歯がゆ㌣、
思いをする学習者も多いだろう。このような学習者にとって人を説得するにはどのような論理展開、論

構成、話し方が望ましいのか、自らが体喝することで効果的な説得技術を身につけていく必要性がある。

また、私たちは言論の自由を持ち、他人を侵害しない限り、自分の思想や信条を否定されることはな

いOしかし、日常で自分の考えを主張しTCり論理裾と話す機会は少ない。高校生になり、義務教育の段

階を超えたとはいえ、社会には疎く、自畢こ都合の良い権利を主張するばかりで何かに関して深く考え、

意見を述べることは少ないであろうoそPため、ここでは政策ディベートという形で社会に関する閏堰

などを学習者に軽示し、考えさせるOま戸、それに加え、立場を教師が任音に決めることによってテー
マの答えを突き詰めることを目的としな`い論理的に考えを述べ合う力をつけさせたい0

3、維東観

(A)導入としてまず簡単な題材(学習者たちの望みなど)について人を説得してみる。説得すると

いうことさまどういうことなのか畢得する側、される側の両方の立場から考え、説得の技術、論
理を学ぶO

(B)三・三ディベ-トによりディベTトの形式、進行の仕方について学ぶ。賛成、属対、審判の三

役すべてを体験することでどちら側に立っても論が成立しうるということを確認し、ディベー

トの理論を体得する.

(C)実際にディベートを行うo特に轡ディベートを行うO立論し、根拠を立て、また∴相手の立

場に対する問題点の指摘や資料ヰどをもとに自分の立場を説得させる技術を主体的に学んでい

くOまた、そげィベ-トの模韓をげオに録画し、後日振り返り、反省点、改善点などを客
観的に捉え、よりよい説得技術脅考えることができる。
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・IH・ゥII総

・ヂィベ…トの意義を知り、意欲的に取り組む.I.とができる。

・政策ディベートを行うことによって、これからの社会について考える広い展望を持った

人格を形成する。

・論理的に考え発言し、観衆を納得させる力をつけるo

指導計商

吹 時 指導 目頼 学習精勤

1 1 ○論理的主張ベの意欲 0 論理的主張あ必要性

を喚起する0

0 薗理艶 邑つ効果的な

について想起する○

○教師を親と見立てて

話し方を導き出 し、実 説得する0

践することができるO

O 多角的な立場にたつ

よかった点改善点な

ど挙げなが ら論理的

効果的な話 し方を導

き出す0

0 親に主張 したいこと

て論理的に考え、話す を、親の立場にたつ

ことができる0 て考え、自分の考え

とは逆の主張を組み

立てる0 .

2 ○デ ィベー トの形式 .棉 〇三 .三ディベー トに

威 l理革を実際に体験 ついて理解 し、実践

することでデ ィベー

トについて理解する○

○効果的な話 し方を体

得する9 ′

する0

0 デ ィベー トについて

理解するふ

-28-

指導上の留意点

Ol＼:. :・I-.,-.違、外臣叶:・{?人.空論

じ合う時などを考えさせ

る。

聞図6・tf-304, =r-一酌

を生徒間から挙げさせ、

説得内容を考えやすt lす

る。

重要な点は板薄し、捉え

やすくするe

○具体的な立場を例として

挺示し、逆の立場にも:j.ち

RISB^間

言主享∴亨
imm

○肯定側Q否定側それぞれ

の√・M毒-.i門如/・?応rtu、こS

ができているか留音する

。 IV'捕糊L7川flto.-iiをv-'i n

L、人の良い点を学習し、

習得するよう促す。

用
・

->.'-4S

X
)
　
&

な
)
哩

'

蝣

蝣

-

%

=

・

　

i

f

i

プ
　
形

○

を指導するO

C-Ir~>

話しH



2 3 〇日分の立場を明確 に 〇日分のグループの立

蝣4 し、その立場から自分 場 を把握 し、どう立論

の諭に有効かつ根拠 してい くか考える0

のある資料を収集 し、 ( P.37 }

○学校図書、コンビユ

それ らを構成するこ .

とができる0

一夕等を用いて資料聯

集する.0

5 ○実損を通 して、デ イづ 0 班ごとに三つのテー

6 ー トの形式を理解 し、 マでデイぺ】 トを行

実時に行 うことかで

.きるO

O 説得するための論の

、う ( P.38 )

○聴衆者僻の時には、 E

進め寿 .構成 .話 し方 デ イペ… トがきちん

等の技術を身に付け と行われているか評

る0 価シー トに判断す t

○相事の意見を きちん

と理廃せ轟る0

0 討論を客観的に呪え、

判定することがで き

る0

る (P.39)

7 0 前時のデイぺb トを . ○ビデオにとったデイ

振 り返ることでより ベ、一トの縄様や、墳

高度な説得の技術を 三者側の審判僻の患

身に付 けることがで 鬼などを参考 に、しこ

きる0

0 客観的、論理的に-球況

ワー (P.401に勝敗

.の理由 .P艮かつ麺

を把捉 し、その問題 .薄かった点などを

点 .改善点 を捉え、そ 記入 し、明碑にする0

れ らについて考える ○ディベー トに対する

ことができ.る0 感想を二轟 く0
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○くじでテーマd立場をき

め、グループを構成させ

る。

○前回のプリントを参考

にするよう促すo

O活用できそうなホーム

ぺ一一ジ、検索エンジンな

ど擾示するo

パソコンの使い方など、

適時指導する。

C)いくつか高校生に身近

な恩材を挙げる。政策デ

イぺ一一トであることを

その趣旨とともに明確

に伝える<,

○教師が司会者となり、デ

イぺ、--トが導き過ぎな

い範囲でスム-,ズfl=い

くよう留意するC.

0次時に反省が行えるよ

うビデオカメラ削習意

im*

○学習者側からでなかっ

たことで教師が気付い

たことなどを言う事に

よ. J、ミ:;多く0!蝣,.'!.汁

ら考えるように助言す

る。

○日常生活につながるよ

うに積極的、 1-.体的な接

勢を築くよう指導する。



《指導案》第一一次等一時

本時の目標

を論理的な話し方を導きだし、実践するこ

自
　
張
　
知

・
主
　
を

自
発
　
開
腐
　
聞

とができる。

学 習時動 指 導の意図 と手立て

一分 の考 えを他 人 昼 ○ 民主 主義 につい て考

蔓で きる 自由、億 利 主 張で きる立 場 にも

了るO

.れ それテー マ を考

らその権利 を活用 し

とに気 づかせ るQ

また、 伸輔 (T k.t ふ

化 の速 い な どか ら噸

い う もの は 通 じな

く、感情 だ けでは 遍

もある0

この ことか ら論理 畔

性 に萄 づかせ る○

○ 何 か親 に 言 い たい

出す0

ぼ られ たテーマ の

か、例 をあげなが ら:

(飼)お こず かい を上 l

バ イ トをさせて

自分だ けの部屋

○い くつ かに UPぼ り、

か らひ とつ 速び 、 テ ーマ を決 め、考 え

.える0

分が考 着た もの を .

* 各列 で 一人は発 議

等 と言い、準 え るよ

○列 ご とに「入党 塞 き、

衷す るo 制限時 間を提示 する.

く側 は、 留意点 を 教師 を親 だ と思 っ て

まえな が ら発 表 を 発表 するよ う嘩示す

く0 聞 く側は、

、何が根拠 にな って.

どうい う理 串を拳

をメ モ を しなが ら蘭

する0

-30-

考えさせるo

＼ながら、伺

していないこ

話す場合、 文

暗黙の了解と

いことが多

通uないこと

的主張の重要

ことはない

発表させる。

プてほしいo

ほしい。

がほしいO

その中から

させる。

表してもらう

う促す。

i..1L ,T確T

る。'

いるか

げているか

くよう指示

0論理的主張の重

要性に気づき、.

意欲ftにRtY;二

取り組む姿勢蝣ifi

M3SM 冗

0主張したいこと

を内省し、考え

ることができ

る。

O発表を前提とし

て、考えること

ができる。

C)考えたことを指

示も<=従って発表

することができ

る。

留意点に従い、

聞くことができ

る。



・発表者は感想を述べる。

聞く側はメモをもとに

発表する。

・説得に必要な要素を把

捉し、それをふまえた

#i11ミft')なrtォー組み、Ii.X

発表する。

・自分の立場とは逆の立

場にたって、 -自分また

は仮想の高校生を説得

する。

・ワークシ-トをもとに

発表するO

*まずはノリの良い生徒に発表

させる。

*親になりきって相槌などうち

ながら聞く。

○発表ごとに軽く評舶する。発表

者に感想を述べさせる。

臼m　呂^arx醸

・納得すると思うか。

・どのような言薬が必要か。

・どのような話し方が効果的

か。

をメモをもとに挙げさせ、板番

する。

0以上のことをしっかり捉えさ

せ、 2、 3人にそれを踏まえた

発表をさせる。

-^.二言二苦言_こ
させる。

l由叩ft'JiこAi練習)、 Mトo)H%5

を予想して諭を展開する手段と

してこのことが必要であること

を把趣きせる。

*考える立喝を具体的に例を

挙げて軽示し、考えやすく

する。

(ォ) &Z.1Tfr¥ロは　　　四

考えるお母さん等

*先に出したテ一一マのうち、

使わなかったものを使う。

○ワークシートをもとに、数人に

発表させるo

Oワークシートを回収し.、次時の

予告をする。
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○説得するに、効

果的な話し方を

考えttlすことが

できる。

○効果的な話し方

を体得できる。

○多角的に物事を

考えることがで

きる。

○さまざまな立場

から考えたこと

論理的にを発表

できる。



田kHjtf3wflgs^^^H」n|

本時の目標

●ディベートの形式・構成・理論を実際に体験することで学習する。

二手だて 評価

鼠を弁護す.る

の意見 を弁革

.
定側 .否定側

の立場 を患験

D

トのテーマ例 ○肯定側 ,否 定側 それ▼

きだ れの立場で立論、質疑、

すべ きだ 質疑の応答、反駁がで

持つべ きでな

次回につなげ

ているか0 また、審判

して判定 を述べている

か0

iJ i-L-.I、ii

C⊃前時で自分の
ことと自分と
することを学んだ
それをふまえて

それぞれの審判の

を通して学習する

〇三
・男

・三デイベ-
は家事をすべ

・野球部は坊主に
・高校生は携帯を

しl

〇本時のまとめと
るための説明

※1三・三ディベートの進行形式

「一面嘉 側 T 面 一m .P 一 時間

草定側立論 二分

(応答) ←否定側 か ら質疑 一分

ー j
∴上川 .''I1.HI 二分

肯定側か ら質疑->- 蝣 (応答) - ft

(準備時間) . 一分

否定側反駁 .. 二分

肯定側反駁 二分

(検討時間) 一一分

零判 の判定 一分

-32-



第二次第三時

本時の目標

●自分の立場を明確にしてその立場から自分の論に有効かつ根拠のある資料を収集しそれ

らを構成することができる。

時 間 学習活動 指導の意図 と≠だて 評価

0

10

2.0

- さらにディベー トに対する理解
を深 める

.各 グループに分かれディベー ト

0 ディベ ー トの説明

○デイベ「 トの題の提示

○政男 と協力 して資料 を

の準備 をする .死刑制度の是非
くP .3 7のディベー ト準備表を用い .学校 における制服
る)

▼資料 集め と作戦会議

.選挙権の 18歳かちの導入

○ くじで喝 と立場 を振 り分 ける

(〕新 聞 .. 本 . インターネッ トな
どかケ 情報収集の社方、利用の 集めることがで き為か′

方法 について指導 する 0 日分の意見 を班員 に伝
○東員 と意見 を出 し合い作戦 を え られているか 0 また斑
立てることを指導す る 員の意見 を理解 し尊重で

きているか

第二次第四時

本時の目標

●前時に引き続き、自分の立場を明確にしてその立場から自分の論に有効かつ根拠のある

資料を収集しそれらを構成することができる。

「 指導の率 と手だて 評価

○新開 l本 . インターネ ットなど ○証員 と協力 して資料 を
か らの情報収集の仕方利用の方法 集 めるこ とがで きるか
につ いて指導する 〇 日分の意見 を班員 古土伝
0 班員 と意見 を出し合心.、作 観を立 . えられてい るかO また班

-rてることを指轟 する 農の葦兄 を理解 し尊壷で

l
きているか

-33-

学習活動

・資料集めと作戦会議



第二次第五、六時

本時の目標

e実準を通してディベートの形式を理畢し、ディベートを行うことができるo

e相手(聴衆者)を説得させるにはど車、う論の進め方、話し方(構成、技術)、が必要か体得してい
く。

●相手の意見をきちんと聞き、理解す苧ことができるo
録　客観裾こ討論を捉え、その判断をす

時 1学習 活動

0

5

2 7

3 5

.デ ィベ ー トを行 う手頃 を確

認す るO

. 第 1 回デ ィベ ー ト開始O

立論 =各 2 分

反論 / 応 答 …12 分

最終弁論 : 各 2 分

判定 :2 分

.聴衆者側 は判定の理 由を ワ

ー クシー トに記 入す る0

一デ イベ 】 ト音 は感想 、反省

点 を挙げ る0

. 次 のデ ィベー トの準備

. 第 2 回 ディベー ト開始0

5 7 . ワー ク ㌣一 .ト元 入 / 反省

65 . 休憩

7 0 . 第 3 回デ イべ 一 千捗糾合O

9 2

9 8

. ワ】 クシー ト記 入/ 反省

ことができるO

指導の意図と手立て 評価の観点

0休み時間の間に会場作りは済ま

せておく。

○ディベートを行う手順　くどのチ

一千から、進行方法)、記録用紙

の軍き方などを再確認するO *1

0聴衆者はどのような態度で固く

か†判定表をどのように書き込
trかi'i確認する　*o

O教師が司会役として進行するO

ディベートの流れなどに留意し

ながら論点がずれないようにデ

ィベートを進めていくo

i ・、 i¥;¥L'/->際・J)細..<!.・.'/.:秤-、L /: /cAl;ら

判匪するということを確認す

るq

○行中れたディベートの注目すべ

きところなどを挙げながら、聴

衆者側の判定の手助けとなるよ

うにするn

同上

☆1 (P.38参照)　記録用紙はディベ-

'2 (P.39参照)

○立場を明確にして適切に立

論することができているか。

0相手の主張から疑問点、矛盾

点を的確に指摘することが

できる。

○指摘された疑問点、矛盾点に

ついて適宜資料を用いなが

ら根拠と主張を分けて反論

することができるo

O反論/応答の過程を踏まえ

た上で最終弁論を立てるこ

とができるD

O客観的に評価することがで

きるn (多数決の理論でもっ

て評価する。)

○行ったディベートを客観的

に反省することができるO

同上

聴衆者の両方に配る。
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第二次第七時

本時の目標

●デiベ-トを振り返り、反省するこ車-度相手を説得するということはどういうことか、よりよ
い説得技術を自ら考え、理解する。

●客観的、論理的に状粗を捉え、反省することができる。

時 学習活 動 指導の意図 と手立 て 評価 の観 点

0

35

4 5
L

.前時のデ ィベ ー トを振 り返

0 デ ィベ ー トの模様 を客観

る8

. ビデオに録画 したデ イベー ○ ど うい う点 に着 目 してデ ィベー ト

トの模 様 を各 チ ー ムで 見 を振 り返 るか助 言す る0 的 に捉え るこ とがで きる0

るO * 1 ○内容 、論 の運び方 、構成 のみ に注 〇 日分達 の 立場 か らは 見 え

気 づいた点 を挙げ る0 目す るので はな く、話 し方 、姿勢 なか っ た 第 三者 の意 見 を

改善 点 を挙 げ る。 な どの 面 か ら も振 り返 る よ う促 聞 き入れ る と同時 に、挙 げ

-聴衆側 か らの判定表 な ども すO られ て 点 に つ い て考 え る

も と に しなが らチ ー ム で ○教 師側か らも問題点 、疑 問点 を捷 ことができ る0

○ 今 回 の デ ィベ ー トに積 極

改善 点、反省 点な どを話 し 示 し、更 なる向上 を求 める0

合い 、考えてい く0

(ワM ク シー ト) *2

.今 回のデ ィベー トの感想 を

書 く0 0 単 一こお もしろい、お も しろ くない 的 に参加 できたかO

ど うい った と ころ が面 勘 とも、つた感 想 に とどめず 、今 後 の

かつたかO 学甲や 日常生活 につ なが る よ うな

次回 や る と した らどん な 感 憩 を書 かせ 、デ ィベー トに対 .し

こ とを議 し合 って み た い て主体的 、積極 的 な姿 勢を養 うO

か0

○ 今 戸 の デ ィベ ー トの全 体 的 な 講

評占

(ワー クシ山 ト) *2

IT ー- I my

★1　日分達のディベートの模様だけを見るO他のチームが見ているときには聴衆者側からの判定表を

もとに話し合いをすすめるといったように交代でビデオを見ることで時間を有効に使うことがで
き」>

☆2 (P.40参照)後日、コメントを書いて返却するO
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第1次第1時用ワークシート
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第1時第2時用プリント

ディベート準備表
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第2次第3,4時用ワークシート

記録用紙

-r-v 記録者　　　班氏名

) 班「

反対尋問(質疑・討論)
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Jft2淡ォr,、・ill与Hjlノ.サン・ト

デイベ一一PFTj定評

ディベート判定評 判走者

肯定側 S i」

3 -2 -1

(》準備
.十分な準備ができていたか

5 .3 ▼l

②論理性

.論理は整っていたか

3 -2 - 1

③実証性

▼適切な資料 .データを用いたか

3 -2 - 1

(り説得性
.相手を説得できる内容だつたか

5 -3 - 1

p

⑤質凝応答
.活発な質疑応答ができたか

3 -2 ・

1I

⑥チームワーク
.全員が協力 して対応できたか

3 -2 - 1

檀)話し方 .開き方

.冷静な話 し方 .聞き方ができたか

総合計
、

__-____　‥　∴　_

肯定側へのコメント

否定側へのコメント

否 定 側

3 - 2 蝣r

5 - 3 - 1

う、 3 ・2 蝣1

3・2・1

5・3・1

3-2-1

3-2-1

-39-



第2次第7時用ワークシート

反省、感想記入摺紙

- Eォl



・第1時第2時用プリント

ディベート必勝法
蝣rj^^^ukj- i SyZfeM a回

ゾ

】

:二,'*yイベ　トのゾL_lヤス串.つかts、

〇今回の討論会の流れ

肯定榊立論(2分)

i

主張とその槻撫

iW確にi-Wtfを区別して1

否定榔立論(2分)

1

作戦タイム(2分)

i

相手への反駁と予想される相手

からの反駁への応答を考えるO

否定僻から肯定桝へ反駁(2分)

l

ttvL'脚か・>#&欄へ反駁(ニi '<>}

1

作戦タイム(2分)

i

反駁に対する答えをふまえた

皐終弁論を考える。

最鍵弁論(各2分)

堵し方の2つのタイプ-三角形型と硬三角形ヨ

。言いたいことをはっきりと∴軽軌。刺㌦最鮎ダメ押し。
L鵜(…'欄鍵'・Bfilllj ・軸-JM二m

l.腰衆が何が話されているかを理解できるように明快であること。

2・聴衆が開きたいと思うように、興味を引くものである_こと0

3・聴衆が賛同できるように、説得力があり確信的であることo

y

声の使い方を臨模応変に変化させることは、主張を明確にし、興

味あるものにするために重要である。

1.考えを強調したいときは、キーワードをゆっくりと力点を置

いて落すのがよい0

2.筋を述べたり、重要な点を例証する事実を列挙するときは、

苗を少し速めるのがよい0

3.主要な考えの周には強調するために少しの間を置くとよい。

4.資料と部屋の大きさ占こ合わせて声量と調子を変えるべきであ

る。

5_　一本調子になることを避けること。
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反省と展望

反省点としては、まず、第一時の活動で全員に発言の機会を与えることができなかった石がある,,
蝣:*jiは十員に''た　こl∴　∴・-＼ ・・、棚l',l汁柑>!:-!蝣<>∴::'.<一亡..<,'/-'・_-早.;・-.i> '-蝣て=こ.こ　、.・、.≡/,.-

1

留意点を捉えさせることが必要であろうと考えたため、数人に発表させて改軌点を見出すと:・いう形に
なってしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

次に、ディベートの説明についてである。実際はビデオを見せるなど∴実践例

しやすいであろうとは考えたが、適当などテオを見つけることができず、活用す 芸¥..k
き示した方が理解

とができなかっ

た。ワークプリーントを用いることで、できるだけわかりやすく擬示し五っもりだが、学習者の中にし

っかり入っていくか疑問である。このように教師が軽示、説明してしまって拙筆智者が受け身になっ

てしまい、体得という形には導けないであろう。t

また、ディベートの実践について、時間配分が強引になってしまった点と、才一マを教師自らが蔭

示してしまったことが反省点としてあげられる。

前者については、学習者全員にディベ一一トをさせたいと考えたために、.続醜聞を強引に設定し,.

第六、七時の二時間で三つのディベートをすることにしたが、充分に休憩蝉とれず学習者が疲れてし

霊完W豊富雷雲:票差禁L

fc.かし、できるだけ鰯の時間を短くし≠空えたため・これ以
!'
後者については、政策ディベートの論感を教師自らが提示して行うとV*うことで言高校生が興味を

持つことで、社会的な問題であることを基準に設定したっもりである言Lか,.果たして学習者がこ

蝣'!・"-'I議di'即ト蝣''.'・.;'蝣・て!k;:細ふ・:;:I.、!・*か∴r..ti¥¥..㍗;;.什二tH!!i;i、、・:v,よ

りに高校生の日常からかけ離れ、しかもそのことに興味を持っている学習者がどれほどいるのかとT/i

うと、ほとんど皆無に近いであろうOこのことに関しては問題提起の機会にできた.土とは良いが、や

はり、もう少し身近な論題を設定すべきであった。

以上、授業についてこのような反省があったが、こGC虜習を通してわ---番鋤豆省点は、邦撒える

立場に立つ私達がディベートについてったない知識しか持ち合わせでいなかr・二〕たことであて‥}怒,話し

言葉教育や、テーマに文学作品の内容を持って来ることによって文学の授業に措用できるなどと軽々

しく考えていたディベートであったが、実はディベートがテ一一・マによって分類きれていることなど全

く知らなかった。

第二線束でも挙げていたが、話し言真教育はやはり教師の力量嘩時れるものである。実際にディ

ベート草したこともなく、知識もなぐては簡単にできるものではないCその敵で、今回学習したこと

は、これから求められる、生きる力を育成する教育者へと一歩近づくものになったと感じているOま

た、生じた問題点の改善は、これから学んでいく上での課題としたいo

◇参考引用文敵

'・ディベ-トガイド-基礎からのディベート-

J.二xyクソン、J・マーフィー、R・ゼウシュウナ-

l.il川. .1性*'-*ふIT二、 ILこけii'li1

2000年3月151日

ディベートをどう指導するか　吉田和志　1995年7月

ディベ-トの技術　　　　　　北岡俊明　1996年9月1 1日

ディベート能力の時代　　　　北岡俊明　1 99 3年:上目20日

やさしいディベート入門　　　松本道弘

図解　ディベート入門　　　　松本道弘

言語論理教育入門　　　　　　尭上尚美

く改訂版)死刑廃止を考える　　菊田奉-

中学生になぜ制服か　　　　ノ　久健礼チ

1994年11月28日

1999年9月251日

・璽s aii

明治図書出版株式会社

PHP研究所

産能大学出版社

(樵)中経出版

(株)中経出版

1 9 8 9'T-7.4　　　　　　利治.司書山脈株式会社

1993年7月20日　　　　　　　　　岩波書店

1985年1月151日　　　　株式会社　三一書店
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第三維束　論理的な表現力を身につけた人格の形成-

第二僚　事理を明確に言明できる人間とは?

園田純子　田中紗也香　富松久雄

I.維束のねらい

かつての教師は絶対的な権力を持っており、口答えなど許されるものではなかった。

現在ではこのような萄師観にも若干変化が見られ、口答えをするのは面倒くさい、教師に

わかってもらえなくても別にいい、というようなあきらめが大部分を占めてきているよ

うに感じるoいずれ喜子せよ、教師に対し生徒が意見する機会は、これまで持たれること

は少なかったといえる。

しかし、これからの情報化社会の中では、冷静に、批判的に物事を捉え、自主的に意

志を形成していくことが重要となる。そして、教師と生徒の関係のように、一方的に否

定されかねない状況にあっても、相手に自分の考えを伝えiわかってもらおうとする意

思、熱意が必要であるということに気づかせなければならない。

この五郎こは、互bt、に分かり合える存在である、と認め合うことが前軽となり、実践

を通してそれを学ぶことが希望される。教師など身近な例から、引いては社会に出た時

に遭遇するであろう類似状況を想定しつつ、事理を明確に言明することの重要性につい

て考える。

Ⅱ.学習者観

・対牧牛*!-・:山i-v.年,'L

現在の生徒達は、お互いに意見を主張しあって間者の解決をしていくという方法をさ

ける傾向があり、あえて意志疎通を行うべき機会にも恵まれずにいる。

義務教育段階を修了し、自らの進路を選択、決定するに当たり自分の意見を述べるべ
き場面も増えてくるO　親や教師などのような相手と、自分の立場の違いを蕗識した上で、

相手に対して自分の革兄を効果的、論理的に述べる力をつけさせるo

m.維束観

・導入として教師が理不尽な怒り方をしてみて実際に反論させ、くちごたえ、反論の必

要性を感じさせる。説得の方法・技術について学ぶ。

・日常生活のどのような状況下で反論の必要性を感じたか話し合う。どのように反論す

れば相手を説得することができるか考える。 I

.・実際に、教師と生徒の寸劇大会をおこなうO昼省をおこない、論理的、効果的反論と

はどういうものかを学ぶことができる。

立場の違う人とも積極的に分かり合っていこうとする姿勢を身につける。

-43-



指導目標

・自分の意見を論理的に他人に説明することができるO

・自分と違う立場の人に対してもはっきりと意見を主張することができる占

・反論の技術や方法について学ぶD

指導計画

* 時 指導 目標 学習活動 由導 上の留意点

1 1 ○反 論す る ことの重 ○怒 られ た こ とにつ い て ○具体銅 として、.実際 に怒

要性 に額づ く.こ とが の尿轟 を考 え、述べ るO

0 号 の反論 が 有効 か 、な

つ てみ る0 反論 が失敗す るL

で きる0

0 有効 な反論 とは ど

よ うに轟 く0

0 なぜ 央 敗 した の か畢 考

うい うものか考 える ぜ有 効 でな いの かを考 え える よ うに促す0

0 反 論 す るべ き時 に 反 論

こ とがで きるO る0 L

0 具 体 的 に反 論 の必要 を

感 じた体 験 を話 し合 う0

、.0 なぜ 教師や 親 には反 論

して きた か を 中心 に考 え

畢 よ う導.く0

0 立場 の違 い につ いて 考

しに くい の か を 話 し合 、

う0

えさせ る0

2 1 ○反 論 の方 法 、技 術 ○論理 的 に 自分 の考 えを 0 話す こ と、反 論す るこ.と.

2 につ い て学 ぶ こ とが 述べ る方鏡 を話 し合 う

0 反論 と.は ど うい うもの

か国 書、 イ ㌢ターネ ッ ト

等 で資料 を収集 す る0

自体 が否 定 され て い る状

でき る0 況 で は ど う中、う話 し方 を

す るべ きか考 えさせ る0

0 資料 として、活用 できそ

うな もの を準 例 あ げ て お

くq

3 ○教 師 に反 論す る状 ○具 体的 に教師 に対 して ○ 実 廃 に 寸劇 を行 うこ と

祝 を想 定 して、対 策 反 論 の必 要性 を感 じた体 を想定 して、例 を考 え さ.せ

を考 え る こ とが で き 験 を元 に、状況 を設 定す る0

0 テ ー マ が 個 人 的感 情 に

る0 る。

○ ほか の立場 か らの意 見

も考慮 しつつ 、意 見 を述

べ る方準 を話 L 合 う0

偏 .らな.い よ うに指導す る0
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○教師と班の代表者が、

寸劇を行う。

○聴衆者は反論が論理的

であったか、評価シート

を用いて判断する。

3

-L
-i

I1 ○ 実 際 に 教 師 に 対

て 意 見 を 述 べ る こ

が で き る。

○ 実 際 に 、 教 師 を l

得 させ る こ とが で

る0

2 ○ 反 論 の 能 力 が 高

つ た か を 反 省 す る

とが で き る0

0 立 場 の 違 う人 に

は っ き り と 自分 の

兄 を 主 張 す 軍 都

性 、 及 び 方 法 を 身

つ け る0

0評価表を元に、教師に

対して効果的な反論がで

きていたかを判断する。

○今後同じような場面に

出会った場合、どうする

べきかを話し合う。

0なるべく学習者が話し

やすい雰囲気をつくるo

○聴衆者は客観的視点か

ら論理性を評価するよう

に指導するo

○反論をされる側の教師

の立場から、気づいた点を

述べる。

0日分が教師、埠のような

立場に立ったとき、どうい

う姿勢を持つべきか考え

させる。

○社会に出た場合にも自

分の意見を主張できるよ

うな姿勢を作るように指

導する。

班での活動が混乱しないように、ワークシートを用いてまとめやすくするO

蓬導案　第一次

本時の目標

・反論することの必要性に気づくことができるo

・有効な反論とはどういうものか考えることができるo

指 導の意 図 と手立 て 蘭価

こ とに対

○まず実 際に反論 させ てみ るO ○反論 す る ことの

(例) 「明 日か ら金 員坊主 に して 啓 レさを感 じるこ

こい」な どに対 して とがで きたかO

生徒 の反論 が失 敗す るよ うに導

¥ o
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時間 学習活動.

0

○教師に言われた

して反論してみ革C



〇日分たちの反論が有効で

あったかどうかその原因・理

由について考えるO

○発表O

論理的かつ有効な反論とは

どんなものか考えるO

・・!寸、ify 'Kii'こ!.').|、て-せく1蝣サ、

じた体験を薗し合う。 (教ご

とに)

○発表。

(各班代表者)

○有効でないと判断した場合、な

ぜ失敗したかを考えるようにす

る。

〇日分たちの反論の良い点・悪い

点、それについての改善点もあわ

せてわかりやすく板書する。

○反論するべき時に反論してき

たか、反論してきたとしたら状況

はどう変わったかなどについて

も考えるようにさせるo

o他のグループの意見も踏まえ

て、反論の重要さを考えるように

するO

‡軒　　　　ft u jii

本時の目標

・論理的思考について考えることができる。

○反論の内容につ

いて分析し論理的

かつ有効な反論と

はどんなものか考

えることができた

か。

0自らの体験を思

い起こして反論の

必要性に気づくこ

とができたか。

○話し合ったこと

を整理して発表す

ることができた

か。

時 間 . i 学 習 活 動 指 導 の 意 図 と 手 立 て 評 価 .

0 0 論 理 的 に 自 分 の 考 え を の ○ 論 理 的 に 自 分 の 考 え を 述 べ る ○ 論 理 的 に 意 見 を

べ る 方 法 を 話 し 合 う O

/ 0 さ 津 ざ ま な 意 見 を 整 理 し

に は ど う す れ ば よ い か を 考 え さ . 言 う た め の 手 立 て

せ る 0

0 一 つ の 方 法 と し て K J 法 や プ .

に つ い て 自 分 な り

の 方 法 を 考 え る こ

と が で き る 0

O K J 法 や プ レ ー

て .い く 0 レ ー ン ス ト ー ミ ン グ に つ い て 説 ン ス ト ー ミ ン グ に

明 す る O つ い て 理 解 で き る

か ど う か 0

指導案　畢三次___範三壁

本時の目標
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反論の方法、技術について学ぶことができる。

メディアを使って資料を集めることができる。

時間 学習活動 指導 の意 図 と手 立て

0 0 反論 につ いて図書 . イ ンタ ○図書館 やパ ソコンルー ムで

一一ネ ッ ト等 で 資料 を 収集 す 活動 させ るO .

阜? . 0 イ ンターネ ッ ト等 の メディ

アを活用 させ る0

0 資料 として括.用できそ うな

ものをあげてお くO

ie..-Il∴紅」i;_ JL_1L刊

本時の目嘩

PS,品'[''>''、MB.・,Y.∴こ:i :-∴∴'"サ"*蝣*　*'、

・感情と論理的曝考の違いを考えることができる。

時 学習活動

0

20

40

50

〇一時にまとめたメモを=

にして⊥班ごとに教師へl

いいわけテ∴マを決めて

く0

○いいわけテーマを一Iつ

決め、どのよ うに反論す

か対策を考える。

〇日分が教師ならどうす

かを考慮 し、話 し合 う0

0 代表者を決める0

指導の草区

○あらかじめ班

にするD

○あまり重過ぎ

ないように指導

(教師個人の人

わるものでなし

指導する。)

○テーマがなカ

班にはいくつカ

(仰I]) - J哩山があ

・宿題が解

や・-1てし

・前のロ

摺1SSSSI

5TAFP

○感情的に考

筋道を立て、論

0日分たちは何についてい

いわけするかをプリントに

書いて提出するO 兄を主張する

○インターネット等

のメディアを活用で

きるか。

○積極的に資料を集

められるか。

司と手 立 て 評 価

狂に して お く よ う

ざ るテ ー 了 に な ら

0 班 内 で 議 論 がi

に で き る

○ 話 の 論 点 が そ ;

麗す る0 い よ うに協 力 しー

人 間性 な ど に か か 動 で き る

0 幅 広 い 発 想 、=

/、もの を選 ぶ よ う

か な か 決 ま らな い

5 例ゝ を 提 示 す るD を も つ こ と が 、

つゝ て 遅 刻 した 時 c る0

0 相 手 の反 論 を

解 け な か っ た た め

′、か な か つ た時 0

に が ん ば っ て 勉 強 して 対 策 を 立 て

め 居 眠 り して しま とが で き る0

0 班 の 意 見 を 総

な どB

.え る の で は な く 、

姿理 的 に 、 臼.分 の意

こ とを 強 調 す る。 て ま と め る こ と

き る0
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tntf:f: *蝣;サこ卦!蛸

Uvftllけ

・今までの知識を使って、実践で反論することができる。

時 学習活動 指導の意図と手立て 評価

0 ○実際に教師との寸劇大 ○なるべく生徒が話 しやすい雰 ○今までの学習内容を

会を行 う。 開気をつくるO

O 生徒ゐ予想していないような

垂かし、実践に応用で

. 班の代表者が教師と きているかn

小才岬''.;!十 ○下書きどお りでな

. 時間は一軍 5 分 葦原を出し、実際の話し言葉で議 く、実際の場面に対応

呂班×5 分= 4 0 分

0 聴衆者は反論が論理的

諭が堆むようにするO

O 嘩衆者は客観的祝事から論理

できているか0

0 人の意見を客観的に
であったか、評価シャ トを 評価できるか0

用いて判断する0 性を判断するように指導する0

牡旦粟　・ft　-.x　貢I'Y

指導目標　一一

・前時の反省をすることができる。

・反論についての知識、技能を再確認できるQ

時 学習活動 1 指導の意図 と手立て 評価

○前時の反省 を行 う0 ○反論 され る側の教師の立場か ら 0 成功 した点 と失敗

1d. 実際に寸劇をおP= な 畢づいた点を述べる0

0 板書 していくe

O 今後同 じような場面に出会った

した点 を反省するこ

つた立場か らの反省

.点を述べるD

. 聴 衆者の立場か らの

反省点を述べるO

O 今までの授業を通 しての

とができるO

O 自分の感想 、意見

感想、意見を述べる。 場合、生か していけるように促すO を述べ ることができ

る。

t )今後、反論 してい

こ うとい う意欲がも

てたかどうか0

SEfi



(反省点)

・授業計画を立てるに当たって、インターネット、図書館などで導入例を扱したが、なかな

・か見つからなかった。そのため、具体的に考えることが難しく、あいまいな点が多い.

・反論(いいわけ)の状況設定が難しい。社会的視点から考察できるような状況設定をし

なければならないO

・ディベート、パネルディスカッション、スピーチなどとは違う方法で授業を組み立てよ

うとしたが、未熟な点もまだ多い。

・一人の教師でこの授業を成立させるのは難しい。また、教師自身に深い知識と判断力が

必要となるo

・評価の面では、班の代表による発表という点で、一部の生徒の指轟にしかならないので

はないかという問題を解決できなかったO

・ 「論理的な思考」と「反論」の方法を結びつける難しさがある。
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第一次　第-時　ワークシート

*　教師や親に対して反論したいと思った時はどんな時だろうか。

その時、自分はどうしただろうか。

氏名(　　　　　)
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第二次　第三時　ワークシート①

生に「いいわけj をしよう!大会停戦会

城山l-i-!体的に想定し1. '"),

感情的に考えず、論理的に。

理由を明確に、効果的に話す方族を考えよう。

前回までの学習を活用しようO
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ワークシ-ト②提出用
(　　　)班

※次回の寸劇大会について、対策をどのように練ったのかまとめようo

※　できるだけ具体的に。

蝣KBi

・どんな状況で

・先封まどうした、なんといった、- ・などO
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第三次　第-次　ワークシート

e　寸劇大会を終えてのまとめ

・論理性、話し方、聞きかた、姿勢、などを具体的に。
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KJ法

多様な事柄が淳鉱と並ぶ場で.その内容を連理し・その溝鼠課題を見つけだしていくための手法。
基本は、

①名刺大軽度の癖に貴小単位(革「の蒙昧内容)に区分した事柄を配し、
②床一面に並べ、

③個々の紙片相互の繋がりを-つずつ検討し、

叙先入鰍こよるグループ化などはせず潤榛深いものの位置を個々に近づけ、
⑤次第に部分的な構造を借り上げ,
⑥さらに大きな配置を検討し、
⑦全体配置を整理し、
⑧必要に応じ相互関係の矢印等を加え、
⑨最期に全体を文章化していく。

詳しくは,川音田二郎著「発想法」中公新書1967年、間「績発想法」1970年参凱

星旦速
足法二監
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トランザクション

1相手の理解を確認する

r私の貰いたいことが分かった? J

2　日分の言いたいことを明確にする

rいや,そうではなくて、草の嘗いたいことはね- -」

3　日分の意見を他と比べて差別化する

「君が考えているようなことを言いたいのではない」

4　洗練した形で言い直す

「僕はもっと分かりやすく言わないといけないな」

5　相手のことばを言い換える

rあなたの主張はこんな邸こ貰い換えてもいい? j

6　相草の根拠を闘う

「どうしてそう言えるの。埋却ま何? 」

7　相手の言いたいことを補う

rあなたはこういうことが言いたいのかしらj

8　相手のことばを拡大解耕してみる

r君の考えだと塘局戦争も認めることになってしまう」

9言い換えによって,相車の弱点を浮かび上がらせる

rそれは場合によっては捧罰も必要だということ? 」

10　相手の矛盾をつく

rそれは論理的な一貫性に欠けるな」

11相手の理由付けを批判する

rあなたの理由だとそういう結論にはならないのでは」

1 2　相手の言葉を拡大して自説との違いを強調する

「君の考えを進めるとこんなことになるけどいいの? 」

13　相手の考えと対立する考えを持ち出す

rあなたと反対のことを言う人もいるけどどう思う」

1 4　自他の考えを併置して違いを際だたせる

叫5S-



「僕の考えはboo盤の意見はx xというわけだね」

15　二人の意見の銃合の可能性を示す

「あなたと私の考えはこうすれば共に生かせると思うよ」

16　二人の考えの共通性を表現する

rOOした方がよいという点では、同じ意見でしょ」

17　同意・不同意点を明確にする

rお小遣いについては認めるけど、門限はだめよ」

18　比輸して批判する

r僕はデータで裏付けているのに、君のは単なる- -」

トランザクションを意轟させるには司会者を経験させるのが有効
司会者とは、実質的な対話に関わらずメタ対話に専念する存在である。
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第4維束

企画遂行力をつけた自主性の育成へ

第1節　洞察力を背景にした撤密な構想家へ



第四線束　企画遂行力をつけた自立性の育成-

耶　潮　fel察tjWi&'.s.liこil.亡!,f;-v構思家-

赤松ゆみ子　小原陽子　古屋絵美

I　維束の狙い

会議は発表者によってのみ構成されているのではなく、会議開催にあたって会場設営や

聴衆の招待など様々な準備が必要であることに気付かせる。そして、実際に、他者との意

見交流の場である会議を行うことによって、会議実施のノウハウを知り、企画・運営力を

身につけさせる。また、自分の意見を相手により明確に伝えるため、論理的に筋道立てて

謡をする力や、 OHPなどを用いて視覚的資料を適切に示すカを身につけさせる。

皿　学習者観

現在国際化はますます進み他国の人と意見を交換することも多くなった。その中で大きな

会議を持つことは想像以上に多い。しかし高校二年生である学習者達は受験に向けての勉

強に時間を取られ与えられた事柄をこなすだけという姿勢も見られ広く社会を目指した活

動などには無関心であるOこの状況下で絃学習者達が積極的に社会状況に関心を持ちそこ

から何かを企画運営するのは困難と患われるB

学習者にはこれから大学や社会に出て行くにあたって、このような場でも積極的に活動し

ていけるような力をつけさせたい。

Ⅲ　維束観

・まず導入で、コンベンション法が制定された事を知り、 GS高校生サミットのビデオを見る。それら

のことを通して、会議の企画運営力の必要性や、そのおおまかなノウ-ウについて学ぶO

・実際に会議を開催し、うんえいする側にも立つことによって、必要な準備、連絡等の事前活動、事

後活動について知る。

・パネルディスカッションを行うにあたり、インターネットや本、新開など多くの資料を用いた調べ学

習ができる。また、調べた資料の中から取捨選択し、より明確に自分たちの意見を伝える発表資料

を作成し、発寒できる。

・他者の意見を聞き、その論点を押さえて質疑応答をすることができる。

・会譲後に提言を作成することによって、会議で出された意見などをまとめ、これからのありかたな

どの明確などジョンを持つことができる。
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指導目標

・企画運営力のある人材の育成を目指す。

・事物を客観的にとらえた上で分析し、前向きな意見を示すことができるO

・意欲的に活動に取り組むことができる。

指導計画

釈 時 指導 目標 学習活動 一

国際会議 の必要性 を知る0

G 8 高校 生サミットのビデオを見

指導上 の留意点

国際余 徳 につ いての法 律が

第

ft

第

p#

企 画 運 営 力 が速 め ら

れている事 を知る0

サ ミットを身 近なもの と

1 9 9 4 年 に制 定 されたことを

告げる0 (資料① .㊨)

会議 の企 画運営 の必要性 を

喚起する0

3 つの視 点(準備 .会告 本番 .
事後 処理)か ら会議 の運 営の

あり方 を分析 するO

して感 じることが で き

る0

多 角 的 な分 析 が で き

る0

る0

ワークシー-ト① をうめるO

m

蒔

自分 の 意 見 を他 者 に ワ一一クシー ト① で考 えたことを

サミット時 の資 料 (資料 ③)を

渡す0

提言 について説 明す る0

会議することを軽 起する0

会議の議題を軽示するO

明 確 に伝 えることが で

きる0

会議 運 営 の 手嶋 を理

視 点ごとに発 表しあう0

視点ごとに流れを確認 する0

解できる0

日分 が何 につ いて間

ワ一一クシ～ト②を使 用するO

何 のた めに会議 をす るのか 考

える0

提 示 された会 議 の諌 鰹か ら希

醇 意識 を持ってい るの 望 の議 題 を選び 、その理 由を (福祉 .介護 .地 域社 会 一教育

か明確 にし、示 す こと 書く0 などq 資料④ 参照)

ができる0
学習 者 の希 望 を書 いたもの

を回収

ォc

警

決 '1: I. r:漉 埴 前 回回収したものを挺不 0 理
L l これ か ら会 轟 を企 由とともに決 定した議席 を示

画 、実施 す るという意

識 を持つ0

パネルディスカッション パ ネル ディスカッションにつ い

す0

パネル ディスカッションの方

の方法 を理 解す ること て学ぶO (ビデオ+補 足説明) 法を説明するO

ができる0 質 疑 応 答 の 仕 方 につ いて 学

ぶ0

ワ、d クシート③ 、④を使用0
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m

ft

m

I*

軽分けヰ役割分担 (六人 .六 班ごとの役割分担(準備)を決

m ) める0

次時の予告(班ごとのテーマ
を決めるための調べ学習)

第
四

五
六
時

班ごとに話し合い、方 具体的に調べる方向性を決め サミットの資料(資料⑤)を例

向性を決めることがで るための調べ学習0 各班で調 として参照させる.0

調べ方や0 H Pの使い方など

きる0

班で決めた方向性に

ベる内容を調整する0

各班で現状の間接点を探し、従って調べ学習をし、 については適宜指導を行うO

要望に応じて時間は延長す

るO

話し合って解決策を決 調べ学習をした上でその解決

めることができる0

各班協力して、担当す

策を班内で決定する0

ワーLクシート⑤を使用0

班で割り当てられた準備作業を
る準備作業を行う0 行う0

自分たちの意見をより 実際に発表する資料作り0

明確に伝えられるよう パネリストを決め、パネリストの
な視覚資料を作成する 原稿なども搾る0

ことができる。 O H PなどのA V 資料作成0

予行演習を行う0

七
時

当日の流れを押さえる 予行演習をさせる0

ことができるO (パネルディスカッションは全て 会議の司会。進行やA V 機器

行うのではなく、時間と流れの の扱い方など、適宜指導す

確醇をする) る0

軍
*
A
九
時

会議の実施を通して、 実際に会議を開く0 招待した聴衆に評価シート

その流れを把握するこ 開会宣言

プログラム締介

パネリストの発表

質疑応答

全員による討論

⑥を配る0

とができる0

人前で論理的に説得

司会者.発表者.聴衆の動き

を観察するO
良かった点や感かつた点を

見つけ出し、第四次第十一
力のある話し方ができ

るO

間借意識を持って発

表を聞き、その内容を

理解することができる0 .

時の反省会につなげる0

質疑応答の方法を実 会議を終えてのパネリストの首
践することで身につけ

ることが出来る0

秦

閉会宣言
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m
十
時

会 議を振 り返り、質疑、各自のま

輩ごとに召

班の提言

クラスの哉

を考慮に入れて、提言

をまとめることができ

る0

*
w
次

*
十

時

会議を客観的に捉え、

反省会 0

班ごとに書

問題点 .改善策を考え 話し合い

班ごとに己

各 自、会

ることができる0

会議のノウハウについ

て再度確諦することが 書くOL

できる0

話し合いをする。

盲を決め、発表する。

提言としてまとめる。

評価シート⑥について

改善策を立てる。

改善策をまとめる。

藩を終えての感想を

提言のワ-クシート⑦の書き

方について説明を加えるO

役割分担で決まった班に提

言を配布させるo

評価シートをもとに、会読の
開場点、その改善策を考えさ

せる。

客観的に会議について考え

させる。

指導案・第一次・第-時

本時の目標

・会ま義の企画運営力が求められていることを知ることができる。

・さまざまな視点から会議の仕組みを分析することができる。

学習活動 指導の意図と手立て 評価

らは会轟な どの公式 平成六年 に制定された 「国際 国際的、また社会的に
企画運営す る力が必 会議等の誘致の促進及び開 会議などを企画運営す

れている土とを知るC

取 りなが らG 8 高校

鍵の 円滑化等 による国際観 る力が必要 とされてい

光の振興に関す る法律」 (コ る ことを感 じ取れ た

ンペンシ ョン法 ) (資料① )

と、平成六年度の運輸 自書
(資料② )を提示 し、企画趣営

力が求め られていることを

認識 させ るc

社会人や大学生の行 うもの

か0

三つの視点 (準備 ..会議

ツ トのビデオを鑑賞

トの ビデオ をワー ク

ではなく、同じ年代の高校生 本番 .事後処理)か ら会
が行 ってい るものを見るこ 議全体をとらえること
とで関心を持たせ る0

ワークシ} ト(事を配布 し、た
だ見るのではなく 「どのよう

に企画運営 されているのか」

を考えさせ る0

ワークシP ト① を書かせ、会

ができたかO

気付いた内容 を明確に
に沿って分析するO 表全体に目を向けさ畢る0 机

間指導をす るO
何 を書けば良いか分か らな

い学習者には適宜指導するQ

示すことができたかむ
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指導案・第-次・第二時

本時の目標

・会議開催の手順を理解することができるo

・実際に会議を開催することを掩まえて議鰭を決めることができるO

時間 学習活動 指導の意図 と手立て 評価

0

1 5

3 5

4 5

ワ～ クシー トに書いた こ 各項 目ご とに何名 か指名 会議について的確な分

とをもとに発表する0 し菟表させるl0 折がなされていたか0

ど うすれば円滑に運営で 補助資料 としてG 8 高校 発表 されたことをもと

きるのかを確認す る0 (一発 生 サ ミッ トの資料 (資料 に どうすれば円滑に運

表 したことをまとめる)

提言の必要を知る0 ※ 1

実際 に会議 を行 うにあた

(討) を配布するO 営できるかを考えるこ

ワ如 クシー ト②を使用す

る0

提言 を出 してい くことが

とができる0

提言について理解でき

会議 の 目標 である ことを

示 し具体例を示す (G 8 高

校 生サ ミッ ト時の ものな
ど)0

あ らか じめ議題 とテーマ

たか0

議旗 を選び、希望理由

つて議接 を選び理 由を考 を記 した もの※ 2 を配布 を明示することができ

える0 し、その中から選ばせる0 ていたか0

※1提言とは。く授業内容)

会議は何のためにするのだろうか。

【提言】自分の考え・意見などを会議に出して賛成を求めること。またその内容。

(三省堂新明解国醇辞典より)

ここでの提言は、社会などに向けて、会議で話し合った成果を軽出することである。

ex) ) G8高校生サミット時の提言。

G8高校生サミットは何のためにしているのだろうか。

～21樫紀・准界の共生を目指して～であるO (サミットの配布資料より。 )

その結論として、この会議の結果が出したのがこの「提言」である。

会轟などを行った結果、提言を出さないと、その会議を行った結果が反映されないO

ただ話し合いを行うだけでなくその結果、どのように意見を発信するか考える必要があるO

※2歳題とテーマについて

.瀧即4:?1ミrt'jい'ニケ　小.'P L・二', ')・・-蝣'<・>性.朴ご・i′-N.i・1 、蝣-'蝣'">,1ふ^サ:i;i i;ち

観点別テーマを各班で調整するという形をとるD

詳細f.軸:・二∴-こ、 ^t **粒、Fトト・&蝣!&'い

凡飼
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指導案・第二次・第三時

本時の日額

・これから会議を自分たちの手で実施するという自覚を持つ。

・パネルディスカッションの方法について理解することができる。

時間 学習活動 指導の意図と手 立て 評価

0

5

3 5

4 5

決 定 した議 薗 とその理 由を 前回回収 したものを集計 して、

パネ ルディスカッション

確認す る0

パネル ディスカッションの方

一番希 望の多かった議題 を今

回の議題とし、その理 由と共 に

示 す0

パ ネルディスカッションの方 法

陰 について学ぶ0

班 に分 かれる0

につい て、ビデオや 補足説 明 の方 法 につ いて、的確
(プリント③)を用 いて示す0

その一 環 として、質疑 応 答 の
際の留意 点についても、プリン

ト⑥ を示し説 明する0

パネルディスカッションを行 うた

に理解できたか0

班 ごとに、会議 当 日までの準 め の班分 けをし、準 備 の役 割

億 の分 担を決める0 分担 やプ ログラムの作成 など)

を決めさせ る0

班長を決 めさせる0

次時の予告 をする0

.調べ学習 を行 いながら、
班 のテーマを決める

↓

問題 点を見つける

↓

解 決策 について境 内で話 し
令.い、決 定する0

↓

発表資料の作成

という今後 の流れ についても説

明する0

指導案・第二次・第四～六時

本時の目標

・様々な資料を用いた調べ学習をし、.班ごとに協力して発表(当日)までの準備を行うことができる。

時間 学習時軌 指導の意図 と手立て 評 価

インターネット検 索や 、本 .雑 G 8 高校 生サミットの時 の資料 自らパソコン室 などに
読 .新 聞 などを用 いた調 べ (資料 ⑤ )を例 として参 照 させ 赴 き調 べることがで き

.学習を行う0 る0 たかふ
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班ごとにテーマを決めるo

その後、班の代表者同士が

話し合い、テーマを調整す

る。 (班長会)

※会議当日の司会も決める

(2名)O

各班で自分たちのテーマに
おける現状の間旗点を挟

す。

解決策を出すための調べ学

習をする。

解決策を決定する。

当日の発表資料を作成す
るO

パネリストを決め、その原稿

なども作る。

※以上のことを行いながら、

班ごとに分担した準備活勤

も行う。

調べる内容などがなるべく重

複しないように、各班のテーマ

を調整する。 (-第三希望まで

出させる)

調べ方や考える手順について

は、適宜掃導するO

ワ-一夕シート⑤を使用する。

役割分担をした準備活動など
で忘れているところや不備がな

いか気を配っておく。

担当班に招待状(資料⑥)を作

成させ、招待する方々に配るよ
うに指示する。

図などを多用すると分かりやす

いなどの助言をする。

班活動に積極的に参
加できたか。

聴衆の視点に立って、

見易い資料を作れて

いるか。

指導案・第二次・第七時

本時の目標

・予行演習を行うことによって、当日の時間の流れや進め方を把握できるO

{ 指導 の意 図と手立て 評価

m

予行演 習をさせる0 当 日の進 めかたにつ い

今 回 は教 師も司会 に参加 し、 て把 握 す ることが で き

こ畢 指導を行 う0 る0

、て A V 棟器 等 の使 用 法 につ いて

説 明する8

次時 の評価 シート⑥ とプ ログラ

ム(資料⑦)を配る0

MB

学習活動

予行演習を行う。

パネルディスカッショ

細(発表内容)につし

fiffi四㌔

全体の流れと役割につし
確認する。

第三次第八・九時

本時の目標



・実践を通して会蔑め埼れを理解することができる。
ヽ

・聴衆者を前に、論理的に話をすることができるO

・発表を開き、その主旨を理解し、必要に応じて質疑することができるO

時間 学習活動 指導め意図と手立て 評価の観点

0

10

90

会議を開始する0

代表者が開催宣言をするC

司会者があいさつをし、発表

者の解介をする0

パネリストの発奉 :各 5分

会場作 りは、事前に終わらせ

ておく0 (資料⑧)

招待 した聴衆に評価シート⑥

を配り、会議の運営の仕方 .発
表の様子について評価しても

らう0

聴衆者となった学習者 に、評
価シ仙トを書きながら、発表を

開くことを告げる0

司会者 .罪衰者 .聴衆者を観 理解しやすい文章構成

質疑応答 :2 0 分 察し、よかった点 .悪かった点 ができ、しっかりとした口

全員による討論 :24 分 を見つけだし、次時の反省 に 詞で発表することができ

発表を終えてのパネリストの言 つなげるO るb

菓 =各羊分

閉会宣言をする0

評価シートを回収する。 発表の内容を理解する

(学習者 .招待者のもの共に)

書ききれなかった評価シートに

関しては次時までに書いてくる

ように指導する0

ことができ、質問できる0

第三次第十時

本時の目標

・発表時の質疑をふま阜て、各自提言を示すことができる。

・各自の提言をもとに,クラス全体の提言をまとめることができる。

学習活動

各自、ワークプリントに沿′

てまとめを書くB

指 導 の意 図 と手 立て 評 価

>

提 言 とは 何 か を確 落 し、ワー ク 樫 言 に つ い て 、理 解

シ ー ト⑦ の 書 き方 に つ い て説 明 で きてい るかO

発 表 をふ ま えて 、自 ら

す 争0

発 表 時 の 質 疑 を考 慮 して 、提 言

を作 るようにさせ る0 の 提 言 を持 つ ことが で

きる0
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各自がまとめたものをもと

に、班ごとに話し合い、提言

を決める。

班ごとにまとめた提言を発表

する。

発表したものをクラスの提言

としてまとめるO

クラスの提言を資料としてまとめ

させ、招待した方々に配るように

指示する。

会議の評価シートを集めてお

く。

話し合いに積極的に

参加しているD

第四次第十一時

本時の目榎

・会親を客観的に捉え、その間蔑点を認識し、改善策をうち立てることができる。

・会議のノウハウについて深く理解することができるO

時間 学習活動 指導 の意図と手立て 評 価

0

3

23

35

50

反省会 を行 う0

聴 衆 の評 価 シP トを読 み 、

発 表時 に他 班の学 習者 が書い

た評価 シー ト.聴 衆 者 から回 収

した評価 シー トを各 班ごとに配

るO

次回の会 議 につ ながるように改 各 々で会 議 開催 にお
善策を導き出させるようにする0

事 前準備 .会議 当 日.提言決 定

ける間題点 を考 えられ

ているこ
客観 的 に他者 の評価

班 ごとに会 議 の間者 点 を確 を受 けとめることが で
課 し、その 改 革 策 を話 し合 きる0
う0

班ごとの改 善策 をまとめ 、発
表する0

各 自、会議 の感想を轟 く0

班 の 話 し合 いに積 極

的に参加 する0

様 々な間嶺 点を解 決

する方 法を考 え 出す

ことができる0

自らの活 動 の反 省 が
におい て、自分 がどのような活 できるO
動 をしたか、どのような点 に考慮 会議 につい て再 度 考
したか につい て触 れ 、これ から え、より探く理解す るこ
どうしていきたいかを書かせ る0 とができるg
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<反省と展望>

反省点としてまず挙げられるのが、一番の目的であった会議の企画運営を教師主導で行っ

たところが多いことである。また会議の準備にあたり、準備内容(プログラムの作成など)杏

班ごとに分担させたために、各自に一連の会議開催までの流れを押させさせきれなかった。

また一方で、パネルディスカッションについては、調べ学習から発表資料作成までを学習

者自身に任せてしまい、教師からの指導は例示のみにとどまってしまったoそのために発表

原稿の書き方(論理的な文章の組み立て方等)などや、その間の細かな指導については行き届

かなかった。しかしこの点については、学習者主体の活動を重んじることで、逆に学習者の

意欲を喚起することになったかもしれないOさらに、会議のノウハウを身に付けさせるため

に、会議を実際に開催させることにしたが、運営側も発表者側も学習者が兼ねたことから、

発表の準備のほうに学習者の意識が集中してしまい、そちらに時間をかけすぎたことも反

省点のひとつである。また、パネルディスカッションの性質上、パネリストを班に一人とし

たた糾こ、他の学習者は発表者を経験することができなかった。

次に考慮した点として、会談を行うにあたって部外者を掃いたことが挙げられる。そのこ

とによって、発表する輝に公式の場であるという意識を高め,また、客観的な視点からの評

価を受けられるようにした。また例として、G8轟校生サミットという年代的に近い人たち

の国際会議を見せることによって、国際会議に対する意識を高め、意欲を喚起できたo

今回は教師側が、ある程度誘導する形の会読となった。学習者にとってこのような会議を

行うのは初めてであろうから、ノウハウを-から教える意味でも教師主導で行った。最終

的には、各班の班長によって運営部を設立し、文字通り学習者自身が運営する会藩を目指し

たいこ。次の第二回目の会議開催からは、本当の意味での学習者主体で会議を運営することが

できるであろうと考える。

<参考引用文献>

○監修　William L.Mil互ard,Ed.D.　森　亘

INTERNATIONAL SCIENTIFIC MEETINGS

国際学会・会巷のためのハンドブック　英語による上手なプレゼンテーション

○　編集者　高橋俊三

講座『音声言語の授業』 (全5巻)第:3巻　話し合うことの指導

1 9 9 4年6月　　明治図書出版株式会社

<協力>

(~: f'i瑚w、/ Hi.缶,t、　　　二川　-*>¥'-i>i¥}ご.:こ

M去l'1'.罠よIV. IMi'Vラ<:蝣・-?蝣忙.川・岩Vij'.J-tllli

{ 1相即い1再叫.町It.式・'.;一・'/:ド.献n- ^>・)
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ワ-ウシヰ①

<G8高校生サミットのビデオを見よう>

・会議がどのような流れで行われているのか把握しよう。

このような会議を行うた削こ具体的に何が必要でまたどんな準備が必要かビデ

オを見て気付いたことを示そう。

☆会場設営

☆配布資料

どんな役割の人がいてそれぞれどんな活動をしていただろうか。
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ワークシヰ②
<会議開催の流れ>

アM

議題の提出

実行委員会の発足

画

事前にやっておくこと(実行委員)

事前に配布する資料

事前にやっておくこと(発表団体)

酌

w&m
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ワークシヰ②完成例
<会議開催の流れ>

M

議潜の提出

実行委員会の発足 I---　ト　爪晃　が二.ti!^'/r6

画
事前にやっておくこと(実行委員)

事首酎こ配布する資料

・プログラム

蝣I f相川こ・

会場を押さえる

一1-------一・・・一一一ト　w紙叫>:i

-ト　別紙参照

一一→　今回は会議室

招待状を招待客に均す

プログラムの作成

会場の準備

机・イス

AV機器　等

事前にやっておくこと(発表団体)

資料の作成

原稿の作成

至頑

別紙プログラム参嘩

提言を決める

班
で
役
割
分
担
す
る

提言を招待客に伝える　　　　　　-->班での役割分担に含む
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ワークシート③
○パネルディスカッションについて(補足税明)

(パネル」とは、板である。代表者を際立たせるために、 (会場の中央に位置付け)参加

者との間をパネルで仕切ったことから、こう呼ばれている。

ある開場について、いくつかの冷点が考えられるとき、このパネルディスカッションを

行うとよい。ある論確について、肯定棚・否定側に分かれて討鞄を行えばディベートであ

るが、意見が二派でないこともあるO　そのようにいくつかの意見がある場合、それぞれの

立場の代表者が出て、討論のきっかけをつくるのが、このパネルディスカッションである。

パネルディスカッションは、メンバー(代表者)と参加者が同等の立場でなければなら

ず、また、全員の対敵に弟鼻するものでなければならない。

パネルディスカッションは、およそ、次のような手順で実施される。

a-'-'js者による論鞄-j'j.h向付け

②各代表者による立論

③各代表者による反輸

④参加者による質疑

⑤全員による討論

⑥各代表者の要約

⑦司会者によるまとめ

※今回行う金額では、 ③を割愛し、 ④⑤については質疑応答という形態をとることにす

る。
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ワークシヰ④
質疑応答における留意点

○パネルディスカッションなどの執こおいて、質疑の応答や意見の交換は欠くことのでき

ない重要な役割を持つ。それによって聴衆は、他の参加者と情報を分かち合うことがで

きると同時に、演者(発表者)とも直接やりとりができるのであるO　また、決着自身に

とってもそれは、自分の発教の効果をさらに轟めることができるo

I、発表者

・あらかじめ、どこにどのような質問がくるか、聴衆の立場に立って予想し、またその答

えを考えておく。

・出された質問に対し、輸点を明確にし、簡潔に分かりやすく答える。発表資料等を用い

て貌明できるのならば、示しながら答えると分かりやすい。

・予想外の質問でも、慌てずに落ち着いて対処する。

・もし答えられないような質閥であれば、無理にその場で考え不明確な返答をしない。そ

の時の自分に分か草(考えられる)範囲で答え、分からないところなどはそれを詠める。

質問者にそのことについて考えがある場合には、意見を聞いてもよいQ

・質問を受けたときには、 「御質問ありがとうございます」などの齢意を示す。

☆してはいけないこと

・質問者が面目を失うような青い方をしないこと。

x). r首うまでもなくその答えは～j、 「斉しのなかで首いましたが～J

「多くの研究者(A)は知っているのですが～j

など。このような首いかたをすれば、暗に質問者に対して無知であるとか、発嚢

をよく聞いていなかったとか、無意味な質問であるとか、非難しているように聞

こえます。

・ rこれは素晴らしい質問です」、 rあなたの質問は鋭い]など、受けた質問の良し慈しを

決めるような表現は避ける。すべての質閥は平等に取り扱うべきである。

・一人の質問者に時間を独占させないこと。

・聴衆を指差したり、あるいは腰に手をあてたまま立っているような動作は、聴衆にと

って鋭教をされ跨り見下されているように思わせます。常に親近感のある、謙虚な態

度で聴衆に嬢しましょう。

・質問者としつこい議諭をしないこと。

Ⅱ、聴衆

・舎弟に参加する軌こ、あらかじめどんな質問をするのか、どんな意見を出すのか、よく

考えておく。

・質問は簡潔明瞭で当を得たものとするよう心がけるO唾味な意見や複雑な質問は避ける

べきである。

・質問を始める前に、まず自分の名前や所属、場合によっては肩書きなどを明らかにする。

rよろしくお廉いしますJ ftどの一書を付け加えるのも礼轟であろうO
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A会場全体に質問(声)が聞こえるかどうかを確かめる。

・ほかにも質問をしたい人がいるかどうか気を配り、質疑のやりとりは短めに終わらせる

ようにする。

Ⅲ、司会者

・普通、司会者は自分自身で質問に答えたり、意見を出したりすることはない。ただし、

時には質疑応答を坤めるにあたり、最初の質問を司会者がまず行うということもあるO

・今回のようなパネルディスカッションのような場合には、司会者はもっとも積極的に質

疑応答に関わるのが普通である。
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ワークシート⑤

問題解決のアイデア

アイデアは、下記の3つの点を満たすようにして下きい。

1.聯聯　　薗タイトルをつける0
2.催界の(平和、環境、経済)同塵で、自分が最も深刻だと考える間潜は何であ

るのか。 (もちろん自分が出席する分科会においてのみです。)

3.その間題の解決策は何かo

◆　実現の可能性がある

◆　具体的なプロセスを示せる

◆　これまで誰も考えつかなかった、オリジナリティーがある
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ワークシート⑥

評価シート　　　　　　　　　　　( )班へ_　氏名

各班の発表を聞いて各項目について評価しましょうO

5段階評価で適当な数字に丸をつけて下さい。

1.与えられた時間内に、間清の原因・具体例・解決策が盛り込まれていた0

5-　4

2.話の流れは論理的で、わかりやすい文章となっていたD

5　・　4　・　3　・　2　・1

3.声の大きさは適当だったC

5　・　4　　　　　・ 1

4.番すスピード・強弱・強訴の仕方は適当であった.

5 ・ 4　・　3

5.用いた視聴覚資料の選択と利用は適切であった。

5　・　4

6.質疑への回答は落ち着いてしっかりとできていた。

3　-

7.発表班への気づき

〔

5　・　4

5　・　4

5　・　4

評価シート

発表全体を適しての評価をしましょう。

5段階評価で適当な数字に丸をつけて下さいO

1.司会はスムーズにできていた。

2.聴衆の態度はよかったU

3.質疑は論点をはっきりと示しておこなわれていた。
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ワークシヰ⑦

★私たちは取り組みます。摘分自身が間嶺に対して、どう解決していくか)
cK高校生グリーンデイ」の創設を提唱します。

鳩梗生グリーンデイ」は堆界共通で設置し、その日は環境・エネルギーの重要性を罷職するための

共通プログラムを実施します。

★私たちは求めますd(国や社会に対しての要望)

e x)全堆界規模の環境税の実施を求めます。

★　これからの社会をよりよくするために

(2 1健紀に向けて私たちはどのような意識をもっべきかO)

e x)私たちはI Tを衆境間者や、人口間塔の解決や、そのための教育に利用します。

理由も明確に示そう。
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闇≡:≡昌巨ヱ≡m;&ZBmm丸正Em恩ES3日層開閉恩Eij用越国ヨ恥mlsES-asi

平成6・6・29・醇辞　79号　_

改正平成11・12-22-匪律1 flo草(未) (繊ff-平13年1月6日)

(日的)

第1粂　この牡棒は.幾が国における国駄会戦等の開催を増加させ、及び国典会抜等に伴う観光その他の資源の我会を

充実させることが、外国人観光虎客の東坊の促進及び外国人観光旅客と国民との間の交米の促進に賛することにかんが

み、国威会社等の革鼓を促進し、及びその開催の円滑化をBgり、並びに外国人観光旅客の観光の細カを増遵するための

柵を酵することにより、国酵観光の振興を回り、もって国野相互理解の増進に寄与することを目的とする。

(」*)

第2粂　この浪恥こおいてr国齢会桝jとは、金港、耐蝕会、粛習会その他これらに輸する集会(これらに付輸して

瀬催される展常会を含む。 )であって掛からの細当鼓の外国人の参加が見込まれるもの並びにこれらに併せて行われ

る観光源行その他の外国人のための観光及び賓務を目的とする催しをいう.

(基本方針)

第3粂　測大臣は,国醜光の振舞を困るため、国鞍会社等の誘致を促遵し、及びその開催の円靴を困り、並びに

国麻会蝕等に参加する外国人観光旅客の叔光の魅力を増進するための韓匿(以下r国際金魚等の辞敦の促進及び開銀の

円滑化等の槽軌という。 )を撫ずることによる腐際観光の振興に関する基本方針似下r基本方軌という. )を定

aaji覇融m慧raw

2　　基本方針においては、次に絡げる事項について定めるものとする.

軸≡EヨEjM　　　　関配思Ⅸ厘hM巴Mm; :S3>.sm岸と腰S3包mrfRSi'Wim患IEE葺】屈^aa

固辞会社等の誘資の促連に関する事項

国醇会社等の開催の円滑化にBEIする事項

国開会敷革に参加する外国人観光旅客の観光の弟カの増巻に関する事項

国撫金権等の癖教及びその開催の円滑化に関する柵に従事する着の養成に関する事項その他国際会戦等の辞資の機

及び開催の円靴等の推理を酵ずることによる常槻光の媒輿に関する重要事項

3　　運輸大臣は、基本方針を伴成するに当たっては、あらかじめ、外鵜大臣、文部大臣及び海商産業大臣の意見を
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乾かなければならないO

4　　軸大臣埠、草本方針を定めようとするときは、関係行政磯閑の長に輸しなければならない.

5　　運輸大臣臥基本方針を定めたときは、運粁なく、これを公表しなければならない.

6　　運輸大臣は、情勢の瀞により必寮が生じたときは、基本方針を変更するものとする.

7　　第3項から第5項までの規定は、覇確の規定による基本方針の変更について準用する。

(部定)

第4条　市町村(特別区を含む.以下同じ。 )軌申署酌こより、その区域において国齢会意等の帝政の促進及び開鍵の

円滑化等の緒艦を蕎ずることが国醇観光の顕輿に鯨に鼓すると強められる旨の功大臣の醇定を受けることができる.

2　　前項の革定を受けようとする市町村は、次に掲げる事項を範戟した申酔夢を軸大臣に准出しなければならな

い。

国際余地柵その他の国際会1拳等の用に供する運輸省令で定める施設の概要及び親猿

国撫会戦革に参加する着の羽卿こ験する宿油施設その他の遵輪省令で定のる故の概要及び耗壌

患Ⅷ酔ヨREE酌ヨ田凪HHfflmRE蜜E!MS出口mm娼EUirasfa

当醸柵材の区域又はその近辞に存在するq.光崇拝の概要

第5桑　津籍大臣は、南条の規定による患定の申静が次に掲げる要件に適合すると革めるときは,その輩定をするもの

sra

選槍省令で定める基準に適合する新森第2喝第1号に泉慶する細が蜘されていること又は盤億されることが癖実で

ES3芦m

園醗観光ホテル準備放く昭和朗隼鵬279号)第3条の登録を受けたホテルその他の触粂第2項第2号に規定する殖

やで運輸管令で定める基準に革命するものが盤助されていること又は軸されることが曲集であること.

専ら胃酸会灘等の官費及びその開催の円滑化に開する業務として藩韓省令で定めるものを実施する機関その他の国際全

巻等の誘致及びその開催の円帯化に開する兼務を通確に護符するに足り.る体制が盤僻されて軒、ること。

醤Em』E iE歴^は呂の配層菅沼mm&3BMM崇u闇K3匹fc&ggrefflSft.^iEB^iaにLliヨB班MM控mm

‥m-



ること.

2　　運輸大臣臥2以上の市町村から共同して斡集第1項の申軒がありた甘食において、白魚的輸液的社会的粂件

からみて、当醸市町村の区秘こおいて一体として国際会鳶等の辞敦の促進及び錦鯉の円滑化等の措定を琳ずることが国

恥の振興に特に賛すると艶められるときは,当醸市町軒を一体として岡嘆の辞定をすることができる.

(審定の公示等)

fcJIgg^Trコu圏闇mimt&m虹のヨ碩ヨIH3S3間LiJtH田の眉Ess完眉EaSa魁&33t3&pE

2　　第4条第1項の常定を受けた市町㈲ (以下咽酔余幾観光都制という。 )紘,同条第2項各号に輯げる事項

に選曲省令で定める変更があったときは、遵辞なく、その旨を選曲大臣に届け出なければならなl㌔

(革定の取押し等)

第7粂　耳輪大臣は、国際会意観光者宙が第5条第1項各骨に掲げる要件のいずれかに遵合しなくなったと蝕めるとき

は、その鑑定を取り消すことができる。

2　　前条第1項の親定は、醜項の規定による酪定の取消しについて準用する.

3ヨu冒EE】 aa ij.'-ag Bsr iォg<ia8EォK3 ; :;i巴

第8粂　国馳振興会(以下儀典動という. )臥固辞会鶴亀光細翻こついて、固辞重森等の誘致を促進するた

mロ層E3H閑immi間隔ME箪m盟ran

国魚全額挽光都市に対し、固辞余韻等の酵愛に掬する牌報を定期的に.又は時宜に応じて漉供すること.

港外において回顧会意観光都市の宜伝を行うこと.

^H2担IHrstj-BiSEffifli当かr椅E33はr閲HiEiS呂凪EEE濫物芯mmsmtm^ima旧OEsaa。団ma開

じて、港外における開係機坤との速細魚.助音その他の蹄世を群ずるよう努めなければならないo

(回顧会蝕等の開催の円滑化を図るための軸)

第9粂　振興会は、常際会我観光各市において開催される軸省令で定める国酔余我等の閑曲の円靴を困るた軌寄

附金を募集し、及び当鱗国幹会譲等を主催する着であってその開催に蔓する資金の援助を必要とするものに対し、交付

金を交付するよう努めなければならない.

2　　前項に定めるもののほか、嶺興会は、国酔余親等の田仲の円滑化を困るため、必要に応じて、通釈寮内業を常

琵EiMaiffiiaarefiEaG EE田のヨ認日hサ.-!Blii甥。亘　　王コ瀬捗問m^ sse im号に括ォサ; : ; n.-.ォa>a閉血虹の巴三罰ロ

で定砂る固辞金魚等の開催についての交付金の交付その他の拝辞を計ずるよう努めなければならなl ㌔
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休憩旺コfci ft;fem.- ;E%B過ElE瀞玩aa翌ess齢

第10粂　振舞会臥開酔余親等に夢加する外国人観光源客の載光の魅力を増進するため,国醸会鶴等が押催される市

町村の区域又はその近傍に存在する戟光茸湊を醇用した外国人観光旅客の観光に瀦する催しの実施に関する特報の権餅、

E^院mELiEEsCIォS3呂hA-jEVii mfjutm騨

田mms. !ョ

第11集　権典会柱、国麻観光抜興会抵(昭和34年轟熊努39号)第24粂第1項に規定する業務のほか、国際戦光の振

EilS昏Eia3サv.m慧ヨSIM

朗霊巨三時EJ3冠層監ggg i ^ maiiiasa問の箇　　膵mrmmimm声望日間沼EM間gBむ

固辞会戦等の師僻についての寄附金の募集及び管理並びに受付金の交付その他の国際会幾等の開催の円滑化並びに外国

人親光源客の観光の独力の喝通に博する援助を行うこと.

国酔余幾等の轍及びその開催の円滑化に問する糞掛こ従事する者その他の開儒者に対する研捗を行うこと.

国顔金魚等の辞戟及び開催に舶する鍋釜及び研究を行うこと。

薗各号の東漸こ附帯する兼務

(区分蜘)

第12粂　振興会総、前条第2号の兼務のうち国蘇金魚等の開脚こついての珊金の募集及び管理故びに交付金の交付

に係る兼務にれに附帯する乗務を含む. )に係る細については、その他の無理と区分し、特別の抽定を設けて整瀕

しなければならない.

(国餓光椴集会法の特例)

第13粂　第11免の規定により革県会の業務が行われる静合には、国開観光振興会鼓舞33粂及び第34粂弟2項中Tこ

の抵触とあるのはrこの払串及び国酵全港等の辞敦の佐瀬及び開催の円滑化等による国勝観光の振興に開する汝軌

と、開放第41条第3骨中r革24条第1軌とあるのはr第24桑第1塀及び国農会戦等の軒数の促進及び開催の円滑化

革による回柵光の振興に鞠する払律第11兵jとする.

(国等の抜助等)

第14桑　園臥振興会、固辞金線楓先番市その他の市町村及び国撫会意等を主蝕する着に対し、国教会蝕等の沸教の

田EM醜ヨヨzE濫㌫柑wmum閉習LqmmKmmmtts四mm沼E33悶EE:-&Tflim萄弼盟USB

2　　地方公相伴は、国際金線尊を主補する者に対し、国撫全曲等の開催の円滑化及び外国人観光株客の観光の幾

SMm層MS照E33Ml旧LE那閥監w&隔Z EH IVSWサfl包rj盟E3B!
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3　　前2項に定のるもののほか、運輸大臥振興会、開壌地方公共団体、関係団体及び関係事葉音は、国県会車等

WIMM雷m眉間岨包tS3私∃mS3GWmEm臣層思Kffi田にES^恩威琵琶盟PwUEnBlfl包娼盟HI
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m&国

第4章観光レクリエーションの振興

-如節観如鍬

_1.」塾竪観光の振興
2　90年代観光振興rT動計鞄(TAPミIOs.)
3観光資源の保存・活用を通じた触n'.の振典
Jl　魅力ある観光地づくり
旦腰重畳

引　愚闇巨ヨvsmms

(1)外国人訪日旅行の促進
(ア)外賓誘致活動の充実

国際鍍済社会における相互依存関係が粛軍る中で、国際的な友好d偉頼
関係の増大は国家存立の絶対条件であり、外国人観光旅客(以下この章に
おいて「外客」という。 )の誘致は、文化的背景の轟なる拝圏との相互理解・
相互交流の機会を提供し、市民レベルでの国防親善を進めていく上で、重要
な意義を有している。
しかしながら、 5年の訪日外客数は341万人と日本人海外旅行音数1,193万

人の約29%にとどまっており、近碑アジア醇園に比べても低い水準となって
いるOまた、円高の進行により対日旅行費用の高騰が進む状況の下、外客
数は伸び悩んでいる現状にある。
このため、運輸省としては外客誘致活動の充実を図るため以下の施策を

(イ)コンベンション法の制定等
(a)コンベンション法の制定及び国際コンベンションの振興

国際コンベンションの振興は、国際的な相互理解・友好関係の確立
に寄与するとともに、地域観光需要の増大を通じた地域経済の活性化
及び地方の国際化を図るうえで重要な許愚である。
rしかし、我が国の国際会議の開催件数は情報や宙市の知名度の不

足、滞在費用の高さ等の理由から欧米静観に比較してまだまだ少な
も都市別に見ても欧米の主要都市はもとより、アジアのシンガポ-
ル、香港にも水をあけられている。
-方、我が国の国際会議の開催件数の伸びは極めて大きく、昭和63

年から平成4年の5年間に、世界の伸びが4%であるのに対し、我が
国の伸びは31 %となっている。
-また、各地方都市において大規模なコンベンション施設の整備、コン

ベンション推進機関の投立・活動が進むにつれ、国際コンベンションの
坤方分散が大幅に進む等地方車市における国際コンベンションの振
琴に対する取組みが着実に進展しつつある。
~このように現状では、実績面で立ち遅れ状態にある我が国の国際コ

ンベンションも、その振興を図るうえでの環境の整備は進展しつつあ
り、 6年6月に成立したr国際会議等の誘致の促進及び開催の円滑化

等による国際観光の振興に関する法律j (コンベンション法)に基づき、
国、国際観光振興会及び地方自治体が一体とな?て総合的な振興集
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を講じていくことが必要である。

このための第「歩として、同辱10月,コンベンション法に毒づき、運
輸大臣は札幌市をはじめとする如勧市をr国際重雄観光都市」として
憩定 -4-1国〕。
国際観光振興会は、認定を受けた都市に対して園際会嫌等の誘戟

を促進するため、国際会津等の誘致に関する情報の定期的提供、港
外における国際会謙観光初市の宣伝等を行うとともに、園際会簿観光
都市において開催される-定の要件を満たす国際会護等の開催の円
郡ヒを図るため、寄付金の募集、交付金の交付等を行う。
運輸省では.コンベンション法の施行により、 21世紀初耳には我が国

で開催される国際会誰等の開催件数を2倍にすることを自横としてい
尋。

(b)国曝会謙堀の整備
∵民活法に基づき、整備計画の鑑定を受け国際会議場の整備を行ラ
民間事業者に対し支援を行っており. 5年度までに3施設に係る整備
計画の鑑定を行った。
`lそのうち、横浜国際平和会社噂については、 3年7月より、宇奈月国
際会館については、 5年8月より、それぞれ供用を開始している。ま
た、 4年7月に認定したりんくうゲ-トタワーピ)L'国際会簿鳩(大阪庶泉
佐野市)に`ついては、引

(ウ)

してい ところで

際観光振興会の改革
運輸省においては、外客の来訪を促進するため、海外における日本の観

光宣伝上外事に対する観光情報提供等を国権観光振興会を通じて実施して
いる。
振興会はより効果的な外客誘致を行うため、事業実施体制等の改革を実

施しており、 6年度から国際コンベンションの振興、海外プロモーションの振
興開感業務等を中心として具体的な外客誘致効果の得られる事業を拡大す
る一方、既存の案内関係業務の合理化を進めている。
今後は21世紀に向けた帯状況の変化に適応した事業連営体制を確立する

とともに、地方公共団体や関係業界との協同体制を確立し、日本旅行に関
する各種の旅行輔報の戦略的提供、地域に対応した的確なマ-ケッテイン
グに基づく旅行の開発、外客に対する受入れ体制の充実等の施策の雑種
的展開を通じて訪日旅行の拡大を図っていく必要がある。

(エ)登録ホテル・旅館等の盤傭
運輸撃では、訪日外国人の利便の増進、国粋観光の振興の観点から、国

際観光ホテル登傭法に基づき、ハード・ソフト両面で外国人客の宿泊に適し
たホテル・旅館の登録を行い、税制上の優遇拝せ等により、その整備を推進
するほか、これらの登録ホテル・旅鰍=関する情報を外国人に提供してい
る.また、国際観光レストラン登錬規程に基づき、外客が容易かつ快適に食
事が嶺る優秀なレストランについても登録を行い、その盤債を推進してお
り、観埠に欠くことのできない宿泊及び食事の両面から外事接遇の充実を図
っている。登録基準の緩和等の措置を講じて、ハード・ソフト両面からの充実
を圃っ号いる。
なお申年9月末現在、 846軒のホテル、 1 ,808軒の旅館及び147軒のレストラ

ンが登録されている。
(2)擾隙交流及び国際協力の推進

(ア)世界観強大臣会議等の開催
6年1当月2日から6日まで.大阪市において、世界初の観光サミットである

r世界革光大臣会護」を中心としたi OSAKAワールド・ツーリズム・フォーラ
ム'94Jが開催された。
本フォーラムは、 6年9月に開港した関西国際空港の開港を記念して、国

際社封こおける相互理解と友好の促進を降るための観光の圭貫性を世界
に向けて訴えることを目的として開催したものである。
r世界観光大臣会親」においては世界の78の国及び地域、 18の州及び5の
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G8高校生サミット
～21世掛世界d坤生をめざして-
提言

私たちG8高校生サミット参加国代表は、九州・沖縄サ
ミットに先立ちここ沖縄に集いました。この一週間私た
ちは沖縄の甘い海に潜り、自然の豊かさを体験しまし
た。またr慰霊の日」の式典に参加し、平和の尊さを知
りました。また首里城や伝統養能を見学し、沖縄が菅
からアジアとの交流の拠点となってきたことを知りまし
た。そして、この沖確で2日間、環境・平和y経済につい
て園を超え、問題解決のためのアイデアを出し合い、
r21世紀・世界の共生をめざして」というテ-マのもとに議論を深めましたO

このG8高校生サミットで、私たちは、実行可能で効果が期待できる具体的な接音を
世界に向けて発信したいと思います。

WktJb itm明ヨ

1. r高校生グリーンデイ」の創設を提唱します。

r高校生グリーンデイ1は世界共通で設定し、その日は環境・エネルギ-の重
要性を認艶するための共通のプログラムを実施します。

2.私たちは世界の高校生の交流を活発にします。これについて各国政府の理解
と支接を求めます。

(1 )ユースサ章うトをG8サミットに合わ簸て毎年開催します。
(2)私たちの交流を紛争当事国や発展途上国の高校生との交流に発展させ
ます。

(3)持続的な交流を行うために、健界の高校の単位の共有化を求めます。

問tz*> [*ikto崩す

3.全世界規模の環境税の実施を求めます。

この税はC02の排出畳やエネルギ-消費量などに対して課税します。
集めた税金は環境技術の開発や環境教育など国境を超えた環境対策のため
に使います。 ′

4.国連機関内にr平和パネルjの放電を求めます。

d>r平和パネル」は紛争の解決に向け、国連事務総長に勧告と助昔をし、世

界に向けてアピ-ルします。
(2> r平和パネル」は世界の良心を代嚢する個人で構成されます。
(.ll r畢卸パ*iuirJ士婁老・の車券1妄i主す_
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5・開発途上国喝助のための里親.評価シス≠ムの放置を求めます。

このシステムは、専門家による格付けや助音などによって援助の透明性を
高め、公正で卵巣的な援助が行われることを目指します。

21世紀へ向けて

私たちは、 rインターネット第-世代」であることを自覚し、 ITが全世界に広まり、す
べての人々がこれに容易にアクセスできる環境を実現するようアピールします。

(1 )私たちはITを、甥界の紛争や人権問題を解決するための相互理解のために利
用します。.

(2)私たちはrTを、喝境閏壕や人口開港の解決や、そのための教育に利用します。

私たちは、傭人やNGOの役割がきわめて重要になっていく歴史的な転換点に立っ
ています。
21世鰍ま、私たち若者が主役です。

私たちは、平和で切るく豊かな未来を創り上げるために、世代や人種、性別、借条
を超えて世界中の人々と手を取り合い行動することを決意します。

2000年6月25日　沖縄にて
G8高校生サミット参加者一問

9&e
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G8高検生サミット
概要

1.趣旨

2000年の九州・沖縄サミ,ツトに先立って、次の時代を担うG8の若者たちによ

るサミットを沖確で開催する。 r平和」r環境j r経済jの3つの角度から著者なら
ではの純粋な視点で意見交換を行い、 21世紀の世界像を展望する。その意見
は擾音として音とめ、世界に向けてアピールを行う。

2.名称

日本軍G8高疎生サミット
～21世軒世界の共生をめざして-

英　語G8 YOUTH SUMM汀, OK王NAWA 2000

-Livi喝Together in a Better World in the 21st Century-'

3.主催

GB高校生サミット実行委県会

4.後援

総理府、外務省、文部省、沖縄県

s.am

2000年6月20日(火)-27日(火)
2000年6月24日は)分科会(平和・環境・経済)
2000年6月25日(日)本会鼓

6.会議場所

沖縄コンベンションセンタ- (沖縄県宜野湾市)

7.参加者

アドバイザー
岡本行夫氏　元総理大臣補佐官、岡本アソシエイツ代表
黒田玲子氏東京大学大学院総合文化研究科教授
竹中平蔵氏　慶応義塾大学教授

司会
今井轟典NりK国際放送局長
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鹿島綾乃N岬アナウンサー

車生
国内沖縄、嘗噂、福岡の3県3名ずつ(計9名)
海外　各国3名ずつ(計21名)

F

引率者
国内　沖縄、樽縄、宮崎の代表1名

海外各国1帝ずつ(計7名)

8Lテーマ

テーマ1 r平和阜紛争-隣り合う国々との友好の条件-J
テーマ2r環境破壊から地球をどう守るか～私たちにできること-」
テーマ3rゆたかな暮らしをめざして-先進国の役割と兼任-J
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【法律】について

x)少年法

盗聴法

男女雇用機会均等牡

.臓器移植法

スト-・カー法

民法

【福祉】

ex))老人介護

身体障害者

知的時事者と教育

介護保健制度

母子家庭について

国の保証制度の見直し

【教育】

x))不登校や学級崩壊など

受験のあり方(塾含む)

:W,粁拝

生涯教育

守Hi灘17

インタ-ネットを代表とするマル

チメディア教育のあり方

【医療】 I

e x))臓器移植と医学倫理A (脳死)

看護婦について

老人医療と介護

終末期医療(尊厳死含む)

医療ミス

精神病など

資料④

【地域社会】

e x))最近のマナー意識(携帯等)

地域教育

核家族化

セクシャルハラスメントや女性の

社会進出

家庭と地域共同体の関係

I iftifc]

x))選挙制慶

大統額制の導入(直接民主制とか

も)

政党のあり方

議会制度のあり方(二院制とか)

国家のあり方

天皇制

官僚政治

この中からひとつ選ぼう

-87-
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資料⑤

G8高校生サミット
環境分科会報告`

私たち環境分科会は、長期的・短期的な2つの視点か
ら環境対策を行うことを捷案します。
長期的視点の立場からは世界共通の教育を行い、意

識改革を行います。
具体的な例としては、まず、水、エネルギー資源の節

約を徹底させます。
例えば3R、つまりリデュ-ス(reduce)で消費の削減を

し、リユース(reuse)で製品の再利用をし、そして最後
にリサイクル(recycle)をするという教育を徹底します。特に、リサイクルに関しては
グリーンポイントカードを学校で作成します。このカードには資源ゴミを持ってくること
でポイントが貯まり国書券などがもらえるといった特典がつきます。
次に、国際グリーンデイを国際的休日として創設します。この日の決まった時間

に、電気を止めてみることで電気の大切さを学びます。ただし、病院等の重要な施設
は除きます。また、牽性の教育レベルが向上すると妊娠率が低下するというデータ
が報告されています。そこで発展途上国における基礎教育を充実させることで、人

口爆発の開滝を解革していきます。
短期的視点からは掌つの提案をします。 1つは、全世界的規模での環境税導入で

す。この税をグリーン・テクノロジ-の開発や環境教育を行うための財源にします。
税はcO2排出畳とエネルギー消斐畳に対してかけます。また、税率は国のGNPに
比例して徴収します。
2つ目に、環境に優しい技術の発展のためにNGOを設立します。
そのNGOは環境技術の特許を一手に扱い、その技術を全世界に提供し資金を得

ます。その資金は、主に環境技術の研究推進のために使用します。そしてゆくゆくは
独立採算性を確保し,より公平な立場から世界の自然環境を守ります。
また.提供する環境技術の価1酎ま裕福な国には高く、貧しい国には安くします。こ

れで発展途上国の負担が軽くなり、より健全な経済発展が可能となります。

以上が環境分科会の報告です。

9」fi
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G8高枕生サミット
平和分科会報告

25S3SmSI冒Us回転EEH33思案腰F5F

旧m*
国題が本来の役割を果たせば紛争は大幡に減少します。しかし、今の

園連には安全保杜理事会の拒否権などがあってうまく壌能していませ
ん。

だから.平和をつくる本来の機能を回復させなければなりません。そこ
で、デスモンド・ツツ大司教のような世界の良心を代表する傭人からなる
独立的な権閑を国連に作るべきです。その観梅の名前をr平和パネルA
(インディペンデントピースパネル略称IPP)とします。その各草魚は政府
M ri!完mSSa HzmsFi mwm
平和パネルは事務総農と加盟軌こ勧魯を行い、また紛争当事国が腺隙司法裁判所などの鮪際磯閑の鞠侍を

受け入れるよう勧脅してもらいます。

抜案2の1.
高校生や学生の級軸を平和パネルのもとに侍ります。そして、インタ-ネットや手紙などを通じて、世界中の薯

im盟EjⅨ過怠坦ヨtii iiaea旧B闇EOH臼に団EEfl転E3S昌*l*<D* S ^」 B&3tl Sォfc呂に腰mm
提案2の2。

紛争を止めさせるためには.世界の紛争や人権違反の実態やグロ-Itルな蘭係を人々に正確に報道すること

が大切です。平和パネルにこうしたことも鉄幹してもらい.公正な報連を行う都鳥を囲遠の中に作ってもらいま
すQ

凍寒3Q
isia山一蝣r B一層IEIEl日田照悶崩しにS3OH照EHJH3開田招wgaォ3サa月m闇尻目石H355?

大切です。そこで紛争当事国の寓枚生同士の交流プログラムを、 GB各国政府が協力して実現させます.例え
ば.イスラエルとレバノン、またはインドとパキスタンなどの対立周の高校生を10名ずつ招き、敢カ月の共同生活

をしながら、一緒に学習す尋プログラムを偉成します.このプログラムはG8各国に、順番にホストしてもらいます.

,識語琵琶諸賢だタ~ネットなどを通じて脚中の若者に広めると同恥、淘漉岬和′坤
以上が平和分科会からの提案です。
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G8高校生サミット
経済分科会報尊

経済分科会で味、先進国から発展途上国へ壷
の経済援助についての議論が主になされまし
た。
具体案として.、葛ずスーパー援助監視委県会

の設立が提案されました。これは先進国が行う
援助に使われる鷲金の流れを監視する機関で
す。現在、発展途止国内での援助資金の流れ
は不透明で非効率的と指摘されています。この委員会が監視をすること

層t%<b vf。円匪欝遜竪当闇声
の格付け機関を参考にした制度の導入も話題になりました。
2つ目は.主に国家間や国際機関を通して行われている資金援助の

ほかに、個人に確担保で融資する銀行を設立する案です。これには事
業の将来への明確なプランを持つというような条件が必要になってきま
す。
3つ目に、これらの提案達成に必要な資金調達方法として、途上国と一

原料を取り引きしてk-la.多国葡企葉への課税や、国際的な宝くじの売上
げの収益金を利用する案が出ました。

そのほかに汀を煉った市塙の拡大案があり、先進国に対しては汀の基
準づくりを、発展途上国にはITに乗り遅れないように、食料援助と同じよ
うに教育と資金接触を行うことが諌輸されました。もちろん、これは発展
途上国の経済レベルや3-ズに応じた援助です。
革糧⊥:医療を埠掠めとした人選的援助を嘩続するとともに、汀に対応す

るためd)教育や情報通債の碁盤整備も声きな課溝だと考えられます。
その解決なくしては南北圃の経済格差は更に広がる恐れもあります。

.従?てJTが経済の分野の極らず、 21世紀の世界共生に必要不可欠
閲Sr-V-Fm問細　監サi>*y*日航
また二瀧軍国がGDPの割合に応じて発展途上国5カ国の里親になって,

冒アミリ丁を作り、軍にフア亭リ二間の渡争による効率のよい経済発展を
促すとし,も蝣%案や、準卓国が鞄耳る債務を帳消しにするという寮も出まし
た。

国際援助の必軍性は万人が認めるところです。しかし一方で、その援
助方法に多くの甥鹿があるのも事実です。先進国の途上国に対する理
解と協力は、今後とも重要視されるべきでしょう。途上国の発展なしに先
轟園の発展はあり得ないからです。
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しかし、今回の分科会ではテ「マに対する各々の認識のズレがあった
ことは否めませんリ。
世界の経済間確は南北間題だけなく、そのほかにも重要な問題は数

多くあります。私度ちは南側の変化を促すだけでなく自らも変化する必
要があります。豊かさのあり方は先進国自身にも問われているのです0

-sac
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G8 SSffe-y-5叫:
筒lF解決アイf7一覧

平和分科会冊鯖瀬決アイデア一党/ねace: Ideas to solve problems

匝/ C ountry +名曲 / Na m e 題 悌
T rtla

沖縄県 書患武 百合子 国際平和ユース寮
Youth com m ittee for globalpeace

O kinaw a K YA N .Y urikO 鼻会

宮嶋県 小津 あさひ 地球平和共和軍報
P roject to bu ild a glo balpeace repu blicM iyazaki O ZA W A ,A sahi m

権柄県 増嘉 嶋 開遵相互理解力開 Establishm ent of the U nited N atiOns M utu魯l

Fu kuoka M A S UT O M l 如 ushi 発機構放せ案 Und erstands唱 O evel叩 c〇m m itte e (U NM U D eC )

カナダ キャサリン ヒューズ 平和のためのノンコ Im part iaーbroadca醜in g system to create better
c 即tad亀 K atherine H U G H E S マ仙シャルメディア un derstanding of conflicts

フランス マテユP イサーテル 斬EU (平和の 白的)
∈由 blishm ent of a new Elito achieve peace

France M att hieu IS SA R T EL の創致

ドイツ ゼバスチャン 1ライヒヤウ 用達にかわる紛争 In dependent O 噂en i之ation pro viding a 絶ent醜ive to

G erm an y S ebastian 用臼C H A D 鳩停独立権隅 the UN for disp ute arbitration

イタリア

ーt-吋

フェチリコ ルか}エツ白

Federi oo LU C A R IE U O
慨界移鞄教室 c b S訂oom T rip around the w orld

ロシア ドゥミトリ ツウカツエンコ
相互尊意槍

M utualrespect for 廿坤 interest of every co untry
R ussia D m itri †KA T C H E N KO theory

イギリス リディア ストックデ- ル 武者取引規制強化
T ighter cOn trol T itかiter control or arm s tradir喝

U K Lydia ST O O Kp A LE *

アメリカ ケイトコ- リヤー 紛争国細貿 易量 P roject to increase trade bet1W een conflicting ethnic
U S A K ate C O LLYA P 倍々大作戦 groups

環境分科金印麓解決アイデア一驚/ Environment: Idea事to soive problems

防/ C ountry 名前/ N am e 壌 怪 Title

沖縄県

O kinaw a

演出 好患

H A M A D A .Yo shie
地球環境廃除法制定 E nactm ent of intam ation串Ienvironm entallaw

宮崎県

M iyazak i

冨永 和也 .こ

T 0 M 1N A G A ,K azuya
c 0 2 宇宙放出計画 C 0 2 E m ission P ro ject to e血 r 坤8ce

福 陶県 梅井 努乃 1固世界のt 源を落と W hy don t w e once shut offthe electrical
Fu kuoka U M EI,H isano してみよう pow er source

カナダ タン サン ニユニン 環境教育システム大改
fc volu血n of globalenvi和nm entalstudies

Can a血 T ung Thanh N G U Y EN 革

フランス フィリップ ゴネ 水井源管理 国際システ S otting up of an inte rnatiOれalsyst帥t d W細 r

France Philippe G O N T ム放置 re$Ou rce con serv′ation

ドイツ フエリックス アインバ ルト 環境テクノロジー市場 P ro ject to devel○p the m arketing of
G erm any Felix W EIN H A T 展開作戦 environm entaltechnology

イタリア ガプリエラ グラツイ7 - ノ リサイクルポイントカー
C reating a "recycla-p Oint card syste m

Italy G abrietla G R AZ IA N O ド作り案

n *,,-!サ 8ーゐ一一◆昌「 i<H Af-ーn 「 -f= ll+I.′′日.JA 昏貞捗 れrtf MA.X サa.lM ∧iサ*w 」n… ′一f+ォt
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Stanislav BAGDASSAROV

一一ーnJ　ソ　rl　ノ′vtviTXtim.

護案

イギ リス マシユウ ハ ミルトン 環 境 か }キ ユラム 戟 務

U K M atthew H A川 LT O N 教 育 牝構 想

アメリカ マ ウラ クラツゲマン 女 性 へ の教 育 向 上 に

U S A M aura K LU G M A N よる妊 奴車 減 少 作 戦

lltVdlMUH VI pw icoil IUIUKV IVI V▼OもLa

recyc ling

C reation of Environm entatcurriculum in
cam pulsOry aducation

C onserving the environm entby educating
w omen and decreasing th.aPePutation

徒済分科会　閉息解決アイデア一党/ Economy: Ideas to solve probbm事

国/ C ou叫 廿 名前 / ㍗lam e 載 m Titte

沖縄 県

O kinaw a

友寄 隆智

T O M O Y O S E▼T akatoshi

先進囲豊かさモ

デルチェンジプ

ラン

C hange the value of a冊uen¢8 in the advan Oed countries

宮崎県

M iyazaki

福島 貴

FU K U SH IM A ,邸

サミット全世界

持ち回 LJ大作戦
Hd ding the sum m it m eetings in allcountries in the w Ortd

福岡県

Fukuoka

佐々本 朝 平

SA SA M O T O .Kohei

それゆけ !国

境なき仲人印
Let's send A rb itrators bey ond national boundari昏SP

カナダ ロビン ハッチンソン
途上国からの

原材料確保課
税案

T8X串tion 1血n im posed for M ult卜natienal cornOrations

C anada R oby n H U T C HISO N operati ng in the T hird W orld

フランス

F rance

ロ} レンス シャルベ

Laurence G H A R V ET

途上国のため

のテクノロジー
提供法

P rovidin g techno!喝y to cou ntry in needs

ドイツ フィリップ エルカ一
開発支援五ケ醇

プアミリ一件り構
環

Fo rm ing a one to five alliance of indu stn誠zed county

G erm any P hilippe E R K蹄 and the third w orld countries

イタリア レナ- ト ヴイスカルテイ 途上国遮済フ7 E stablishm ent of debt settlem ent 九一nd串to pay off the

Itaty Renato V IS C A R D l ンド股立 develo ping Oountries debts

ロシア

Ru ssta

ドゥミトリ ソコ-ロブ

D m itri SO K O LO V

み んなの消費

心理を変えよう
A n atte m pt to change ○>ur m entality of c on sum ption

イギリス ダニエル ヒル
スーパー捷助

患裸委 員会構
9

Establishm ent of m u托inatiOnaltnon稚oring co m m ittee for

U K D am eーHILL superv ising aid expenditures

アメリカ クイン ニー ニユエン 無担保個 人貸
E由 blishm ent of an international▼non-governm ental

credit bank speciali之ing in im poverished individuals in the
U S A Q uyen N hiN G U Y EN 付銀行鞍立案 deveーoping cou ntries
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(招待状の例)

様

向寒の候、皆績いかがお過ごしでしょうか。

この度、私たちのクラスでは、企画運営力を身につける授業の一派として、

生徒自身の手で奪権を企画・実施することとなりました。つきましては、当日

の会鰍こ生徒以外の方々にも参加して頂きたいと患っております。何かとお忙
い時期でしょうが、よろしければぜひ足をお運びください。

・日時　　平成十二年十二月七日

・場所　　00高校　二勝　会議室
・魚層　　r　　　　」について.

・X・群しくはプログラムを御参牌下さい。

平成十二年十二月一日
00高校二年○組-同
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第5維束

社会に通用する国語力の育成を

第1節　個人と社会とのバランス感覚の育成

第2節　"説得の手紙を書く"そして

"蝣Wii:し・y　畦こI'.え・・ii.v)Xき!了



第五経東　第-節　社会に通用する国簿力の育成を

【個人と社会とのバランス感覚の育成】

片紅あゆみ　工藤由美子　永田麻詠

1.維束のねらい

公用文の存在を知り、社会に出たときには、これまで用いていた文章とは違った、公的

な文章を書かなければならないことがあることに気付かせる。また、インタ-ネットや書

物などを用いて、必要な情報を自ら検索し,取り入れることができるようにさせる。学習

者にとって身近なことを、公用文として書かせることで、目的意識を持って作業できるよ

うにさせるOそして、公用文のきまりを知った上で、その内容に沿った適切な膏薬を選択

し、奮くことができるようにさせる。

2.学習者観

対象学年:高校三年生

友達同士でメールの交換などが頻鰍こ行われている現在、学習者達の用いる文章は、よ

り私的なものになってきている。また、これまでも形式的な文章を書く機会がなかったた

め、社会に出たときに実際必要となってくる公的な文章、つまり公用文については、ほと

んど知故を持っていない。高校三年生になり、就職・進学を目前に控えて、今後、公用文

を書く槻会も増えてくるであろう。しかし、公用文と普段用いている文章の違いを知らな

い学習者にとって結、的確に膏薬を選択し、公的な文章を書くことは非常に困難であるB

なお、今回、設定を轟校三年二学期の体育祭直前にすることによって、 r体育祭開催にお

ける騒音のお詫び」というテーマでの公用文を、より興味を持って作成することができる

と思われる。

3.絶来観

・公用文と、これまで書いていた文章の違いを知ることができるO

・書く内容に沿った適切な青葉を選択し、文章を書くことができる。

・必要な情報を自ら検索し、取り入れることができるQ

e　目的意軌を持って、調べ学習を行うことができる。

・胡べたことをまとめ、発表し、誤りについては修正することができるO

-97-



指導目標

○公用文の重要性や必要性を理解し、様々な様式に触れさせる。

○私的なものと公的なものとの違いを押さえ、個人と社会とのバランス感覚を身につけさ

せる。

○自己学習によって、実際に公用文が書ける力を養うo

指導計画

吹 時 指導目標 指導内容 指導上の留意点

第 第 ○公用文とは何かを押さ ○実際の公用文 (不備の ○公用文について知って

▼一.一.I.. えさせ、私的なものと あるもの). を配布し、 おかないと、社会で通

次 時 公的なものとのバラン 掛 りを指摘する0 (ワ 用 しないことを強調す

スを理解させる0 一一クシー ト①.) る0.

0 ここでは、体育祭のお
知らせ とお詫びについ

て文書を作成させる0

0 三項目の振り分け、ま

O 公用文の重要性、必要 ○公用文 のマニ ュアル

性に気付かせるO (『JlS 工業規格』『文

化庁の公用文書式』) 杏

示す0

0 実際に公用文を書かせ

るための課題 (ワーク

シー ト②) を配布するO
O 次時で

1 、時侯のあいさつ

2 、お詫び状の書き方

3 こ招待状の書き方

のl三嘆目について、各
班で調べさせることに

も触れておく0

〇六人一班を作らせ、班
内で検索する担当を決 た検索ツール (インタ
冷させる0

0 次時の予告

ーネット、書物など)

の振り分けもさせるe

第 第 ○公用文の侍成の仕方に ○班ごとに、担当の項.目 0 学習者の質問に随時対

- ついて、自ら調べて学 をそれぞれのツH ルで 応できるように配慮す

次 時 習させる0 調べさせる0 る0

第 ○自ら学習した内容を車 ○実際に公用.文を作成さ ○机間指導を充実させ、

理させ 爽際に公用文 せるO (班活動)

○最後に、完成した文書

適宜助言できるように

時 を書くことができる0 するD

O 回収 した文書はそれぞ
を回収するQ

O 次時の予告

れクラスの人数分コピ

ー し、原案にはコメン
トを添える0
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第 0 作成 した公用文を他の ○壷での文書をクラス会

○机間指導をする0

○質開だけでなく、感想、

助軍な ども発表 させ

る0

四 学習者に解説すること 員 に一枚ずつ配布す

時 ができる0 る0

○他者の質問や指摘に対 ○苦労した点、工夫した

し、きちんと対応 させ 点などを鍵ごとに顧 し

るO 食わせる0

○他学習者の作成した公 ○ワh クシー ト③を配布

用文と自分の公用文を

比赦し、知識を広げさ

せる0

T る0

○各班順番に発表させ、

質疑応答の時間も与え

る0 発表以外の学習者

は、ワークシート③を

記入 しながら発表を関

!、0

○次時の予告

第 第 ○他者の指摘を考慮 した ○コメント付きの原案を

0 原案のコメントも踏ま
次

五
時

上で、文番を手直しさ

せるO

配布する0

0 前時の質疑応答での指
○自ら作成 した文書を、 揃も踏まえた上で、各 えさせる0

相手に渡すことができ 班手直しをさせる0 ○机間指導をする0

る0
○担当の家 (学校周辺の ○訪ねる際、きちんと挨

住民) を割 り当てる0

0 手直しのできた班から

配布分コピ†させ、直
接渡させる。

拶するなど基本的な礼

儀も注意するO

《指導案》　第-次第-時

本時の目標

●公用文の重要性・必要性に気付かせ、理解を深めさせる。

時間 学習曙動 指導の意図と手立て 評価

0 ○公 用 文 とは何 か を知 ○公用文とは どうい うも ○公 用 文 とは何 を指す

り、実際の公用文に触 のを糟すか説明 し、′実 か、掴めたか0

れる0

0 公用文の重要性 . 必要

際 の公 用 文 を配布 す

る0 (プリン ト①)

○公 用文 の マニ ュア ル
(『JIS 工業規格』『文化

蝣.fffl　--,,,



性について理解するo

O実際に公用文を書く準
愉i-す0.,

○実際に公用文を書く準
備をするO

《指導案》第二次第二時

本時の目標

庁の公用文書式』)を示
す。

Oプリント①に実は誤り

があることを指摘し、
訂正を加える。また、
このように公用文につ
いて知っておかなけれ
ば社会で通用しないと
いうことを伝える。

C事実際に書くための課題
を配布する(プリント
②)

0プリント②を説明す
る。

0次時で、
1、時侯のあいさつ

2、お詫び状の書き方
3、招待状の轟き方
について、各班で謝べ
させる旨を説明する。

C六人-班を作らせ、班
内で検索する担当を決
めさせる。

○公用文の重要性・必要
性に気付くことができ
たか。

○各班で協力して、公用
文を書くための準備が
できたかB

○公 用文の作成 にあ舞 って 、必 要な情確 を自 ら検 索 し、取 り入れ ることが でき るO

J空主時 間 予習醇動 指導 の意 図 と手だて 評価

○担 当の項 目を、そ れぞ

○ 検 索 の 方 法 に つ い て 筒

.!単 に説 明す る0

.0 机間指導 を充実 させ ⊥適
○必 要 な 情 報 を検 索 す

れイ ンターネ ッ.トや書 宜 ア ドバ イ ス で き る よ る ことがで きたか0

0 調 べ た 情 報 を 自分 の

物の どを用い て検 索す

る0

0 必 要な情鞠 埠プ リン ト

うにす る0

0 学 習 者 の 質 問 に 随 時 対
応で き るよ うにす るO

ア ウ トや ら ピーな どを

して、資細 を集 め る0
ものにで きてい るかC
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《指導案》第二次第三時

本時の目標

容自ら学習した内容を撃理し、実際に公用文を書くことができる。

時間 学習活動 指導の意図と手だbC 評価

0 ○前時に調べた情報を用 ○机間指導を充実させ、適 ○調べ た内容 を うま く

いて、実際に公用文を 宜ア ドバイスで きるよ 措かせているか0

0 調 べた こ とを製表 で
作成するC

この ときワークシ山 ト

うにするO

O 学習者 の質問 に随時 対② を参考にす るO きているかO

輝 活動) 応できるよ うにする0

0 完成 した文章 を回収す

る0

0 回収 した文章は、それぞ
れ クラスの人数分 コピ

∵し、原案にはコメン ト
を添える0

○正 しい公 用文 が作成

できているか。

○班 員全 員が協 力 して
作業できたかQ

第二次第四時

本時の目標

・聞き手に分かり易いように説明できる。

・適切に質疑応答ができるO
由 学 習:活 動 指 導 の意 図 と手だ て 評 価 の観 点

0

3

4 5

0 班 ご とに作 成 した公

○ 各班 の作 成 した もの を

コ ピー して配 布 す る 0

0 ワー ク シP ト③ を配布 ○ わ か りや す く鋭 明

用 文 につ い て解 説 を加 す る O で きた か 0

えなが ら発表 す る0 ○ 司会 をす る0 ○適 切 に質疑 応 答 が

蒐 表 : 各 2 分 0 適 宜、話 し言 集 につ い で きた か 0

0 評 価 シー一トを的 確

質疑 応 答 : 各 5 分

○ ワー ク シーート⑧ を記

入 し な が ら発 衆 を 隙

くC

O ワ一一ク シ仙 ト③ を ま

て 指導 す るO

とめ る e に書 けた かO
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第三次第五時

本時の目標

・文章を正しく手直しできる。

・自ら作成した文章を相手に渡すことができるO,

時 学習時動 . 緒導の意図 と手だて 評価 の観点

0

2 5

3 0

○輝 ご とに前′時の ワ一山C)下書きを添削 した もの ○正 しく手直 しを加

クシー ト.蝕の意見 を参 とワークシー叫ト③を班 ご え、公用文を完成で

考に しなが ら手直 しを とに返却す る0 きたか0

(⊃きちんと公用文 を

加え、公用文を完成す C)机間指導を しなが ら適

る0

0 配布す る家 を確落す

宜指轟 を加 える0

C)完成 した ものを点検す

る0

0 班 ごとに配布す る家を

るO

O 作成 し鞍ものを近隣

指定す る0

〔)正 しくあい さつで きる

の家に配 るO ※ よう指導 をす るO 渡 す こ とが で き た

か0

※郵送で配布するという方法もあったが、今回は近隣住民の方の反応を直接

見ることで、学習者のやる気を引き出そうとした。郵送の場合、封筒の書き方

の指導などもできると考えられる。
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ワークシート

入居者の方々へ

お知らせ

平索はアパート管理につき協力してもらいお礼申し上げます。

さて、この数日の寒波で水道管が凍結し洗濯機からの永瀬れ等で、階下の方に
迷惑がかかる被寮が相次いで発生しております。入居者の方の不注意が原因とな

って永遠管が嘩結して損傷した場合、またはそれにより他人に損害を与えた場合
の修理費用は入居者負担となりますので、下記の事に充分注意すること。

記

○全自動洗濯概の水道蛇口は洗濯が終わり次第必ず閉めて下さい。

(気温上昇につれて解凍されるときに蛇口に取り付けた金具がはずれて噴水
状胤こなります。)

○冷え込みの厳しい夜は、風呂巷の湯の方の蛇口を開き少量の水を出しておい
て下さい.

(リモコンのある方はOFFにして、リモコンのない方は燃焼しないようにく
れぐれも注夢すること。少量の水の場合は点火しません。)

○冬期、長期間留守にする場合は配電盤(ブレーカー)のスイッチは切らない
で下さい。

(給湯器の凍結防止襲濠が作動しなくなるためです。)

なお、ご不癖な点がございましたら下記までご連絡下さい。
連絡先　00建物　24-××XX

以上、よろしくお願いいたしますO

平成13年1月17日

管理人.00建物(育)
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ワークシート (訂正版)

平成13年1月17日
入居者の方々へ

管理人　00建物(育)

お知らせ

平素はアパート管理につきご協力を頂き厚くお礼申し上げます。

さて、この数日の寒波で水道管が凍結し洗濯機からの氷海れ等で、階下の方
に迷惑がかかる被事が相次いで発生しております。入居者の方の不注意が原因

となって水道管が凍結して損傷した場合、またはそれにより他人に損害を与え
た場合の修理費用は入居者負担となりますので、下記の革に充分ご注意下さい。

記

○全自動洗濯機の水道蛇口は洗濯が終わり次第必ず閉めて下さい。

(気温上昇につれて解凍されるときに蛇口に取り付けた金具がはずれて噴
水状態になります。)

○冷え込みの準しい複軌風呂場め湯の方の蛇口を開き少量の水を出しておい
て下さい。

(リモコンのある方はOFFにして、リモコンのない方は燃焼しないように
くれぐれもご注意ください。少食の水の場合は点火しません。)

○冬期、長期間留守にする場合は配電盤(ブレーカー)のスイッチは切らない
で下さい。

(給湯器の凍結防止装置が作動しなくなるためです。)
なお、ご不明な点がございましたら下記までご連絡下さい。
連絡先　00建物　24-XXX×

由上、よろしくお願いいたします。
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ワ一一クシート(昏

平成12年1 0月1日

地域住民の皆様-

00高校3年△組□班

体育祭開催における騒音のお詫びについて

記

1日的　第×回00高校体育祭

2日時　平成12年1 0月10日　午前8時30分～午後3時

3場所　00高校校庭

4プログラム　後日配布します0

5連絡先　00高等学校: 0824--00-X X X X
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ワークシート③

評価シート
(　FI　-.i finil

◎次の項目について気付いたこと、意見、感想を書こうo

l、時候のあいきっ

〔′

2、お詫びの文車

〔

こ,: 、捕縄rJ　*・',"':

〔

4・発表の仕方、質疑応答の仕方

〔

5、その他

～
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E下書き版】

地域住民の皆様-

体育祭開催における騒音のお詫び

平成12年10月1日

00高校3年△組口軽

4、春日和のうららかな季節、皆様いかがお過ごしでしょうか。このたび、体

育祭を開催するにあたりましては、準備のための騒音で、地域住民の皆様には

大変ご迷惑をおかけいたしております。私たちも,何かと体育祭を成功させた

いと、日々練習に取り組んでおりますので、皆様にはどうかご理解いただけま

すようお願い申し上げます。

また、練習の成果を見ていただきたいと思いますので、御多忙とは思います

が、是非体育祭に足を運んでください。

なお、開催日時時下記をご覧下さい。

記

00高校第△△回体育衆

目時　平成12年10月10,日　午前8時30分～午後3時

場所　00高嘩校庭

'プログラム　後日配布します

以上

aii]自-



f下書き版】

地域住民の皆様へ
平成12年10月1日

体育棚健における断のお詫び　　　品躍。。。。

小春日和のうららかな季節、皆様いかがお過ごしでしょうかoこのたび、.体

育祭を開催するにあたりまして臥準備のための騒音で、地域住民の皆様はは

大変ご迷惑をおかけいたしてお。ま丸私たちも、触t体育祭を成功させた

いと、日々練習に取り埠んでおりますので,皆様にはどうかご理解いただけま

すようお願い申し上げます。

また、練習の成果を

が、 是非体育乗に足を運んでくだ

盈盗開催日時は下記をご覧下さい

*
」昆H3x3己&3MI3

ォ*-*<なす軸●

㌔即革ササ
・、と患いますので、御多忙と車唖霊芝-▼

-^　　　　　.　　　__■-

泳ぐt要す

J輸書射勅書
ォ**曹よIt

~　　~　-　　　　　一　~　~

憲懸芸欝盟…
とも、手先も加えよき.

ォ**.>i E　　日

Eは　　　町&**&{**ft?師

0 0高校弟△△回体育条

-=華=:削三テ三10? Io三　--l--fi-lR-5:--?.^0分-午reこ洞　T

場所　00高校校庭

プログラム　後日配布します

細見　oo加東
E3日^^T*・--S^r^^^^^^^^^^ --闇Mサfgj囲
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【完成版】 (例)

地域住民の皆様-

平成12年10月1日

00高校3年△組口紅

生徒代表0000
体育祭開催における騒音のお詫び

小春日和のうららかな季節、皆様いかがお過ごしでしょうか。このたび、体

育祭を開催するにあたりましては、準備のための騒音で、地域住民の皆様には

大変ご迷惑をおかけいたしております。翠たちも,何かと体育祭を成功させた

いと、日々練習に取り組んでおりっておりますので、皆様にはどうかご理解い

ただきますようお顔い申し上げます。

また、練習の成果を披露したいと思いますので、御多忙とは存じますが、是

非体育祭に足を運4,でくださいますようお願い申し上げますO

なお、体育祭開輝につきましては十分配慮いたしますが、何かお気付きの点

がございましたらギ連絡下さいO

また、開催日時は下記をご覧下さいO

記

00高校第△△回体育祭

日時　平成12年10月10日　午前8時30分～午後3時

場所　00高校校庭

プログラム　後日配布します

連絡先　00萄校

電静番号△△△-▽▽ ▽▽

以上
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(例)下書き版

平成12年10月1日

近隣住民の皆様へ

00高校3年△組n薗

代表　△△　00

体育祭開催における騒音のお詫び

日ごとに秋めいてまいりましたが、皆様にはますます御壮健のこととお喜び

申し上げますO

さてこのたび、第×回00高校体育祭を開催することとなり、近隣住民の皆

様には騒音等で何かと御迷惑をおかけすることがあると思われますが、何とぞ

御理解の上、御容赦くださいますようお願い申し上げます。

尚、体育祭は下記のとおり開催いたしますので、何かと御多用中とは存じ

ますが、どうぞお萄い合わせて、御参加ください。

記

1日約　第×回00高校体育祭

2日時　平成12年10月10日　午前8時30分～午後3時

3場所　00高校校庭

4プログラム　後日配布します。
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(例)下書き版

平成12年1 0月1日

近隣住民If)皆様-

00高校3年△親日班

代表　△△　00

体育祭開催における騒音のお詫び

日ごとに秋めいてまいりましたが、皆様にはますます御壮健のこととお事び

申し上げます。

さてこのたび、第×回00高校体育祭を開催することとなり、近隣住民の皆

様には騒音等で何かと御迷惑をおかけする ことがあると患われますが 何とぞ
tcだ.'''印.ヾ..1†-‥...、

御理-、-琴くださいますようお酌、申し上げますQ墜潤筆ご

尚、体育祭は下記のとおり開催いたしますので、何かと御多用中とは存じ

ますが、どうぞお誘い合わせ工、御参加くださいO廉恥Iく和訓

u薗顎z-toiMrt***

^xiHIOOiSKffW^*if.41*fcl闇

2日時平成12年10月10日午前8時30分～午後3時

3場所00高校校庭

4プログラム後日配布しますo

ら、達郎読沫し締上

伸＼叫解り怠れ*>'J紺こら

養一二言・華圭一て圭示^.I
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(例)完成版

平成12年10月1日

近隣住民の皆様-

00高校3年△組_ロ避

代表　△△　00

体育祭開催における騒音のお詫び

日ごとに秋めいてまいりましたが,皆様にはますます御壮健のこととお喜び

申し上げます。

さてこのたび、第×回00高校体育祭を開催することとなり、近隣住民の皆

様には騒音等で何かと御迷惑をおかけすると思いますが、何とぞ御理解の上、

御容赦くださいますようお願い申し上げます。尚、実行につきましては配慮い

たしますがお気付きの点がありましたら下記までご連絡下さい。

また、体育奈は下一記のとおり開催いたしますので、何かと御多用中とは存じ

ますが、どうぞお醜い合わせの上、御参加ください。

記

1日的　第×囲00高校体育祭

2日時　平成12年10月10日　午前8時30分～年後3時

3場所　00高校校庭

4プログラム　後日配布します。

5連絡先　00高等学校　0824-OO X X 冗 X

以上
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<反省と展望>

反省点としてまず挙げられるの臥公用文に対する私たちの知識不足から挨

拶文を書かせるだけと."う幅の狭い授業になってしまったことであるD社会に

出てからの必要性を考えてみても、もう少し時間をかけて、公用文の様式や漢

字の用い方などの規則について説明を加えたりしても良かったかもしれないQ

そして、今回の公用文では挨拶文を出すという一方方′向のもの、になっ.てしまっ

たので、修学旅行などの見学要請や会社の体験要請など、相手からの返答があ

る身近な例を挙げる必要もあったように思われるo

その他の課題としては、公用文の細かい規則をどこまで教えるべきかといっ

たことや、個人差のある日本語のニ--ユアンスの感じ方をどう指導していくかな

どが挙げられる。

また、今回公用文の例を作り、削哩して感じたことは公用文を校正するには

教師側の幅広い国轟力と注意力を必要とするということであるD教師はまず公

文書の書式の規定を熟考し、そして文章の書き方、漢字の用い方などに注意を

払わなければならない。これを一人の教師が行うには大変な力量が要求されるo

そうなると授業として取り上げる抵会も自然に減ってくるかもしれないo Lか

し、少しでも公用文の校正が効率的に行えるように「公文規定の校正システム

の開発」を行ったらどうかという発言もなされている串うであるo今後このよ

ぅなシステム障茸がなされていけば教師側としても授業において公用文を取り

上げやすくなるだろうO

とはいうものの、やはりまず教師の力量は欠かせないoこれから、公用文に

っいてもっと知識を広げ、よりよい授業ができるよう様々な課題について考察

を深冷ていきたい。

参考文献

・文部省『公文書の書式と文例』　平成7年3月20日　ぎょうせい

・奈付楽.V:臼'jujSn　鮎勺・Hit川蝣蝣蝣:>,'Vきh& 、P/ifcis<¥二KII I OIl　剛l臓
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IX J

1.研究日的

平成12年5月29日

研究テ-マr公文規定対応校正システムの開発j

lM田mz&mmロ
uma且

本研究では.伸成した文章が公文規定に沿って倖成されているかチェックし.伸成さ
れた文章の校正を支援するシステムを開発することを目的とする。

aサi日田ヨBiにEairaa&s fi!

[33mmm表EB JTCTO3

定で定められている。この
定に沿った文書を作成しな It

巨it. mmmm i mm琵五三]bttiSJEEJ^屈崩四

日玩fctvfilcft j日　　　日仲田　　　こ　声MB.
ればならない。しかし.公文規定は鞄解で複雑なものであ

り.公文規定から逸脱した寒章を作成してしまうことも多い。また.公文書を作成後,
上級賭敢軌こ文章のチェックを受ける肝,公文規定に沿った文章でなければ.作成した
文章の事景りが発生し,兼務が非効率になってしまう.

I/O　ヽ-こ′

・∴一芋誓T∴

・r賢＼・・・fc-w

rt.・

・・、.1

/

il蝣rjj

巨慧['Ml呂未完担EM2日BEivZii悶

この事農りによる公文書棲正の非効率を改善すること胤　兼務効率敏幸に役立つもの
である。公文書校正システムを使用することにより.上銀牌放散のものは.文書の書き
方のチェックのみを希えばよくなる。また,文事偉鹿骨駄　公文規定を免にすることな
く文章の構成などに集中して作東を行うことが出来る。よって,聴且の文章倖戚地力は
.以蘭より劫革的に向上することが予想される。
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ほっ ど/J　へ・・-ソ

システム導入後の文書館威

3.公文規定

飼如実1巷冷凍報第4章文章の東常瀦肪庁公文規定の第4魚には,以下のよ引こ聡
述されている. (※取①, '②g　③及び下線は鋭明のため付加した. )

敵意無壱寧蔓麗憲窺麗薫票
がたい特別の理由叫あると鑑められるものについて臥　この限りでない。

公文に軌、る仮名稚いは,箪融嘘戯鮎瑚醜脚卓昼勤号)翠_1_の定
めるところによるものとする。

等葺葦掌雪璃箸漕呈望官."歪題野馳至
の限りでない。

※1及び※2にあっては.それぞれ地上.艶且を書親のこと.

現亀東京消防庁内における文書の作成は,奮士通OASYSあるいは,弼icrosoftの恥rd
(以下9-ド)を使用している。現在,真東消防庁全体の動向として,ワードへの移行′

が行われようとしている。

ワードは, ①常用漢字で定められた事績か判断する故艦及び公文規定の③ r送り仮
名の付け方Jの枚正システム権能を持っている.そのため.公文規定の概ねの規定は,

蒜芸譜監禁舎豊津譜叡、.L‰空柵庁公文触新基準の欄の親

4.真東消防庁公文規定施行基準

東京消防庁施行基準の月椿についての基本留意事項で駄　以下のように規定している。
ー`こ=-ニ-=　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-卜　　　　　-　　-

ア　特殊な昔集や整苦しい書葉を用いることをやめて,日常一般に使われている易し
い言葉を用いる。

flnf

救援する-救う　者検する-お帝いする

一環として-一つとして　　　即応した-かなった
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13:タフ

イ　使い方の古い晋集を使わず,日常使い慣れている嘗蕪を用いる。

(例)

m&-mm. &&&

り　言いにくい嘗集を使わず.口羽由よい昔集を掃いる。

(例)

遵守する-守る　　　しゆんじゆんするふためらう

叫　省u日常駈　　≠」月^fcォ>*3tt?I*.ォヨ　　日

オ　音輸する青井で、意噂のこ軌=とれるものは,なるべく漉ける。

(SK

抽羽する(聾lBする)ふ歩桝を合わせる
・JMM

この基準をもとに校正するためには.園揮力と注意力を曲事とする.
よって,この枚正システムを実現するために書巻研究室の御協力を頂きたい.

5.公文規定対応故正シス阜ムの開発

本システムで対象とする文書は.常用漢字のチェック及び送り仮名のチェックをワ-
ドで終了したテキスト文書とする。

;

本システムでは,寛末由防庁施行基準の用権についての基本甘薯事項の対応を以下の
玩wsmE]fi f

く1 )特殊な言葉や竪曹しい官業を用いることをやめて.日常-肋に使われている易し
い言葉を用いる.

易しい嘗集とはどういうものか不明なため,本システムでは辞書を用いて対応する。

(2)齢、方の古い青葉を噂わず.日常使い慣れている音集を軌、る。

日常使い慣れている青葉とはどういうものか不明なため.本システムでは辞書を用い
て対応する。

く3)嘗いにくい甘煮を使わず.口鞘のよい音素を用いる。

臼潤のよい言葉とはどういうものか不明なため,本システムでは辞串を用いて対応す
る.

く4)書挽する営巣で.暮味のこ鰍=とれるものは.なるべく輸する。

形態素辞析して.挿魚体郵こ同音果敢捗が存在する噂創ま書告を出し.同様な革念の
撫句を抽出して,他の頼敦時を出力して文書偉威容を支援したい。
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第五経束　社会に通用する国語力の育成を

,・凸.rji -サmォ> r一削・*.・.':こ-'::'∴　　.1 ''--・肢.:ざk.'-rL i/>i*:.v '/

岩本望　申請真弓　横田奈緒子

1　経束のねらい

手紙を書くとはどういう時の行為かo手紙を書く時には明確な相手への意識があり、確

実に伝えたい思いがある。古くから手紙は人々の交流の上で重要な役割を果たしてきたO

手紙の形式は国によって様々なように見えるが、大まかな流れには共通するところがある。

形式を押さえ、伝えたい事柄を確実に伝えていて、なおかつ相手-の配慮がなされた手紙

こそ,公私ともに使える手紙と言えるのではないだろうか。長々としたものが一概によい

とは言えない。文章は短いほど難しいと言う。そこで、今回は必要な情報をできるだけ簡

潔に書く方法を身につけさせる。これまで学校教育で意識されなかった「手紙を書く」と

いうことを学び、社会に向けて堂々と情報を発信できるようにさせたいO

また、国際化が叫ばれている現在、人々は個人単位で世界の人々と交流するようになっ

ているoその交流には、やはり手紙が欠かせないだろうO相手の文化(形式)を知り、性

界に向けても情報を発信できるよう、英文レターの書き方も学ぶo

最後に、現在手紙よりも人々の間に浸透しているのがe・mailであるo情報化時元の中

でパソコンを活用できる能力を育成するため、 e-mai1の形式を学び、実際に使えるように

するO　この鮭束では、自分の思いを正確に、配慮を持って伝えるための手段として手紙と

e-mailの形式を学ぶOそして、最終的には学習者自身がそれらを状況によって使いこなせ

るよう働きかけたい。

Ⅲ学習者観

対象学年は高校三年生とする。進学する学習者が増えているとは言え、社会に出る学習

者も確実にいる。ここで一一一度、社会というr公式の場」を意識させ、恥ずかしい思いをする

ことがないように学ぶのは、学習者にとって必要なことだろうO情報化社会と言われるが、

.751.ufll-、I・.II-It*.n..i<w蝣-l'LIiirてlL-'i'Jiw.kHい)・・・-.'し-i:∴メ--IV.riV号ilLL:川v-;iこ鮎事
だろうが、果たしてそれだけが通用するのはいつまでだろうか。利用することが少なくな

ったと言っても、章紙は重要な情報発信の手段であるO、形式を学び、学んだ上でそこから

自分なりの心のこもった手紙を衛潔に書けるようになり、自信を持って社会と向き合える

ようにさせたいoまた、国際化社会の中で高校自体も海外の学校と姉妹提携した,り、夷換

留学生制度を導入したり、ホームステイプログラムを企画したりしているQそれ鐸学習者

が一対一で海外と向き合う機会の増加につながる0日本社会だけでなく、海外-由ナても

情報が発信できるようになることは、学習者にとって必須だと言えるだろう。
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皿推東観

・手紙について考え直し、手紙に必要な条件があることに気付くO

・手紙の形式を、書き方から言葉遣いまで瀞べ学習を通じて学び、それぞれの用途や

目的に応じた書き方を学ぶ。

・英文レタ-、 e-mailの形式について学び・実際に書けるようになるo

・明確な要点で、相手を十分に配慮した-な文を意識し、書けるようになるO

指導目棲

○手紙の形式を学び、蘭潔で相手への配慮の行き届いた手紙を書けるようにするo

o情報化社会に対応できる力を身につけさせるb

o英文レター・Eメールの書き方を学び、海外に向けた情報発信ができるカを身につけさせるo

指導計画

吹 時 指導 目蝶 学習 活動 指導 上の留意 点

○気 をつ けた こ とや工夫
m 第

時

○ 手紙 に必 撃 な条 件 ○ クラ ス会 の案 内状 を書

&

が あ る こと に考 え くO ワー クプ リン ト (資 した点 を書 く欄 を設 け

させ る0

0 手 紙 の形 式 の 重要

料 ①) 参 席

○ ア トラ ンダ ムに配 られ

るO

い ,k!f W ろ

0 参考 として完成版 (質

健 に気 づ か亙 る.0 た案内塔 に対 し、気づ い

考 慮 を書 かせ る0

0 手紙 に必 要 な条 件 を考

え る0 料② )..を示す8

0 本時 の 目標 をは じめ
慕

時

○ 手紙、.菓書 きの形 式 0 図書や、イ ンターネ ッ ト

や、言嚢遣 いを学習 を利 用 してヾ手鱗文の形 に明示 して 、T暑 中見

させ、それ を実際の

r .tf -ir.十 か せ る よ

うにす るO

式 につい て調 べ るO

O 調べた内容を利用 して、

舞い」のための形式 を

重 点的 に調 べ るよ う

に させ るQ

O 適 息、指導 す るO

○ 情 報 検 索 能 力 を育 r友人へ の暑中見舞い」

成す る0 の葉 書 きを書 く0

o.)
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第 辛 ○ 英文レターの書き ○ 海外の.知人にペ ンパル. O l.状況設定は、教師の描

- 方を学習し、国際社 になってくれるよう依 介で相手から筆紙を

a 時

.

IB

四

令で准辛つ蝣J-i* 蝣甘 頼め手紙を書くことを 受け取り、返事をする

につけさせるO..

○ 班内で協力 して話

知る0.

0 奥文手紙の形式、住所の

書き方などについて学

ということにする0.

0 ワークプリント(資料

時 習する0 ..

0 実際に英文レターを書

㊨) を利用するq

O 教師が参考資料を用しあう態度を身 に く0

つけさせるO 0 4 人 1 鍵で手紙を読み

あい、完成させるO

意しておく0

義 .. 第 ○E メールの基本的な 0 E メールと手紙の長所と 0 ワークプリント(資料

次

妄

時

牽き方を学習し、情報

化社会で通用する力

を育てるe

短所について学習する0

0 E メールの形式を学習す

㊨) を利用する0

0 ワークプ 1} ント (資料

るO ⑦) を利用するO

○ 実際に、ホストフアミリ

ー宛に自己締介のメ】

ルを書くO.

○ 教師宛でメW ルを送るO

○ 適宜、指導する0

0 実際に r届く」という

ことも評価の一つと

する0
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く指導案)第一次第一時

本時の目標・手紙に必要な条件があることを考えさせる。

・手紙の形式の重要性に気付かせるa

「菊 間 学習活動 指導の意図と手立て 評価

0

1 5

3 5

4 9

. Aワ⊥クプ リシ ト①(資 ー 車齢 ま必要最低限の樟

. 自分なりに案内状を書料(重力を任用 し、個人 報(日時 -場所)を伝 えL一
で rクラス会 の案 内 る0 (差出人の名前は自 くことが出来たか8 .

- 他人の案内状を読み、
自分 が書いたものを内

省 しながら評価するこ

とが出来たかO

. 手紙に必要な条件を考

状」を書 く0 由)

. 工夫 した点な どを別 . 実際に書くこどで、ど

枠に記入する0 んな文が案内攻として

{プ リン トは無記名で)

. ア トランダムに配 ら

ふ さわ しいかを考えさ

せ る0

. 案内状 を封j郵 こ入れ、
ア トランダムに配 るO

れ たワー クプ リン ト (実 際に案 内状を受 け
(労の案内状を元に し 放った雰囲気を出すたJ
七、手紙 に必要な条 め)
件 を奉えるO (ワーク . 他人が書いたものを諦
プ リン ト①の評価欄 む ことで、 どんなもの
に記入す る0 ここに がよい案内状 と言える
は記名する)

. 案内状(完成蝉 )を見

か を考えさせ るe

- 参考 として教師が案内
状(完成版.資料②)を示

す0
て、手紙 に必要な条 . 手紙 の形式を意識 させ えることが出来たか0
件を考えるロ なが ら、必要 な条件が

盛 り込 まれ、簡潔な文

で、相手? の配慮があ
るものを考えさせ るO

. ワークプ t) ン ト(B を回
収する0

*　手紙の形式-前文、主文、末文、あとづげ、からなる。前文は、人と出会った時に

いきなり用件に入らずに、いろいろな挨拶をするのと同じ働きをする。主文とは、

手紙の本体となる部分のことO末文とは、手紙の結びとなる部分のこと.あとづけ

とは、日付、署名、宛名のこと。 (この廟で書くのがマナ-)

*　手紙(クラス会の案内状)の必要な条件

○　日時・場所・目的8主催者・金額・連絡先

O T寧さ・気配り・誤解を招かないようにすること。

(言葉遣いに気を付けて、丁寧さを出す)

(あいさつや結びの言薬を工夫して、気配りをする)

勝解を招かないようにするには、目的を明らかにし、傭潔に述べること)
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(mmm) m-ikmrm

本時の目標・手紙、葉書の形式や言葉遣いを学習させ、それを実際の生活に生かせる様

にするO

・情報検索能力を育成するO

時間 学習活動 7l 指 導の意図 と手立て 評価

0

5

4 5

4 9

. 帝 時の復習 をす る

. Pr友 人 ? の 暑 中 見 舞
い j を薬 事 で 出 す た.

. 授業 の前 に図書室 へ移

動 させ る

. 手紙 の形 式 とは どの よ
うな ものだ つたか 、手
紙に必 要な条 件 とは何

だ つたか を思 い出 させ

る。

j-i,サ: 髄 八郎糊櫨 巾

いにつ いて押 さえさせ
ら .

l メモ用の プ リン トを配

. 前時 を思い出す .ことが

出寒 たか0

. 図書や イ ンターネ ッ ト
めに 国書 やイ ンタ 布 し、 それ に記入 しな 等 を活用 し七、必要 な

、
叫ネ ッ ト毎 を利 用 し

が ら調 べ学 習 を進 め る 情 報 を入 手す ることが

て形 式や呑 集遣 い を

調 べ る0

. 調 べた 内容 を利 用 し

よ うに させ る0 .

- .腐 べ学習 の際 、適宜指
導す るO

` 葉書 を配布す るc L

郎釆 たか0

.. 学 習 した こ とを生 か し

て 、実際 に葉書 ヘ 音 . 宛 名 は 架 空 の 人 物 で て 、暑 中見 舞 い が 書 け た

く0 (資料③ ) も、実 在 の.人物で もよ

い.とす る0.

. 調 べた 内容を利用 す る
と同時 に、 自分に とっ

て身近 な ものに変 えて
使 用 させ るO

. 葉書を回収す る0

か0
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第二次第三時、四時

本時の目標

・英文レターの書き方を学習し、国際社会で役立つ力を育てるo

・形式にのっとり、必要な情報を正確に伝えられる英文レク-の書き方を学ばせる。

・班内で協力して話し合う態度を身につけさせるo

時 学習 活動 揖導.の意圏 と手 だて 評 価 の観点

0

1 0

3 0

t 6 5

9 岳

〇本 時で書 く英文 レタ ーの 0 ペ ンパル を依頼 す る英文

○前時 まで もて

内容 を理解 す る0

0 ワP クプ リン ト(資料 ④ )

レタ ー壷書 くことを伝 え る0

0 状 況設 定 は、教師 の紹介

で相 手 か ら手 紙 を受 け取 り、

遵奉 をす る とい う事 に す る0

0 第一 次で 学ん だ手敵 の形

を一利用 して 、英 文 レターの 式 と似 て い る点 があ る こと 手 紙 の形式 ～

形 式や 住所 の牽 き方 な どを に気 づかせ るO 細 の共 通点 、

学ぶ0

0 実 際 た英 文 レタ ーを書 く0

0 4 人 1 班 で手紙 を読 み合

( 日付 。宛 名 . 本 文 l.結 び

. 署 名 は共通 の必 要事 項で

あ るが、牒 番 が異 なる○)

0 参考 とな る資料 や図 書 な

知 る こ.とがl

C )形 式 にの 一

どを用意 してお く0 付 け . 宛 名 l

(宛 名や埠 びの表現 など、一日 ぴ ..署 名 をお

ネ 餅 か≠'I.U -v t >')キ fl i .)

0 よい点.、工 夫 して いる点

文 レターを毒

で きる0

0 他人 の手糸

い 、完 成版 (琴料 ⑨ ) を作 を中心 に して ま とめ させ る0 協 力 して文章

成 す る。

○班 で完成 させ た手紙 を提

出 す る0

き る0
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く指導案)第三次第五時

本時の日掛場合に応じて、手紙の手段を選ぶことを学ばせるb

・ Eメ→レの基本的な書き方を学習し、情報化社会で通用する力を育てるO

学習活動

o Eメールと手紙の

東所・短所につい

て学習する。

o Eメ「ルの形式に

ついて学ぶ。

○　ホストファミリー

宛で自己細介のメ

ールを書くo

o実際にメールを送

信するO

指導の患国と手立て

o授業の前にパ

執させるO

ソコンル-A-移

u　　-v>T=緋17りv-|JlとJvll!?( 'い

て考えることで、それぞれの韓

伽-.-H、V.け11?Jォ''一・ケソ

リント(資川⑥)参照

○ワ-・クプリント憤料⑦)を利

用してEメールの宛名・件名.

本文・署名の削、限の形式につ

いて、学ばせる。

○資料⑦や辞書を用いながら書く

ように指導するD

o　適宜、指導するo

o宛先となるメールアドレスを配

るD
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評　価

・。・E.*-.'L-とl潮<Mく

所と短所について、

考えることができた

かO

○学んだ形式を用いて

適切なメールを書く

ことができたかO

○実際にメールを送る

ことができたか。
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◎クラス会の案内酎完舶)
甘科6>

今年もいよいよ残り少なくなり＼何かとお忙しいことと思います。 I

さて、恒例の忘年会を兼ねたクラス会を開いて、懐かしい顔を合わせ、この1年の出来

事や、新しい年への希望に楽しいひとときをともに過ごしたいと思いま、す。

いろいろとご多忙とは存じますが、お練り合わせの上、ぜひご出席ください。

日　時　　　12月28日(金)午後6時

場　所　　　　西条、駅前公園喫茶

会　費　　　　4,000円

連絡先　　　　学級代表　西条花子(0824-12-1234)

なお、準備の都合がありますので、出席の有無を12月21日までにご返事くださいoやむ

なくご欠席の方は、近況と今年の一一大こユ-スを書き添えてくださ

れば幸いです。

蝣p¥

p5Lもナー-一蝣*〇二.亘二÷ -　〔--チ

ご`、-≒E二㌢サ"^三六一・二^<s ・く竺去tl÷亨こ.?三∴。呈

」ォー蝣'尋

二、主,¥>サ<-;一軒.圭　　　吾'サ*--一二二一一一小一

-・ミV~Yミ-さZ-T*"V　ヰ- -*一・　^!-T s^-.?*:主二二玉±uJ

上甘　ォf呂三二'fl戒や一一、三二二ユAJt一軒Q

二_ここi-:・-古・.五言⊥盟ごてf i->;-＼'-*・5'・人-I

舌下6*->　>j′いも志せ沖ノ広告工語れ-巨・nj>

本官空ユキ簡如く
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回9kvf-<*>*&S,

0甘ovemfoer之5, 198£

◎ Dear Fran甲Ise,

Hello, there. I hope ev甲ytlung's all right with you and
yours.

-Another year is going. Todayエhave seat out my traditional

silky love. Probably you can't imagine how much our fancy

goods market is dominated by French designers.工am glad I

could find a Japanese scarf, design and all.

㊨　Affectionate批

◎　Kyoko

[封筒の表書き」

si*'W

vIAAIRMAIL.--^

il_空と__‥.________

◎封筒表の中央部分に受取人(宛先)の氏名または社名、住所を書きますC

(例1)

Mr. Ben Nelson

700 Second Avenue,

Honolulu. HI 96826-3564

U.S.A.

ベン・ネルソン様

アメリカ合衆国ハワイ州

ホノルル市、セカンド・アベこュ-・

700　〒96826-3564

胃¥m g

SILICON Inc.

131 West 56th Street

New York, NY 10019-3894

U.S.A.

SILICON株式会社御中

アメリカ合衆国ニューヨ一一タ州

ニューヨーク市、 56スト!J-I

西131番　〒10019-・3894

蜜料(・j

rl〕 '巨ト.'."1

-蝣'-">　卓c ¥

①　本t

<」　結こ‥

①　君島

◎封筒の左鰍ま、基本的に差担人のアドレス、郵便局-の依瓢受取人への注意等

項などを書く位置だと覚えておきましよう。

封筒左上:差出人(会社)名

住所(所在地)

国名(Japan)

封筒左中段:郵便取扱表示

vtAAlR叩AIL (航空便)
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◎英文レター(ペン勅の槻)融版 tf軽G)

Apri】!. 1, 2001

Dear　雄ike,

I received your letter and address froi四the teacher. Iノ11 be happy if you ll

be町pen pal.This is町first letter in English. If there are some faults,please

pardon故C.

First of all.王′11 tell you something about町self渦name is封anako &ヨijo-I m

18 years old. I am in my last year at Saijo Senior High School. i live in凱gashlh-

-Iroshi舶i-shi. There are 4 members in町family, They are my father, mother, sister

and耶唱elf.My sister is in junior high school.Her n細e is Kazuko and she :is 15 y一

‖ears old.Bow阻Tly声re there in your family?

I'm enclosing a photograph of町self. I wish you call "Hana" all町friends do.

Please tell恥e about yourself in your letter. 1 hope th丘it you will send pie a lett

-er soon.

Yours,

Manako

:瞥料G)

C-ォEメ一一JLと相ftl/>柑徴f/)f叫

メ リッ ト デ メ リッ ト

. 相 手に必ず 届 くとは限 らない

E

, 相 手 にす ぐ届 く

. 通信 費が安 い . 相 手 が必ず読む とは限 らない

メ

ノレ

. デ ー タを再利 用で き る . ..相 手が読んだ か ど うか を確藩 で きない

- 相手の都合 を気 にせず にす む0 - セ キ ュ リテ ィーが完全 では ない

. 保存 で きる . 手紙 よ りもくだ けでい るO

. 相手 に届 くまで時間が かか る

辛

ォ

. 儀 礼的 な ことに向 いてい る

. ていね いな印象 があ る

. プ ライバ シー が守 られ る

. 保 存 しやす い

. 再利 用は しに くい
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◎Eメールの形式(英語)

LT)翻瑞/」V*.'せ中人
From:転igkoョォr!^oo.je__ J ㊨ 醍柁窟/鼻えL

コC)村名/承腰

i.一幕示'.蝣fc

De譜Caren,

鵬Io! It's great to由的d e-mail to you.

一am sendi喝thisf耶如n・ -
h4y問me is Tomoko. Hive *。肋ido, Japan. It's very cold触e

(

in tk winter.

川ve如ith my family. I am - 0 years oid.書h- o柁younger sister,

and she is 9 ye;耶old. We go to如Sar問elementary school.

t糊山引ike to know如t y叫and蜘your friend.

Take c;打e of yourself. I vwl- send e-m由I to you again.

叫.

T。mokoSuzuki ㊥雛!丁イt,

-128-
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◎ホスけァミリーへのEメール

Dear丑r,and筆rs. Smith,

‥如i目せ

Nice to meet you! I'm馳nako. Thank you very much for letting me stay at home.

This is my first time abroad. I'm both excited and nervous a加ut it.

Iノm in町Iast year at Saijo狂igh School. It has bee】n野dn空am to stay at an

血erican home and experience American life.ー堆y English is not fluent enough, so

i.籾afraid I can't co岬unicate甘ith you and your王amily very well.Please tell me

when I use strange English.

I'd like to experience everything in America. I'd be happy if you coule take

me camping some weekend. I like outdoor life, and I瑚also interested in coo搬ing.

while I m staying甘ith you, I'll c恥k a Japanese dinner one evening.

I'm enclosing野photo so that you'll know what王Iook like.

Looking forward to恥eet you.

Since:rel y,

且ana:to Sai jo
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〈反省と展望〉

今回の指導計画では、社会に通用する国語力を育成するために、形式を押さえた手紙の

書き方を学習させることを目的とした。今日、形式的なものはとかく否定きれがちであるo

Lかしこれからの社傘では、伝えたい情報を確実に伝えていて、なおかつ相手への配慮が

なされた文章を書く力が、必要とされる。そのために、学校教育の場で形式をおさえた手

紙の書き方を学習することは、極めて重要である。そこでこの学習指導計画では、初歩的

なものから対社会的なものまで段階的に経験できるプロセスを取り入れることで、効率よ

く学習できるように工夫した0時に、社会に対しての姿勢を身につけさせることに重点を

おいたっもりであるC.

全体を寂り遜って反省点として挙げられることは、学習活動の中で書いた手紙を実際に

投函し、相手の手紙を受け取るという双方向の活動が不十分であったことであるO手紙と

は、相手に何らかの働きかけをするものであると考えると、その手紙が十分に相手の心に

訴えられた場合には、そのことに対する反応が返事という形で送られてくるはずであるo

よって、自分の手紙に対する評価が遅事の手紙という目に見える形で表れるとすると、学

習者は意欲的に取り範み、より達成感や満足感を得ることができただろう。この指導計画

では、学習者が手紙を書くだけに止まり、一方的なものになってしまったOより活発に学

習活動を展開するためには、学習者に喜びや達成感をもたらす双方向の働きかけを必要と

するだろう。また、 Eメールの形式はまだ定式化していない。参考引用文献をもとにして

私たちなりに考えたっもりであるが、やはり考察が不十分であったと思われるoよって、

これらの点を次回での改善点としたいO

〈参考引用文献〉

・瑞槍玉純「手紙の辞典」 1993年1月20日(西東出版)

・久野陽子「海外赴任・留学に必携!すぐに役立つ英文手紙の書き方　実例満載でス・ム-

ズ・コミュニケーション」 1996年7月18日(Pf王P研究所)

・鶴田顕三「手紙・はがき決まり文句と文例集」平成1 1年且.月25El (日本文芸社)

・金棒良昭「インターネット時代のビジネスE-raa i lの書き方・透り方マニュアル」

2000年5月31日(明日香出版社)

・穂坂好一「ビジネスeメールのお約束」 2000年7月7B　<株式会社オデッセウス)

・ケン・S・マクドナルド監修　石川英子著「海外文通」 (富士教育)

・小川妙子　ロナルド・ファ-ド著「これなら書ける　英文手紙のやさしい文例集」 (新

星出版社)

・野村正樹「ビジネスマンのための書き方入門」 (日本経済新聞社)

・尾山大「すぐに使える　英文手紙・Eメール・FAXの早引き表現集」 2000年2月

18日(ナツメ社)

・奥山恵三「手紙文例辞典　1992年12月30日(西東社)
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第6線束

科学的な国語力の育成

第1節「客観的な見方で綴る国語力」

-国語科の学生はなぜ、小論文が下手なのか。

第2節　優れた客観的な論文を読んでみよう、

そしてその方法を学ぼうO



*/蝣、蹄・心　付√('鞠:Wc缶ノj</>i*rU

揖・節[rw柚的な_もUrc封呈oi'lfiff'j;一国.獅蝣¥O.′'r;:'IT‡し・_B、小品丈が卜「 :'J>か. I

池田　絢香　藤本　陽T

I.維束のねらい

′科学的な国語力とは.客観的に物事を捉え、それについて論理的に述べる力のことを言

Ir'i紺・巨姐・地軸に漉されて&A、蝣t> r-寸、sn{二は、 '#馳ft>Sりitf!.-6:ォiiえ/'-.,論拠l*f、こ、

よって書き手と誇み手のあいだに共有される考えも存在しないDつまり、求められるもの

は、自分のいいたいことを証明し、読み.手に伝える力であり、印象的な表現や、枠な言い

回しなど、感性の畳かきや表現の上手さなどではないのである。表面的な印象を述べるの

みでは、自分の考えを鞠述することは不可能である。したがって、自分の考えを論理鍬こ
F

述べることが特に求められる小論文指導により.表現ではなく、考察を学ばせる。.

また、誰もが賛成する絶対に正しい意見など、ありえない。だから自分の考えとは反対

の意見を持った人の存在を常に頭にいれておき、ひとりよがりなものではなく、共通の理

癖を得られる主東を心嘩けなければならないのである。小論文により、読み手を納得させ

る車然とした展開、一貫した意見の論述を学ばせ.客観的なものの見方を身につけさせる。

淀.学習者観

対戦乍叶: ,SSH」-∴〈卜1-　-'蝣}':岬】

大学受験、就職活動では、学習者は自分の考えを論辞的に主張することが求められる。

そして、それ柱小論文というかたちで学習者に課される場合が多いO　高校三年生になった

この時期、小論文を書く力を身につける必要がある。 、

また、卒業を控え、自分の将来について深く考えなくてはならない時期でもある。小論

文の課塔を、興味のある職業についてと設けることで、その機会を与えたい。そして、そ

の資料集、吟をさせることで、文献検索の仕方、インターネットからの情報集めの仕方につ

いても学ばせたい。

nl.練束観

- /J、論文で求められている要素を知り-、形式を学ぶD

・比較的事きやすい課確について、学んだことを卑かし小論文が書けるようになるD

・情報検索が出来るようになる。

・テ…マを自分で設定し、それについて客観的な視点から考察し、論理的に考えを述べた

小論文を書くことが均来る。

・自分の書いた小論文を客観的に見なおすことができるo
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指導目棟

○4、論文の書き方を学び、自分の考えを的確に読み手に伝えられる小独文が書けるようにす

る。

○客観的な見方を身につけさせる。

0情報収集を日常から行える態度を身につけさせる。

指導計画

次 時 輔や its - 学習活動 : 撫導上の留意点 P

第 第 0 小論文と.絃どうレi′ ○小論文に関する0 元デス 0 ワークシ「 卜① (O X と

- .一一.一一 ラ.ものかを考えさ . トをするO .(ワークシー その理由を書 く欄を魂

吹 時 U.<")へ 1、蝣蝣<」サ けたもの) を配布する0 .

0 轟鞍手をlt 膏えが后 . 0 プ T} シ トの答えあわせを ○全員か納得する理 車付 .

わる小論文につい するO けをさせる0
て痩解 させ る0 O >J、論文の書き方について 0 プ リシ トを配布す るO

学ぶ0 (資勅①)

O 誼み芋i土主張が伝わ りや ○論麺的に主瀬が述べら

/すいよ.い例 として、新聞 れ七いることに気付か

の社説を辞む0 l 1せ る0
0 プ リ.㌢ トを参考にする

よう指導す る0

第 0 求められる小論文 0 テーマをもとに小論文 を 0 客観的に考えやすいテ
にづいて考える0. 轟き、提出する0 (第-ー 一寸を提示 したワ} グ

時 テ蝣 V ・ワークシー ト②) シー トを利用す る0

第 m O 自分の書いた史車 ○教師がJ添削 した前時の小 LJ 揃叶や蝣ffi lliA れた小

を客観的に見る力 論文について考える0

0 第芋テP マについて考え

文を添削したものを返
吹 時 をつけさせる0

.0 第手車「マについ

却する0

0 第†時で使用 したプリ

ン トを参考にするよう
指示す る0 .

0 第二テーマは r将来の職
ての小論文を貴く 杏 業についてj と設定す
に串た り、何を謝べ 0 次時に謝ペるテ叫マをあ るO .
ていくか考えさせ げる0 ○ワP クシー ト③配布す
杏 る0
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蘇 第
.0 情報検索敵力を育 ○将来の職業に期する分野 0 .ワークシー.ト③を活用

成する0

0 情報の要旨をつか

.について、文献やマンピ して、情報を分類 しこま

吹
四
時

J 小ヤで<$ '< :¥¥,

○設定した車.∴マを再度.、

J とめさせるふ.

.み、分野する力をう.

ける0
吟味し決定する0

第
0 日分の考えを客観 0 将来の職業に関する分野 ○ワークシート③を活用
的な視点をふま . =について、前時に設定し して、書こう.とする小

五 え、諭痩約に組み :Lたテーマに基づき、/j、論 論文の構想を立てさせ
時 立てる力を付け

やO

O 小韻文の書き方を

.文を書く0. るe

0 書いた小論文を見直し、 ○ワLT クシー ト③に評価

自己評価をする0 の観点を示し自己評価

、習得させるc をさせる0

第 0 日分の書いた小論 .0 添削された第; テーマに 0 疑碗形で添削したもの 一

六′. 文を客観的に見直 ついての小論文を復習す を返却し、.そめ疑問に
.時 させる0

0 違う.視点からの意

る0

0 同じ分野において、違う

答えることで復習させ

るB
O 違うテーマにも目を向

視点から新たな穎材を考 けさせ広く情報を持つ
.える0 重要性に気付かせるO

0 小論文と調べたものをフ 0 自分とは違う視点で番
兄にも目を向けを .アイルに閉じて、みんな かれた友達の小論文を
甘るe が見られるよう.教室に並

云る○
読むよう促すO

- 133-



く指導案)第一次第一時

本時の日額・小論文とはどういうものかを考えさせる。

・読み手に考えが伝わる小論文について理解させる。

開 学習活動 指導の意図と手立て 評価

0

5

墜

35

49

. ワークシー ト① を使 .なぜそ う考えるのか、理由

I小敵文の考え方につY、て

用 し、各自で小論文に

関する○×テス トを

.解 く0

を考えなが ら解かせ る0

.解答 とともに⊥小敵文を育 .. O X テス トの答えあ. 理解できたか0

. 0 ×テス トでの考察をも

わせをする0

. プ リン トをもとに/J>

く上で必要 となる考え方 .

についてまとめさせ る0

-主観的に事かれたもの、破
拠のない意見や反論が簡
単に考えられ るもの、.また とに小論文に求められる

論理的でなく、感情的に音 こと.をま.と.めることがで

かれたものの問題点につ

いてお さえさせ る0

.実際小論耳に取 り組む際
に必要な要素と女車構成∴

きたか0 :.

.小論文の書き方、..構成の
1敵軍の書き方 につい. 仕方について理解できた

∴ て学ぶ0 ..

(資料①)

`新開の社説を読み、ど

の仕方についておさえさ

せる0

.形式よりも、考えることの
畢要性について再度おさ

えさせるO

.原稿細紙の使い方は、国帯
嘩算を参照するよう指導 L.

する0 .

.主張が散漫的に述べ られ

Pか0

. .積極的に取 り組めたか。
うして主張が伝わり ていることに気付かせる。

やすいのかについて .根拠、考察が しっかりして

考える0 (資料②)

i

いることをおさえさせる10

.次時でもプ リン ト(資料①
) を使用 し、実際に小論

文に取り組むことを告げ

;る0
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(指導案)第一次第二時

木崎Ml捻　%9&二1'l ^h.o^.Sr寓槻的に、1-:かtとるn

時間 学習活動 指車の意図と手立て 評価

0

3

4 9

. 前時の復習をす るO

. ワー クシー ト② を

。求められる小論文につい . .Jj、轟文についてめ考えが

て、前時で使用 したプリン
トをもとに思い出させ る0

.第⊥テーマについてのワ

t i i -jてい もJh

.課意の意図が理解できた
用いて、第一テーマ 一夕シー一ト②を配布す るO かO.前時の学習か活きて
について爽輝 に小 .前時で学んだ土とを括か いるか0
論文を書く0

.小論文を提出す る℡

し七取り組むよう指示す .意叡的にテh マに取 り組

る0

. ワークシー ト②の活用の
仕方について随時滑車す P

争O

.時間内に着けなかった も

むことができたか0

.学習 した内容が活かされ
た小論文 として仕上がつ

のは宿堰 とす ることを告
げる0

ているか0

*第一テ-マについては、書く手頃・着目点を示し、取り観みやすいものとする0
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く}h#-」>　jfi...次的　二時

本時の日額・自分の書いた文章を客観的に見る力をつけさせる。

・将来の職業について考えさせる。

時間 学習括働 指導 の意図 と手立 て 評価

0

20

48

. 教師が添削 した第- - 前時 で軽 出 した′ト論文 に. . .橿 極的 に取 り組む こ と

テーマ につ いてめ小 ついて細 か く添削指導 し が出 来たか0

論文 を復習 す る0

. 第 ニテ ー マ で放 りか

た ものを返 却す る0 ′ . プ リン トや国語便覧 を

A.榔 鍵 を説 明 し、適宜

今 草で のプ リン トを参考

にす る よう.指導す る0

. 添 削 で疑 問 を抱 い た点 に

I. ? 早 ては机間指導 で補 う0.:

. テー マを r将来の職業 に閑

活用す る ことが 出来 た
か0

. テ】 マについて積極 的
に取 り組む こ とが弼来

か る内 容 につ いて卸 す る分野についてj と改定 たカ㌔
るO . した ワーク シー ト③ を配

. 僻 の磯 葉 につ いて議 布す る0
ベ るか考 える0

- 日分 のテ ー マ を療 定
す る0

..次 時 で諦 べ る キー ワ

ー ドをあげてお く0

. ワー ク シ} トの進 め方に

つ いて説明す るQ

T 次時 か ら図書館 な どを利
用 し、テーマ につ いて調べ

るこ とに 取.りか か る こ と

を告げ るD

l 詞べ た内容 については、フ

ァイル に綴 じるよ う指 示
す る0

串1)復習の維方としては、

・書いたときの土とを思い浮かべながらもう一度自分の答案を読みなおす。

・教師の添削のコメントに目を通し、それぞれの指摘について確落し、内容を理解するふ

ここでは、

・なぜ自分の意図とは異なって受け取られたのか

・なぜ自分の考えが的確に伝わらなかったのか

I.轟oM¥i¥やノミJiirt過U)t~-'7;.V>な上一・/>..,∴・.A- iIWaIYjI!考える_

・課題に対して、自分は何を理解できていなかったのかについて考える。

・うまく自分の考えが伝わったのはどんな点か

などをあげることとする。
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く粁'!?寮1羽　吹'・&W時

・榊蝣foilほ・桃袖幅蝣M蛙/ifcffbl*する、.

1情報の要旨をつかみ、分類する力をつける。

時 間 学 習活動 将 導の貴腐 と手立て 評価 .

0

4 5

, 前時 を振 り返 り、本

. 授業 の前に図書館 に移動

させ る0

.:.前 時 と本 時 の活 動 を確 謬

.意 欲的 に調 べ学習 に敢

時 の 活 動 を確 認 す し、目的意識 を持 たせ る.0
る0

. テー マについ て、 文 ..
敵や コン ビユい タで

. 前 時で学んだ検 索の仕方

を参 考に進 めるよ う指導

す る0

.J得 た情報 の要 旨を ま とめ
視 点蜘 た分癖す る.ことを

させ るO

. 圃 べ た情 報の詳 い 、内容
嶺 プ リ.㍗..トア ウ トした り

ノ P 下車土ま.と め た り し

て、 ファイル に閉 じて い

くよ うにさせ る0

. 調 べ てい く過程 で 、テ.叫

マは 亘由に変 更 し† も良

い ものFとす るO

。集 めた情報 か ら、注 目す

、..空 きもの を見つ け させ

調べ る0 り奴め たか0

(瀦べ た ことをワT- . 多 車の情報 を分類 出来

クシー ト③ の構 想 メ たや、0

モ に箇条書 きで書 . 清朝 の要 旨をつかむ こ

くO)

4 も うm .度 、設 定.した

と.が出 来たかO

テー マ を吟 味 し、最

終的 なテー マ を決 定

す る0

るO

, 次時の活動 の予告 をす .
る0
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く指導案)第二次第五時
本時の目標・客観的な視点をふまえ、自分の考えを論理的に組み立てる力を付ける。

・小論文の書き方を習得させる。

時 間 学習措動 P 指導の意図 と手 だて 評価

0

5

4 9

..小論 女についお耳 学 . 車論文 事.百ういて 学習 した

. 書こ うとす る小論文の

習 した ことを想起す

るd

. ワー クシー ト③ を

こ とを.お きえ させ る0

. ワ「 ケシー.ト③ をつ カナ.つ
活用 して、前時 に設 で∴ 書 こ うIとす る小 論文 構 想 を立てる ことが 出

定 したテーマ につ 車.、 中主敵 轟の 醸成 を明確 来た か0

- 療報 を有効 に活用で き

てのJl、論文 を書 く0

.:書 いた小論文 を鬼 直

に させ るO

. 調べ た情報 の 中か ら有効
な もの を逮択 し、 自分 の
考 えを鞠理 的に述べ るよ

う指導す る? .

i 評価 の観 点を毒 し、 自己

た か0 .

. 薗軌 こ革欲 的 に放 り組
め母か0.三

. 自分 の考 えを客観 的な
視 点 をふ まえ、論理的

に表現で きたか8

し、 ワー クシ「 ト③ 評価 をす る態度Iと気付 か:
/ の評価の観 点に従い.

良.己評価 をす る0

. 小論 文 とワー ク シー
ト③ を提 出す る0 1

せ る

-138-



く指導案)第二次第六時

木l!.'tv>H蛇　　n ',)蝣</};'与いた小A fcfrWWMt-捉直させ<>

・違う視点からの意見にも目を向けさせる。

壁 墾 学 習 活 動 指 導 の 意 図 と手 立 て 評 面 叫

0

4 0

4 5

. 添 削 きれ た /j、論 文 を - 第 「一テ ー マ の と き と 達 . 積 麺 的 に 触 り組 む こ とが

復 習 す るQ

. 疑 問形 で 添 削 され た

い 、 添 削 埠 方 向性 ま で 指

導 せ ず 、 疑 問 形 で 行 っ た

もの を返 却 す る8

こ.

. う一ま く等 え が 導 き 出 せ な

出 来 た か 0

. 日分 の 小 論 文 に 足 り なか
小叫 .: i-J L-・・: <r >? f上 い 点 につ い て は机 間 指 導 つ 鞍点 に 気 付 き 、補 うこ

Lを 書 くO で 補 うO とが 出 来 た か0 I

. 違 う視 点 か らの意 見 に も

* 同 じ 分 野 に つ い て 、 . 由 べ た もの を も と に 考 え

違 っ た視 点 か ら新 た させ る0
な 壌 材 が 考 え られ な . 違 うテー マ に も 目 を 向 け
い か 、儲 粂 書 き に あ させ 、 広 く情 報 を 持 つ こ
げ る0

. 4 、論 文 と調 べ た も の

との 重 要 性 柱 気 付 か せ 串

こ とで 、 日頃 か らめ 情 報

収 集 を促 す 0

. ま た 、友 達 の フ ァイ ル を
利 用 し、 自分 と は 違 う視

点 で 書 か れ た 小 諭 文 を 読

む よ うに 指 導 す るe

を フ ァ イ ル に 閉 じて

み ん な が 読 め る よ う

教 室 に 並 べ る0

目を 向 け られ た かO

*疑問形にして添削する理由としては、なぜ諌み手に自分の考えを理解してもらえなか

ったのか、どういった点に疑問を持たれたのか、各自で考察する余白を残すためであ

る。
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重
大
な
ゆ
る
み
が
あ
っ
た

信
じ
ら
れ
な
い
事
故
だ

米
原
子
力
潜
水
艦
が
ハ
ワ

イ
沖
で
も
愛
媛
県
の
水
産
高

校
生
経
ち
を
乗
せ
た
*
'
業
実

習
船
を
比
較
さ
せ
た
事
故
か

ら
二
週
間
が
た
っ
た
。

行
方
不
明
に
な
っ
た
実
習
船
の
九
人
は
へ
ま
だ
見

つ
か
っ
て
い
な
い
O

こ
の
間
、
事
故
廃
園
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
実

が
明
ら
か
に
な
っ
せ
き
た
p

中
で
も
へ
原
潜
が
緊
急
浮
上
を
す
る
際
、
見
学
の

た
め
に
同
乗
し
て
い
た
民
間
人
が
、
操
艦
に
か
か
わ

っ
て
い
た
事
実
に
は
衝
撃
を
受
け
る
O

米
国
の
テ
レ
ビ
に
出
演
し
た
こ
の
民
間
人
は
、

r
艦
長
に
浮
上
レ
バ
ー
を
引
い
て
み
た
い
か
と
問
わ

れ
'
『
も
ち
ろ
ん
、
や
っ
て
み
た
い
』
と
答
え
た
o

乗
組
員
は
'
と
て
も
親
切
に
何
度
も
説
明
し
て
く
れ

た
」
な
ど
と
誇
っ
て
い
る
。

こ
の
操
作
関
与
と
衝
突
と
の
直
接
的
な
因
果
関
係

は
'
ま
だ
明
碓
で
は
な
い
Q
し
か
し
、
原
潜
の
艦
内

に
重
大
な
「
気
の
ゆ
る
み
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
間

違
い
が
な
い
よ
う
だ
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原
噂
は
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窯
急
浮
上
諭
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中
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探
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⊥
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潜
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っ
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う
O
潜
水
艦
の
探
知
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瞥
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っ
た
の
か
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れ
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(ワークシート①)

小論文について

0×閏壌

(x)凝った文章(修辞技巧の効いた文章)
で書くことを心がける8

(x)自分の主観を前面におし出して書く。

(×)知識が無くても個性や独創性さえ
あれば、良い論文は書ける。

(0)∴常幸こ囲み手を意識して書くと良い。

闘われる力とは

・自分の考えを組み軍てる能力。
・自分の考えを他者に伝える能力O

・文献や資料を読みこなし、理解する能力。

-142-

答え

・凝らた文章は論旨を唖味なものにする。

試されているのは靭解な文章を書く力
である。

論理的文章が必要。 r論理的j　とは、

情緒、-主観、感情に漉されず、客観的
に見て妥当とされる論拠を示すことで

ある.

共有される知識をふまえない論は一人
よがりである。課葛をめぐる知識の畳

とそれらの関係づけ方が試されており
個性はそこにも現れる。

・問題を別の角度からも見つめることで、
客観性を持ち、反論にも対応することで
説得力を増すことができる。
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('・'、 ・.?シーー-トJ2.))

氏名(

テーマ、 「日本の国際化jについての小論文を書く

構想メモ

0-f-f ( i; </>¥け人".サBM.t. (L'いハ→ lLトソハの人tf'BMJ.と　-r-マと叫KjJa、 h・iげ
つきは何か。

Cり.IKUfM.丁か・け・一・一.・に-'')いて蝣サI'U>ジー考え*: fc >:if,、ト撫史fri!さこx.)

段落構成懐旨を磯執こ書こう。)

結論:

考察:

まとめ:

・ 144-



(ワ-タシート③)

氏名(

将来の職業の分野(　　　)に関する小論文を書く

0テーマを絞る　止の分野に関する青菜を用いて)

・(

・(

xaz問3

0構想メモ
(　　　からの視点)

O i頓文

0段落構成

mm -.

考察:

Hii*>X

)の開腹点について。

日aaaimaa闇1

(　　　からの視点)

0自己評価をしよう。級のことが達成できたか、 △10・◎で表してみよう。)

主祭は明確であるか占

Hff"'上がh*1 MWI C*Jる小.

客観的な視点があり論理的であるか。
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反省と展望

科学的な国語力の育成のた桝こは、表現方法ではなく、物事を考癖する九そしてその

内容を他者に的確に伝える能力を身につけさせることが求蹄られる言よって今回の指導計

||l||-ぐLL　小品文相WA-jlfil　宵織他に的IVi:虹云蝣K> >:上、.副I'l'i'ii: Vえxiア・ころJji: ~}け

させることを目標とした。印象的な表現や言い回しなどで自分の感情を伝えようとしても、

それは論理的とはかけ放れており、社会において意見を論じたことにはならない。小論文

の指導計画を考える上で、自分の考えを他者に受け入れさせるために臥一客観的妥当性を

備えた論拠の提示が必要であり、納得させることを目的とした論述が必要であることを改

めて考えることが出来た。

反省点としては、 ′ト論文の形式にとらわれすぎたかもしれないということである. T問い

掛けること」 r考察することJに零点を置いて取り組ませる内容にしたつもりではあるが、

小論文の書き方のプリントなどにより、それが薄れてしまうことになったのではと思う。

また、第ニテーマである将来についての考察臥身近な問題として痕り組みやすいもので

あり、学習者が今後その考えについての意見を求められる梯会も多くあることを考え、大

きく取り扱うこととした。しかし、この授業での目的は、小論文指導による科学的な国語

力の育成であるのに,将来の職業についての扱いが大きくなってしまい、小論文指導が不

十分になってしまったのではないかと反省している。

I.糾、す=r>-Ot.i、 h!申潤一亡甘く:つ、、 iV-でU'Xい.. lltfl.A、・>x独酌に竹蝣V*;lu-り、 ,V.>-j

問題に対して自分はどうしてこう考えるのかと問い掛けることが必要であると感じたQ添

郡指導をする帝場にある教師には、当然求められる能力であるといえる。私たちに、その

能jJがあるのか、この演習を通して常に考えさせられた開輝であるO共通の理解を得られ

ない意見臥感情であり、思考ではないのだb　また敬白耐ま、小論文鴇導をする以前の問題

であるが、学習者を理解する立毒削こある。個々の学習者の目線で物事を扱えられるかが闘

われるところであろう。そのためにも、物事を客観的に捉え、現状とは違う状況を想定す

る力を常に養っていきたいと感じた。

参考引用文献

・だれも教えなかった論文.レポートの奮き方

坂田せい子/ロイ.ラーク1998年4月8日　総合法令出版株式会社
・新品v<Si h:lサた付!艶　如月・中州l卜　k'fr川w<屯　忙川根的　竹HI:耕

1995年2月1日　東京賓籍印刷株式会社

煉†トト一曲At断lj川・( fc/fi・~irtV軸Irトラキ:くト　巾-kt川:- i M 20 II ifim会UIJSitl-.

・ステップアップ小論文　第-学習社編集郎編.浦志匪昭執筆代行
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・パーフユクト小論文　第一学習者編集部編・浦志直昭執筆代行
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第六鮭束　科学的な国語力の育成

第二節　優れた科学的な論文を読んでみよう、そしてその方法を学ぼう。

大森寿恵　岡東裕子　西浦早紀

I.推東のねらい

科学論文の優れた点は、実数に裏打ちされた事実のみを扱っているために生じる絶

対性であるo　今回の実損では、その「事実に基づいて書かれた文章の力強さ」を学習

者に実感させ、学習者自身の体験を生かした文章を書くことの有効性を学ばせたいと

考Era!

実体験に基づく記録は否定することができない.それがその時の一時的、局地的な

結果であったとしてもー　そこに存在した事実を書いている限りその記録は絶対性を持

つのである。そのことを学び、日々、生活の中に見つけることの出来る事実を重んじ、

それを観察して新しいものを見つけていく態度の重要さに気づかせ、自らの発見を文

章にまとめていく力を身に付けさせたいと考える。

Ⅱ.学習老親

対象学年:高校一年生-学期

現代社会は情報に溢れている。テレビ、新開、インタ-ネット、雑誌などを利用し

て一　日分が実際に関わらなかった事象に付いて当事者以上に詳しい情報を得ることが

できる。

現代の学習者柱そうした情報を鵜呑みにしてしまい、自分で検証してみる姿勢を忘

れてしまっているように思われる.情報を遠別し、有効に活用するためにも、また、

自分自身で真理を見つけだすためにも、自分が実際に経験していること、発見したこ

とを盛んじ、情報に流されてしまわない姿勢を学ぶ必要があると考えられる。

岡:経BBSS

・科学論文を読み、 「真実」や「真理,Jに基づく_論の力態さを感じ取るb

・実生活の中で発見したことを正確に書き取る。

I'll.1."*体脈('¥ii<)し.構うくsctf<-,I.tかI・r 、　I./.一丸ifOl掛川tt:A一蛸:.inf>せ

る。

I ll幼仰げ1iV.'iい史軒'<蝣,'i <ノこ:tJ)k'い撃七を#. V 4 /. fli＼ミ>.ォ<中'IL'"'*カト;:''`∴ト!,''?-?!蝣蝣、

実生活の中から新しいものを発見していく姿勢を学ぶD
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ll学習目標

・科学論文から文章の絶対性を保障するものを学びとる。

・ r.1㌢.・J {・蝣&実に.'K＼取offi:i空f!・・;♪ぶ,

・自分の身の回りにある「事実」を観察し、その中から「発見」していく姿勢を　学
ぶ。

P指導計画

吹 時 指導目革 J 、 学習活動 指導上の留意点

1 1 . 「事寒」を誠実に書 . 拭岬ぶ鮎の叫 *; tihi -j .記録の取 り方 (ア

2 き取る態度を学ぶ二 いて学習す る。

. どんな挨拶があるか考

クセン トなどの記述

の仕方など) を簡潔

車こまとめたプ リン ト

1 を配 り、説明するP

ー教師が初めに二、
える0 三例 を挙げるD

. 挨拶調査表作成 .机同相課をし、適

(ワークシー ト1 を使 う)

自分が調べたい挨拶を五

つ選 んで質問文を作成 さ

せる0

華実際の調査は時間外 の

活動とするe

切な助言を行なうO

.2 3 . 「真実」1や 「真理」 - ノーベル賞受賞者白叫 . 内容が難 しいため

に基づ く鹿の力戦さを

学ぶD

博士の論文を読む8

. tf>論文の中に,'fVi-1亘
れ うる箇所があるか否か

考えるO

. なぜ否定できないのか

分かりやす く

.事実に基づ く論の
考える0

. 同様に、 自分の作 った

力強 さを認識 させる

ように助言する0

. 権威あるものだか
挨拶調査表 も否定できな ら正 しいのではなく、

いものであることを知る0 事実に塞づ く記述だ

から正しいのだとい

うことに気づかせる。

3 4 . 自分の身の回 りにあ . 自分の身の回 りにある ←ワークシー ト2 を

る 「事実」に注意 を向 ものを一つ遠ぴ、事実を 使用する。

一息 つたことを率直

けるe 栽実に記録する。

. 自分の記載についての
気づきを書 く0 に書 くよう穂示する0

- HECB
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に

助
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5 . 自分の身の回 りにあ . 自分の身の回 りにある . 身近なものの

る 「事実 」の中か ら発 ものごとについての疑問 ら、いつもは完

見 しようとする姿勢を 点を発表するD ていなかつたけ

学ぶ。 (前時の最後に考えて く 良く見ると気づ

るように指示 している D )

. 自分の疑問の中か ら詳

のがないか探 し

るように助言す

(これは、見つ

しく調査 してみたいもの れなか った者へ

を一つ選ぶ 0

. 調査と記録を行なう。
(主に時間外 の活動 とす

言 )

←この時間内に
るD ) られなかった こ

ik <>)時間 汁・C-Oi

とする。

8 - 事実に基づいた記録 .調べたこと.をもとに、 .主観ではな く

をもとに検証 し、法則 正確 な記録と誠実な考察 実に基づいた考

性などを発見 し、それ を行なうq

. 調査の概要 と考察を文
章にまとめる0

行なうように指

をまとめることができ

る。

る.。

4 7 . 身近な物事の中か ら ー調査の結果報告会

. クラスメー ト

多 くの発見があること まずi 茸Eの中で発表 し、

を知 り、観察 しようと 域の中で一番面白い発

する姿勢 を学ぶ C 表を選ぶ0

その後、.堆代表が全員

の前で発表する0 表を開.いて、壕

着眼点があるこ

気づかせるよう

言する。

の

気

ナ

づ



く恥拝唱>SR　耽m ii.v
車本時の日額

・ r事実」を誠実に寄き取る感度を学ぶ。
・拙拶If己削>mo ;/・>・・r--¥・・・ ( f>J I; ・小蝣fd'J・′.・.'蝣)

時 間 学 習 蒔 動

0

1 6

3 6

4 8

l 挨 拶 指 導 の 取

い て 学 習 す る B

- 四 人 一 組 に な
を 記 録 す る 練 習 ∃

(記 録 の 錬 寧 )

。ど ん な 挨 拶 が ∂
え る 0 1

(指 名 発 表 す る )

. 次 噂 予 告

[動 A.指 導 a

取 り.方 に つ

な り、 会 話

. ワ一一タ

挨 拶 の 諒

る 0 ( 7

式 な記 覇

うに す る

。机 間 禰
習 を す る D (理 解 で

)

が あ るか 考

を 助 け る

い る か と

. 教 師 が
例 を 示 す

日、 入 学

と き 、 朝

. 発 表 し
板 讃 す る

. 次 時 の

る )

く指導案)第一次第二時
JB本時の目標

・調査の準備ができる。

時 間 学 習 嘩 動

0

4 8

. 挨 拶 湘 査 考 を

( ワ P タ シ⊥ ト

す る 0 日 分 で 討

拶 を 五 つ 運 び 、

作 成 す る 。 ) .

(実 際 の 瀬 葦 は

舶 人 ・f i A :→ ∴

. 次 時 予 告

の意図と手立て

プリント1を配り

己録の方法を説明す

セントなど、公

銀の仕方を教える

できていない学習者

D　みんなが出来て

うか確認して回る)

くつか具体的な

。 (結婚式や誕生

式、隣人に会った

の挨拶など)

てもらった挨拶を

予告をする。

評価の観点

・記録の取り方につい

てきちんと理解できて
いるかQ

・積極的に発表してい
mm

(自分が調べたい挨拶の質問文を作成することができる。 )

¥mm意風はiSuEi

作成する。
1を使用

べ・たい挨
質問文を

時間外に

ととする)

・前時、学習者が挙げた挨
拶・!.'ォiifi*-ォv-　　プリ:J卜

2に載せておくo (この中

から選んでもよいし、自分

で特に調べたい挨拶を考え

ても良いこととする。 )

aim立:の桐tr堺(・r、 ttrlfli

文の作り方を説明する.

・次時の予告をするo

- 150-

評価の観点

・熱心に取り組んでい

るかo

・湘ftL'.-い練岬に補

した質問文が作れてい

るか.



く稽導案)第二次等三時
〃本時の自噴
・ 「真実」や「真理」に基づく論の力強さを学ぶ。

時 陶 学習 時 動

P

3 1

3 6

4 5

4 8

. ノ M ベ ル軍 受賞 者 自" I

博士 の論 文 を読 むQ

. この 論文 め 中に否 定 さ

れ うる筒所 が ある か ど う

か 考 え させ る0 (なぜ 否

定 で き ない めか考 え る。 )

.. 同様 に、 白.分た ちの作

つた挨拶 調査 表 も否 定で

きな い ものヤ あ るこ とを

知 る0 (院 4)席 の 人 と調

査 表 を交換 し、互 い に否

定 で き るか ど うか 考 え る )

. 次 時予 告

指導の意図と手立て

・内容が難しいため、分か

りやすく説明する。

・事実に基づく論の力載さ

を認識させるように助言す

るD

・権威あるものだから正し

いゥTtt%<>　・監男W9}

く記述だから正しいのだと

いうことに気づかせる。

(蝣*蝣際i,-i!SvV"'サ'"・・'ト.'JlLit

要性に気づかせる。 )

・挨拶調査表を回収するo

(一冊に綴じ、学級文庫に

加える. -一人一人の調査

の価値を認めるため)

・次時の予告をする。

-151-

評価の報点

・事実に基づく論の力

強さに気づくことがで

きているか。

・クラスメ-トの調査

であり、その結果が、

一時的局地的なもので

あったとしても、具体

的な調査を根拠として

いる限り否定すること

は出来ないということ

に気づくことができた

か.



(指導案)第三次第四時
細本時の目標

・自分の身の回りにある事実に注意を向ける.

学習活動

・自分の身の回りにある

ものを一つ選び∴事実を

MMSmaEj閉コ[」E

クシート2fe仕HIM if.. )

・自分が記録をして気づ

いたことを書くB

・班の中で自分が気づい

たことを発表するU

・次時予告

3H聖案司kLfgJ駈rams

JL本時の目標

・自分の身の回りにある

''7 fhh軸

桔導の意図と手立て 評価の観点

・学校内であれば静かに移

動することを許す。

・思ったことを率直に書く

ように指示する。

・次時の予告をする.

自分の身の回りにある物事

を観察し、疑問点を見つけ、

自分が調べたいことを見つ

けてくるように指示する。

・事実に即して書いて

いるか.

mm腰mm闇E3IEE

考えられているか。

・他者の発表を自分の

価値観と照らし合わせ

聞いているかo

「事実」の中から発見しようとする姿勢を学ぶ。

指導の意図と手立て 評価の観点

・自分が発見した疑問点

を発表する。

(指名発表する)

・自分が詞奪するテーマ
3S>1闇EVJ、函

ト3に書き込む.

・瀬査方法などを考える.

(ワ-クシ∴ト3に書き

込tr.

残りの時間埠可能な限り
調査を進めることとする。

・発見できなかった学習者

の補助となるようにする。

(発想の転換の示唆)

・身近なものの中から、い

つもは気にしていなかった

けれど、良く見ると気づく

ものがないか撰してみるよ

うに助言する。

・この時間内に調べられな

かったことは次の時間まで

の課題とする.

-152-

-身近なものをいつも

と違った視点で見るこ

とができているか。



く指導案)第三次第六時
Il本時の自噴

・事実に基づいた記壕をもとに検証し、法則性などを発見し、それをまとめることができ

る.

時 間 学 習 清 野 指 導 の 意 図 と

0

4 9

. 調 べ た こ と 草 も と に 、. . 次 時 に 調 査 の

揃 ffi .-V .ii'.似 十 串 で f」* を す る こ と を 告

轟 行 な う D ( わ ー ク シ ー 億 と し て の 活 動

ト 4 を 使 用 し 二 調 査 の 概 を 告 げ る 。

. 主 葡 で は な く
づ い た 考 察 を 行

指 示 す る 0

. 時 間 内 に で き
は 次 時 ま で に ま

よ う に 指 示 す る

要 と 考 察 を 文 章 に ま と め

る 。 )

手立て

結果報告会

げ、その準

であること

、事実に基

なうように

なかった者

とめておく

評価の観点

・主親ではなく、事実

に基づいた記録と考察

を行なうことをJEIがけ

ているか.

く指導案)第四次第七時

醇本時の目標
・身近な物事の中から多くの発見があることを知り、繊察しようとする姿勢を学ぶ.

時間 学 習活 動 指

0

2 6

4 8

. 調 査 の結果 報告 会

. ク

ほ .ず 、範 の甲 で発表 し、

班 の中 で一番 面 白い 発表

を選 ぶ 0 感 想 プ リン トを .いて

巾 か 0.& ) とに

す る

.. 堆代 表 が全 員の前 で 、

発 表す る0

. ま とめ

導の意図と手立て

ラスメイトの発表を閏

様々な着眼点があるこ

気づかせるように助言

- 153-

評価の観点

・分かりやすく説明で

きているか。

・クラスメイトの発表

を熱心に開けているか。
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Carbon-13 Nuclear Magnetic Resonance of

cis-and-tra耳s-Polyacetylenes

Sir:

Polyacetylene ,(CH)X is the simplest conjugated organic covalent

polymer in which the electrons from the un畠aturated p冗Sy8tem are

expected to beヰelocalized along the polymer chains. However,

because of the combined effects of bond alternation and Coulomb

correlation, there is an energy gap in the excitation spectrum

leading to semiconducting behavior.

studie革by Shirakawa et al. show thaもboth the ciS (A) and the

trans (B) isamers can be syntlieSized in the form of silvery, flexible,

crystalline films. Recent investigations show that both isomer8 may

be doped with small quantities of electron-at-tracting species such

as iodine, ASF。,母もc, or with electron dono-r8 8ォeh as sodium to gi官e

a series of semiconductors whose conductivity increases with dopant

concentration. In the range of 1-3 mol % dopant concentration, the

doped film畠undergo a semiconductor-metal transition to yield

flexible films Ofぴorganic metals". The conductivity of畠ome of these

films are remarkably high, up to 101 2times greaterthan the parent

polymer. Thus polycrystalline films of [CH(AサFサ)0--1* have a room

temperature conductivity ofl.OXIO8　Qcm. This is betterthan the

best single crys細Is ofTTF-TCNQ and related organic conductor畠・

Elemental analyses of both isomers correspond exactly to the

empirical formqIa (CH),. Identification of tlie isomers has heen

made by vibratipnal spectroScopic studies of thin films. These data

do not, however ,Show if some cr鵬S・-licking had occurred by means
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of spa　- hybridized carbon during polymerization. The empirical

formula would be unchanged even if some ofthe　-CH=こsp*

hybridized carbon atom白were in fact in the　-C壬王=叩8　-

hybridized form. Bromination of the polymer to give (CHBr),

resulted in only　-75%　ofthe expected bromine uptake assuming

that all carboレns were spz　-hybridized and tliat bromine added

completely to all double bonds. The fact that the (CH), i魯insoluble

in all solvents t卵ted to date makes it impossible to carry out the

bromination under homogeneous conditions which would tend to

promote complete bromination.王t was therefore not possible to

determine whether or not the cis or trans isomers were

'`structurally pure" . This was a particularly important matter

since any lnteで川ption ofthe冗8y8tem in the polymer by the presence

of串p3　-hybridized carbon atoms might be expected to affect

significantly the electrical properties of the doped or uadoped (Cモ王)

ズIn order to interpretthe physical studies on these materials, it is

of fund.amental importance to have definitive information on the

extent ofcroSs-linking andthe concentration ofsp　-hybridized

carbon.

Among experimental・methods which might be applied in such

studies, NMR offers a叩ecial advantage since chemical畠hifts are

highly diag且ostic of chemical舶ructure, and should lend themselves

to detection of chemical and stereochemical impuritie自which

represent defects in the idealized cis- or trans-polyene chains.

Conventional NMR techniques are incapable of resolving shifts of

the expected size exc叫t in liqui由, whereas the properties which
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make (CH)* interesting are characteristic of the ordered solid state.

Accordingly we have、used cis-and trans- (CH)*　to illustrate the

usefulness of ``modern methods for obtaining high resolution NMR、

spectra of rigid solids. Specifically we have used the proton

enhancement method to detect natural- abundance C in these-

systems without dipolar broadening by the protons. We have

combined this technique with rapid magic- angle s魚mple rotation to

remove powder broadening arising from anisotropies in the chemical

shifts.

Nominally pure cis- and trans- (CF王)ま　were prepared as

described previously and packed into the hollow stems of Delrin

rotors of the Beams variety, which were rotated at　-3.3kHz. The

resulting spectra are shown in Figurel.

The dこominant feature in each (apart from tlie Strong C resonance

of the Delrin rotor) is a single line arising from the polyene carbon81

The cis andtraふs shif紬differ by 10 ppm; the tranS polymer has ao

de軸ctible cis i坤purity and vice-versa. Each spectrum s鞍ows a

weaker line (-5%) at higher field, whichcan probably be ascribedto

sp　-hybridized carbon defects …ch- as would occur in chain

terminations, cross-- links, or hydrogenated double bonds, This puts

an tipper limit on the amount ofsp　-hybridized carbon which can

be present Note that only one such line is evident- The cis and transノ

isomers are, therefore, essentially structurally pure in the as一一

synthe魯ized fil-HIS.

The trans backbone shift (十139 ppm from Me4Si) is similar to that

of the central carbons ofbutadiene (+137.2 ppm) and oftrans-
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hexatriene(+137.4 ppm); the hackbone shift ofもhe cis polymer (+129

ppm) is close toをIiat of benzene(128 ppm).That is, the shifts are of

purely chemical origin and reflect no metallic character. This iS

consistent with the fact that the pure polymers are semiconductors

CTCIS-cc王壬). = 1.7×10 , cTtrans-(CI壬), = 4.4×10日　i) at room

temperature, whereas metallic electrical and optical properties only

appear with do卵nts sueh a畠iodine or A畠F5, etc‥ after the dopant

concentration exceedS　　1-3%.The shifts which we observe here

will be useful as reference point由for comparison with the NMR

spectra of doped polyacetylenes.
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ノーベル賞受賞者自叫博士の論文日本語訳

炭素13を利用したシス型ポリアセチレンとトランス璽ポリアセチレンの
穣稚気共鳴.

みなさまへ

ポリアセチレン(CH) iは最も単純な結合された有概fiの電子対を共有す
る重合体である。その重合体においては、不掛軸のP好系D電子は、重合体電

子の連凱こそって車子を特定の位置から離すことが予想される。しかし、原子
が一つおきに配列されていることクーロン欄内から生じる化合影響のために、

半導体反応を導く励起周波数域の中にエネルギ-差が生じる。
白川他の研究から、シス、トランス両異性体は、銀白色の曲げやすい結晶フイ

ルムに合成されうることが分かった.最近の研究から、凝縮した不純物を伴っ

て、その伝導性を増加する一連の半導体を合成す5ためには、両異性体は、少
量のヨウ素やAs卓5などの親電子付加反応をす5種類、あるいはナトリウム

のような電子ドナーなどの不純物を療加すること;'l号よいことが分かった。 1-

3m0 1%範観の確縮された不純物の中では、トービングされたフイルムは、
曲げやすい「有機金属」薄膜を生成するために半奄ミ体一金属転移変化をする.

これらの薄膜のいく′つかの伝導性は明らかに高く、変化する前野重合体より1

0の12東倍の3要血-l cm-1の室温伝導性をもっている。この薄膜は、
TTF-TCNQの最良の単抵品よりよいものであ?、有機伝導と相関してい

る。

両異性体の要素分析は、確かに(CH) iという実.'@式と一致したo異性体

は薄膜を振動分光葛研究によって識別される。しかし.これらのデータからは、
ある線状分子中の噂定原子間の構かけつなぎは、重合'との間　s p3混成軌道
を有する炭素にようて引き起こされるかどうかという∴とは、分からなかったe
観察によって立証セきる形式は、たとえ-CH-s p　混成軌道を有する炭素

原子が、実際には、 -CH∠sp3混成軌道を有するL要素原子の数(大きさ)

であったとしても、変化するものではないだろう　((HB r)xを生じさせ

るための重合体の異義化は、すべての炭素はs p2混猷軌眉を有するものであ
り、臭素は完全にすべての二本の手をふやすという仮苗をとった75%未満の
理想的な臭素が取り込むという結果だった。今まで実瞥さJ-Lた中での全ての溶

媒では溶解できない(CH) iがあるという事実から、完∃`二な臭素化を進めよ

うとする傾向のある問質の条件下で、臭素化を実行することは不可能であるこ

とが分かった。そ叫ゆえに、シスあるいはトランス異性体が、構造的に純粋か
どうかを決定することは不可能であることが分かった。このことはとても頭要

な事実であるo　なぜならば、重合体におけるs p3混成軌道を有する炭素原子
の存在による,tシステムへのあらゆる妨害は、不純物を藤加された(CH) x

あるいは、添加さ叫なかった(CH) xの電気的性質に強く影響すると思われ.
るからである。これらの材料において、物理的研究を説明するために、基本的
に重要なことは、線状分子間中の特定原子間の椅つなぎの程度とs p 3混成軌
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iflfr什J~々:、>#末の凝輔をi*aL'W4:帖柑(I- Lで*n 、く′い・蝣')く¥ ,';・であソ. -'";.

そのような研究に適用される実験方法の中で、 NMR (核磁気共鳴いは化学
変化が複雑な科学的構造を示すために特別な利益を提供した。そして(NMR

紘)理想的なシス型、トランス型結合のポリエン結合における欠陥を代表する

科学的・立体科学的な不純物の発見に役だったO

(CH) xを興陣深いものにしている特質は整然とした個体の状態に特有の
ものであるのに反して、従来のNMR (核磁気共鳴)技術は、液体の状態を除

いては、期待する大きさまでの分解変化ができなかった。従って、私たちは、

シス型とトランス型の- (CH) x　を堅い個体情のNMR (核磁気共鳴)スペ
クトル(適経体)を高度に分解するための近代的な方法の必要性を説明するた

めに用いた。具体的に言うと、私たちは陽子による二極拡大を用いないで、こ

れらのシステムの由で、自然状態に存在する13C (炭素13)を発見するた

めに、陽子増大方を用いたのであるo　私たちは、この技術と、化学変化におけ

る非等方性から生じ、粉末の拡散を取り去るための急速な奇術的角度の標本の
回te<トをも'in-- )り/.-..

名目上は、純粋なシス型、トランス型の- (CH) xが先に述べられたよう

に準備され、 Be ams v a ri e t yの　DeI ri n　ローターの空洞

な管の中に詰め込まれたD　そして、そのBe ams v a ri e t y　のDe

ユri n　ローターは3. 3kHzまでの範囲で回転するものであったD　鑑果

として生じたスペクトル(連接体)は図1に示す。

おのおの(Del ri n　ローターの強力な13C (炭素13)の共鳴から

離れたtif/>お(・/)(f)喝子) fc-.1.;いCu.セHWxヰsmr.ド) :」ンw束から′蝣[:蝣蝣:′、

一本の光線である。シス型とトランス型の変化の違いは1 Oppmの差によっ

て生じる。トランス型ポリマー(重合体)はシス型の不純物の中に見つけるこ

とはできないし、その逆も又然りである。各々のスペクトルはより高い薬にで

はより弱い曲線(戸%までのもの)を示している。そして、それは連鎖の終局、

線状分子中の特定原子間の構かけ繋ぎ、水素の二塁結合において生じるような

s p3合成炭素の量の上昇を示している.注意すべきこととして、そのような

一本の腺は明

ド).;い、< It.

トランス型

0

,

の

る
に
体

㊨
-
的
人
口

で
質
東

日
本
の

シス型、トランス型異性体は、したがって、合成薄膜

構造的には純粋なものである。

主鎖の変化は、ブタジエンとトランス型へクサトリエ

ンの中枢炭素主鎖q)変化と似ている。シス型重合体の主鎖の変化は、ベンゼン
のそれに近い。つまり、その変化は純粋な化学変化の始まりであり、金原的な

特質を反映していない。このことは、純粋な頚合体が室温において半導体であ

るという事実に矛盾しない。ところが、凝縮された敬量の不純物が　　3%を
越えてしまった後れ金属的、電気的、そして光化学上の性質は、ヨウ化物や

As F5のような微量の不純物を伴っているときのみ生じる。
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ワ-クプリント1

(1)原則として、毒しことばをそのまま、カタカナで書き表してください。平仮名は、
&IIH</-), ,'蝣l・rで、仲・),・.';にし.ト1.

(2) h ><h、'-?・・ォ蝣--一てLi・幣-し、R.・- 、しこさ-・ ik"> i )ln・・ Jm叫細いI."*ト蝣Jl-)い
jgwaaq

O「聞いた」崎rキイタ」ではなくて、 「キータ」です。

0「気をつける」は「キヲツケル」ではなくて、 「キオツケル」です.

0「専敬するj湖「ソンケイス,ル」ではなくて、 「ソンケ-スル」ですo
Or相違」は「ソウイ」ではなくて、 「ソ-イ」です.

0鼻にかかった音の「鏡」は「カがミ」ではなくて、 「カがミ」です.

(3)カタカナは次のように紛らわしくて、読み取。がたい場合がありますので、丁寧に
AJAJしてく/・・"<Vい.

カーア、クーィ、ケ-ク、チ-ケ、ヤ-セ、ラーテ、ヲーテ、ン-ソ、コ-ユ、
エ~コ、ウ-ワ、フ-ワ、ア-ワ、ツーシ

(4 ) fii、′v<j>e or'yj.川-lil.tい蝣>lV.t.〔Iハノ-・LさU. I.人仙=汁　;l'>-')

ときは、カタ那-を組み合わせて示したり、英文字などで補ったりします.また、
説明のことばで表わします。
例

0ホネゴトゥ(トゥは[to]ではなくて、 【tu]と聞こえる。)
○ホネゴト(ゴは[ngo]の感じ. )

○アリ(「リ」はズーズー弁の中舌音[ri])

0スイクワけクワ」は[kwa]か[qua]か、はっきりしない0 )
また、一つの参考として、次の対応を参考にします。

(5)出来るだけ発葛と応答をセットで記述する。次のとおり。

挨拶0オハヨ:ァリマシタ。ドケー　イキヨ-テン　ノ。

Liu =<--.*t＼'い!i'<ォ".. '三.二へM、れノ蝣0).. .".<f)

返事0ヒヨリガ-　エーケ-　ヒロシママデ　イッテ　コ-　オモイヨルン　ヨ.

天気が艮いから広島まで行って来ようと思っているのよ。 (老女)
<気の如才ない間柄の丁寧でー上品な挨拶>
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ワークプリント2

1.挨拶の種類

・結婚式の挨拶
・夜の挨拶

・買い物で近所の人に会ったときの挨拶

・お見舞いに行ったときの挨拶
・朝の挨拶

・お葬式の挨拶
・お正月の挨拶

・友人の家に行ったときの挨拶
・昼の挨拶

-見送りの挨拶
・お細れの挨拶
・初めて会った人に対する挨拶
・夜淳る前の挨拶

・散歩中に人に会ったときの挨拶

・仕事をしている人に対する労いの挨拶

2.質問文の例

(1)お見舞いの挨拶を諏べたいときの質問文の例

階段から落ちて足の骨を折った会社の同僚のお見舞いに行ったとき、友人は濁度一人で

ベッドに頓になっても、ました.お見舞いの品物を渡しながら、あなたは何と言って言葉を
かけますか.

(2)お別れの挨拶を調べたいときの質問文の例

隣の家のご家族がご主人のご栄転で県外に引っ越すことになりました。隣の家とはもう

十数年来のつきあいで、家族ぐるみで仲良くしていますD邪に見送りに行って、もう電車

に乗らなければならないというとき、あなたは何と言っておBfLれしますか。

(3)仕草をしている人に対する労いの挨拶を調べたいときの質問文の例

uい鞠1-tVc. -蝣) ∴ *:'‖¥<< 、隅の家の転しい7,V'u:が. U"t仕L汀*・L.'fい止し/.*. <二

んなときー　あなたは何と言って挨拶しますか.
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ワークシート4

◎調査書己轟桑を　も　と　もこ、　調査の概要をま　とめ、
考察を書t,ヽてみよ　う　!

※文章を書くときの諸注意

・調査の概要をまとめるときには、主観を交えずに誠実に事実を記述すること。

・考察は調査結果に基づき、事実から結果(法則性など)を割り出す形で行なうこと。

自分の調査のテーマ

〔

嶋調査の概要と考察
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《反省と展望》

今回の実操ではー優れた科学論文を読み、その方法を学ぶことで、自ら発見していく態

度を育てることを目的として、 「事実に蝕した記述」を主な活動として行なった。目的に

沿った結果とは言え、 r記韓」活動が具体的活動のほとんどを占めてしまったことは、や

はり問題であると思われる.もっとバラエティーに富んだ内容を考案するべきであったと

反省する.

また、学習者の身の困りの問題を観察の対象とし、学習者自身に対象を見つけさせよう
とした結果ではあるが、授業時間内では納りきれない活動が多く、学習者の負担を大きく

してしまう虞がある点は、改善すべき点であると患われる。改善策については今後の課題

としたいと思う。

「態度を育てる」教育とは言え、作文や発言などに対する直接的な指導がほとんどなく

学習者の具体的なスキjレの向上についての官慮が足りていない点も反省点として挙げられ
君.i.舶べ1日:.l.- fr ft>4;、 U ^./.r-U"・<:・a'亡く. -fc.lhf>r.:川!蝣.・*:HiH '<-メ:亡と、州Ii州JL描け1

i)->ていくJA棚t^tf'cA^.1:!))れ

授業の目的と内容の問題についてに、今後、もう少し考えていきたいと患う-

車参考引用文献

・J ournal f Ame ri can Chemi c al So ci e ty

/No v emb e r　22, 1978

1万言研究ハンドブック　藤原与-監修　神都宏素意　和泉書院刊
1984年4月30日初版発行

I 「国語総合」参考資料r国語表現」参考資料r総合学習」参考資料　方言研究報告

『 fcMあい<h->U村作り= ll:確.丘*c-M　>k:守.㌔ );-7-ft帝*?iWいぼWe.灘耶wr-4捕行
平成12 (2000)年11月30日
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第7維東

山教室スピーチアクド　という独自性の発見へ

第1節「マスコミの話術に乾杯!」

第2節　…教室スピーチアクト"の活性化へ



第7維束"教室スピーチアクト''という独自性の男見-

第1帝　rマスコミの話術に乾杯!J

有井真由美　川鍋元広　西山智子

‡錐束のねらい

rrT草創の政策に顕れるように、 ・時勢は今や情報社会である。すべての動きが商連化

し効率化されてゆく中で、 NKKニュースが万人に親しまれる理由、新聞を毎朝忙しいサラ

リーマンが産む理由、それはその摂取時間が最短にして情報が凝縮されているからである。

誰もが情報の発借振となる昨今、その発倍乾の巧拙が鱒報の受信側に影響を与えること

は否めないだろう。それらの情報葦借のプロフェッショナルであるマスコミの話術を分析

することで、最短にして適切に相手に伝える方絵を学ばせる。相手からの応答を求めない・

求めるすべを持たない-方的な発信であるが故に、適切で誤解を生じさせない話術が望ま

れるのである。

本姓東によって、聴覚より、視覚より.訴える文章の搾り方を学習し、また視聴覚を併用

して最短にして情報を大量伝達させる手段としてのプレゼンテ-ショシを取り上げ、実践

する。

甘　学習者観

現代を生き抜いていく者は、溢れんばかりノの倍額の中から必要なものを選択し、活用し

ていかなければならないO現在、高校生はその多くが既にパソコンを活用し、情報を収集

することができる。しかし、それは自己の内の活動にとどまっており、将来的にきちんと

した体裁をとって万人にわかりやすく　確信する」技術を習得する必要があると考えられ

る。

Ⅱ　維束観

・制限字数や制限時間内に収められている新開やニュースの報道形式を知る。

・聞き取りやすい話し方を学習する。

・耳で聞いてわかりやすい文章・目で読んでわかりやすい文章の特徴を学ぶ。

・プレゼンテーションの方法を学ぶ。
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く指導日韓>

・制限字数や制限時間内に収められている新聞やニュースの報道形式を知る。

・聞き取りやすい話し方を学習する。

・耳で聞いて分かりやすい文章.目で読んで分かりやすい文章の特徴を学ぶ。

・視覚に訴える図表の萄巣を学習する。

・プレゼンテーションの方法を学び、実践する。

<指導計画>

指導目嘩 学習活動 指導上の留意点 .

1 1 ○新開記事や車ナウン ○配られた新開記事 (資料①

○原稿を読む持ち時間
次 時 スといった碑醜伝達 P 182) に目を通す○

手段にふれさせるO 0 車内で、各自制限瞳陶のもと

○的確な情報伝達には にその情報を口頭や伝える ∴を設定しておく0

わかりやすく伝える ための原稿を作り、読み比べ ○実際柱読んで時間内

ための技術を要する る (ワ「クシート①P 193L に収まるか確かめる

ことに気付かせる0 ○お互いに良かった点.悪かっ

た点 .気付きを表し合うO

.よう指示する0

2 ○口頭での構報伝達に ○前回の新開記事をテレビニ

:0 要旨を冒頭に述べる

時 おいて必要となる技 ユースで放送したものの原
緬を学習す畢b 宿 (プリ.ント①P 184・185)

に目を適すも
○比較し、構成に着目して考察 という形式に気付か

する0 せる0 新聞でも同じ

○プリント② (P186) を使用

し、その内琴について学習す
る0

ことに言及するC

3
B#

4
時

○アナウン不の際の 0 前回取り上げた羊ユナスの

○学習の自壊はニ子ら

T読みj め埠術につ 放送ビデオを見る0

いて学習する0

0 上れまで学習したこ

0 プリント③ (P 187) を使用

し、.正確で分かりやすくアナ
ウンスするためのテクニッ

クを学ぶ8

0 再度ニュースビデオを見て
技術を確藩する

とを踏まえてニユ】 0
0 配布された新聞記事 (ワ- ク

ス原稿作成のみなら
スを作成するO . ち...

シ- ト②P 194) で班ごと.に

ニユP ス原稿を作り、練習の
後、代表者が発表する0,

ず、適切な情報伝達

.の手段を学ぶことに
あることを伝えてお

く0
2
釈

5
時

○視覚的理解を用いた 0 プリント④ (P 188) を使用 ○見出しから記事内容

情報伝達の方法とし して見出しの効果を考えるe を推翻し、見出しに
ての新聞の形式を学 ○プリント⑤ (P 189) を使用 どの程度の情報伝達

ぴ、音声に卓る伝達 して図表.写真の効果を考え 能力があるか考え
と異なる点を知る0 るO る0

0 図表のない場合と比

赦させて有効性に気

付かせるQ
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3 6 ○聴視覚を併用し、最 ○天気予報のテ レビニュー.ス

○テーマの選択肢は

次 時 も効率良く情報を伝達 のビデオを見て、その構成を
する手段としてのプレ プリン ト⑥ (P 190 ) を使用
ゼンテーシヨンめ方鎗 して整理する0
を学ぶ0 ○プリン ト(労 (P 19 1) を使用

して、実践するプレ壷ンテー .広島県の交通事故発

シヨンの内容を抱擁する0 生状況に.ついて .

○班に分かれ、テ、一マを運んで . 日本の失業率につい

プレゼンテーションの準備

にかかる0

て
▲森内閣支持率につい

て

.私たちの〇〇両 (賭
ft )

0 157 について .
I-携帯亀高め普及につ

いて

、層 を用著す畠0 .
7 0 テーマに沿って必要 ○プ 7} ン ト⑦.を再度見せ作業

○情報串宝見つけられな
時

8

な情報を選択し収集 の流れを確謬する○
するe ○パソコン敦盛.図書室に移動

0 プレゼンテーション して情報収集を行う0 いでレ′.、たら、検索方

時 を行 うための準備 0 原稿 .資料の作成を行う0 .

I(准細 祝により.、延長あり)

法を幼君するで :.

く資料▼作成 †アナウ 0 制限時間内に発表で

ンス等) を行うO きる原稿 。資料を作

成す るよう指導す

る0

9 ○今までの学画の集太 ○スクリ一一ン O H P マイク

○終†塵、敢廊廟から:

時 成‥として、.各教でプ 尊の準備を行うe
レゼンテ∴シヨンを ○プリント③ (P19告) を使用
行 う0 し、、各班について評価を行

ワ0
講評を行うD
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<指導案>

[第1次第1時コ

本時の目標

・新開記事やアナウンスといった情報伝達手段に触れさせる。

・的確な情報伝達に絃技術を要することに気付かせる。

時間 学習活動 指導の意図 と手立て 評価

0

5

3 0

4 7

○配布 された新聞記 ○二種類の新聞記事を配布する0 0 静か に記事 を薗 ん
事に目を通す∴

○班机にする0

(資料① P 182) でいるかQ
○記事に目を通 し、内容を整理する ○記事内容 を理解 、

ように指示す る0 整 理 で き て い る
○各 自⊥新開薗事の ○ ワークシー ト① (P 193) を配布す かe
情報を整理 しセロ る0 0 必 要 な 情 報 を 拾
額 のみで相手 に伝 O ス トップ ウオッチを用意するq い、原稿の中に取
えるための原稀 を 0 原稿を読むにあたらて制限時間 り入れているか0
作成する (ウーク (療 ち時間).を決めておく.ことで ○制限.時間内で読み

シ「 ト①)。

○都内でお互いの療

ニユ】ス原稿作成の難 しさ、要点 上げ られ る時頼 を
に曳付か懸 る。. 作れているかe

0 相手が分 か り.やす、いよ う.に読む O 聞 く磯 に配慮 した
鶴を轟み比べるb ことを指示する0 ナナ ダンスを して

○郡 内 で 良 か ら た
O 他人の発表を開 くこ1とで、どのよ いるか。

うなものが分か り.車すい情報伝 0 相手 の発表 をきち
点、寒かった点、 達 としてふ さわ.しいか考 えさ.せ ん と聞 い て い る
気 づ き を話 し合
うe (ワー ク中上

ト① )

0 次時予告 .

るJB

0 次時より、泉体的にどのような原
. 稀、アナウンスが俸叫た.車のIとい

えるか学習することを告げる0

I.帆
0 活発妃音見 .交換 を

行っているか。P.
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[第1次第2時]

本時の日棲

・口頭での情報伝達(アナウンス原稿)において必要となる技術を学習する。

時間 学習活動 指導の意図 と手立て 評価
0

7

2 5

4 7

○前時に配つ鞍新開 O プ ヅ.ン ト① (P 184 ・185) を配布 〇日分の作成 した原
記事ニュー亘では . す るe 稿 との違いに気付
どのよ うに埠潰 し 0 前時の自分の原稿 と比較 してみる いているか0

0 日常私たちが考え

ていたか、その魔

清 く文字お ‡ しし

た もの . プ リン ト
①) に目を適す0

0 原稿 と新鞘由事 に

ように指示する0

0 例えば < 要 旨一群細…現状> とい

ついてその女 輩の つたように.、いかに相手に分か り ている文 と違いこ

< 構成 > にらいて やす く伝えるためにまとめられて 結論 (言いたい事)

考える0 →発表

○その他気付いた点

を発表する0

0 プ リン ト②につい
†その内容 を学習 ′

する0

0 次時予告

いるかについて学習 させ る0

0 分か りやすい文章を書くた略のマ

デュアル .(教師側が作成)、J寵布す
る0 r(プリン,ト② P 186)

○次時では実際に.< よお > とい う技

術について学習することを告げて

お く。

を頭に持ってきて

いることに寒村い

てるrt >o
O その他構成につい

て登 理できている
か0

0 その有効性を理解

できているか0
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(指導案)第一次第三時四時

本時の目標・アナウンスの際の「よみ」の技術について学習するoq

・これませ学習した内容をふまえてニュースを作成する.

時間 学習活 動 指導 の意図 と手 立て

0

1 0

3 5

4 5

8 5

9 8

0 ニ ュース のテ レ ビ放

0 度 業の前軽、視聴 覚教童へ移 動

-

I

1

I

させ るO

0 アナ ウンサ∴ のアナ ウンス技術
送 をビデ オで昇 る0

0 アナ ウンスす るため

に着 目 させ る0

.0 プ リン ト③ (P .1 8 7 ) を配布 し、の環術 を学ぶ0

0 再度 ビデ オ.を見てア

正確 に分 か りやす くアナ ウンス

す るた めの技術 を学 げせ る0

0 学習 したこ とをふま えて、アナ
ナ ダンス.甲.技 術 を確 ウンサー の技 術Sと再度注 目させ
薗 す る0

0 新聞記事 か らニ ュー

る0

0 学習 目標 は .「ニ ユ∵ スを作 るこ
ス原稿 を作成 してア と」その もの 幸枝な く、「適切な
ナ ウンスの練 習をす 情報伝達 手段 」 を学 ぶこ とにあ
る0

0 発表 す る0

0 次時予告0

ることを伝 えてお く0

:JJ'IH I計 V '.-flV.ふ 十 十

0 ワー クシー ト② (P .1 9 4 を配

布 し、制 限次数 内にお さめ させ

る0
○原満 作戒 め際 に、第一次 第二時

の学 習内容 を想起 させ る0

○班で アナ ウンスの練習 を させ 聞

きあ うD

O 班 で一人 代表者 を選 出 させ 発表

させ る0

0 1 人発表 を終え るご とに、指導

者が講評 す る0

0 次時 の予告 をす るO

評価の観点

○静かに見るこ

できたか。

○積極的

とが

に学ぼうと
する姿勢であった

か。

アナウンスの技術

を意識しながら練
習できたかO

-178-



【第2次第5時】

本時の目標

・視覚的理解を用いた情報伝達の方位としての新開の形式を学び,音声による伝達と異な
る点を知る。

時間 学習括動 指導の意 図 と手立て . 評価 の観 点

0

3

2 3

4 8

○配布 された新聞記 事
○プ リン ト⑥ (P 1 8 8 ) を配札

0 プ リン ト④ か ら、1そ れ ぞれ の見 ○良 い 見 出 し と悪
の見 出 しの効皐 を考 出 しの伝 え る情 報 を推 翻 させ 見出 しが わか る0

0 国衆 の腐 れ てい

点 を把 轟 で きて

るか O

える0

0 新醜 記事の図表や 写

る 0 . (見 出 し以 降 の盛事 を配布

し、 口頭で答 えあわせ をす る
資料 ② P 18 3 )

0 指 導者が 口頭で 天気予報 を L や
真 の効果 を考 えるe

O 次時 の予 告

べ り、 よ りわか りやす い もの と

位置 付 けて プ リン ト⑤ (P 18 9 )

を配 布す る占

0 口.頭 で の唇 .達 よ りも.図表 が優れ

てい る点 を奉 げ させ る0
0 図糞 に関連 し、...報轟写真 に疲れ

る0

0 次 回か らは醜視 覚.を梗 ? たプ レ

サ ンテー シ ヨンめ学部 こ移 るこ

とを告 げ る0
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【第3次第6時1

本時の日額

・聴視覚を併用し、最短時間に効率よく情報を伝達する手段としてのプレゼンテーション

の方絵を学ぶ。

時間 . 学習活動 . 癖導の意 図 と手立て .

○音声 に よも説明 と画像の革鹿 に

評価 の観 点

0

1 0

2 5
3 0

4 8

0 テ レビの気 象概況 の

0 ビデ オ の内 容 を よ

ビデオ を見 事こ 1注意 して見 るよ う指 導す る○

○配布 されたプ リン ト ○ プ リン ト⑥ を配布す る0

㊨ (分析 図 P 19 0 ) ○ 分析 図か ら画像 の選定 . 画 倣g) く把 握 で きて い る

を見 て、プ レゼ ンの 使 い方 . 画 面へ写す タイ ミング か0

実践 の形 をつかむ0

0 再 び ビデオ を見 る0
0 軒 にわかれ 、プ レゼ

ンの準備 にかか る○

○次時 の予告

な どを学習す る0 音声 によ る説

明 との関連 に言及 す る○

○ 郵 ごとにテ ーマを選 定す るJ。
(テーマ.の準択 肢は広 島県の交通

濁 額発生状況 について . 日本 の失

業 率につ いて 「森内閣支持 率につ

い て . 私 た ちめ0 0 市 (解 介) .
0 -1 5 7 につい て - 携 帯電 話の普及

につい て 等)
○ プ リン ト⑦ (P 19 1 ) を配布 し、

これ か ら行 う活動 毒草ついて説明
を行 うQ

O 次時 か ら各班 ごとに情報収集 と
原稿 件戒 を行 うこ とを告げ る0
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[第3次第7時・第8時]

本時の目標

・テーマに沿って必要な情報を選択し、収集する。

・プレゼンテーションを行うための準備(資料作成とアナウンス練習等)を行う。

・今までの学習を隼かしてプレゼンテーションを実践する。

時間 学習活動 . 指導の意図 と手立て 評価の観点

0

5

5 0

○前時に配布 されたプ ○これか らの作美の流れや 目的を

0 積 極的 に情報 収
リン ト⑦の額習0 再確藩 しておく。

0 与えられたテーマに ○あらか じめノヾソ占ン教室や図書
必要な情報を収集す 垂 を利用 できるよ うに してお 集 を行 って い る

る0.

0 教室に房 り⊥情感を

き、各 自情報を収集す るよう掃 .か0

示するO 0 文 献や イ ン ター

(早 く終わった ら順次、次の椎葉 ネ lyJ トを活 用 で

. に移るように指示す 革) きているかO

0 また情報収集などが終了 してい ○車 ご とに協力 し
(頃)

9 7

整理 して資料の作成 ない班では、それを娩行 しても て 作業 を行 って
をするO

O 作業終了

良いと指示する0

0 残 った作業や練習は、休み時間
や放漁獲に各舞 で完成 させるよ

うに貰 う0

いるか。.

※　全体の進行状況を見て、あと1時間は延長を考える。

[第3次第9時]

本時の指導日額

i今軍での学習の集大成として、各班でプレゼンテーションを行う0

時間 学習目梗 指導の意図 と手立て 評価の観点

0

5

4 0

○各班、プ レゼ ンテー ○評価シ如 ト (プリント⑧P 192) 0 迅速 に準 備 を行

シ ヨンの準 備 を行 を配布 し、開きながら記入する うこ とが で きた
ラ (O H P やスク リ

ーン、マイク等の準
備を行 う}

○発表 (持ち時間は 1

ことを指示する0

0 教師側から良かった点 .改革す

べき点.気付き等の講評を行 う0

か0

0 これ まで の学 習

軒につき3 分)

○各自、評価シー トを

完成させ、呼出C

を生 か して 発表
を行えているかO
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全
面
否
認

仙
台
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滅
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べ
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な
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守
容
疑
者
は
意
見
陳
述
で
、
.
i

1
角
六
日
に
宮
城
県
警
に
任
意

同
行
を
求
め
ら
れ
'
少
女
の
件

に
つ
い
て
r
や
っ
て
お
り
ま
せ

ん
」
と
膏
う
と
'
ポ
リ
グ
ラ
フ

(
う
そ
発
見
管
に
か
け
ら
れ

「
三
十
人
か
ら
三
十
人
は
や

っ
た
』
な
ど
の
反
応
が
出
て
い

る
」
と
言
わ
れ
た
と
し
、
「
蜜

が
混
乱
し
、
こ
こ
で
認
め
て
し

ま
う
と
す
べ
て
お
さ
ま
り
'
精

神
的
に
楽
に
な
れ
る
と
い
う
気

ド
i
.
V
f
!
サ
.
r
調
-
u
S
^
し
て
し

ま
っ
た
」
と
述
べ
兜
O

そ
の
後
へ
九
日
に
弁
護
士
と

接
見
し
た
際
に
'
「
ま
っ
た
く

心
当
た
り
が
な
か
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
た
」
な
ど
と
し
て
否

認
に
転
じ
、
熱
線
を
続
け
る
よ

う
に
な
っ
た
と
畿
明
o
　
「
無
実

と
潔
白
を
訴
え
て
闘
い
続
け
る

決
意
で
す
」
と
述
べ
た
。
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富山の誘拐

公
衆
電
話
に
不
審
な
男

聾
者
一
時
、
小
屋
に
監
禁
か

富
山
県
大
門
町
の
コ
ン
ビ
ニm

>

エ
ン
ス
ス
ト
ア
手
伝
い
長
原
匡

m蒜
さ
ん
(
二
四
済
誘
望
樽
p
~

犯
人
の
男
は
車
の
後
部
座
席
に

長
原
さ
ん
を
乗
せ
て
連
れ
回
す

7
方
、
途
中
、
小
屋
の
よ
う
な

場
所
に
閉
じ
こ
め
て
い
た
こ
と

が
二
十
三
日
へ
県
督
小
杉
署
の

捜
査
本
部
の
調
べ
で
分
か
っ

た
。
ま
た
、
六
回
日
の
要
求
電

話
が
か
け
ら
れ
た
二
十
二
日
午

後
三
時
前
、
J
R
高
岡
駅
か
ら

西
に
約
,
言
あ
公
衆
電
話
で
、

木
琴
な
男
が
目
撃
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

調
べ
で
は
、
男
は
ラ
イ
ト
バ

ン
の
よ
う
な
車
の
後
部
に
長
原

さ
ん
を
寝
か
せ
た
状
態
で
移
動

し
て
い
た
ら
し
い
。
調
べ
に
対

し
長
原
さ
ん
は
'
粘
着
テ
～
プ

を
解
か
れ
・
て
華
か
ら
降
ろ
さ

れ
'
1
.
時
小
屋
の
よ
う
な
と
こ

ろ
で
監
禁
さ
れ
て
い
た
と
話
し

て
い
る
。

捜
査
本
部
は
`
家
域
へ
の
電

話
や
現
金
受
け
渡
し
の
指
定
場

所
が
、
長
原
さ
ん
宅
か
ら
葦
で

二
十
分
ほ
ど
の
^
c
C
f
l
同
駅
硯

辺
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
元
の
地
理
に
詳
し
い
男

と
み
て
い
る
。

二
ハ
回
目
の
電
話
で
目
撃
さ
れ

た
男
は
三
十
重
刑
後
で
、
黒
っ

ば
い
服
を
着
へ
顔
を
隠
す
よ
う

に
話
し
て
い
た
と
い
う
O
長
原

さ
ん
宅
に
押
し
入
っ
た
男
は
三

十
-
五
十
代
へ
約
一
七
〇
㌢
の

が
っ
し
り
し
た
男
だ
っ
た
。
同

い
う
が
、
母
親
の
喜
美
代
さ
ん

(
雷
)
は
男
が
自
宅
に
い
た
際
、

「
別
の
人
物
と
携
帯
電
話
で
遵

F
緒
を
取
っ
て
い
た
よ
う
だ
」
と

言
っ
て
お
り
、
複
数
犯
の
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
O

F
本
部
は
'
豪
族
に
か
か

っ
た
電

帝
の
時
刻
と
1
致
し
'
特
徴
が

似
て
い
る
こ
と
か
ら
'
犯
人
の

可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。

し
^
'
・
"
'
K
:
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れ

て
解
放
さ
れ
る
酷
で
1
人
の
男

の
声
し
か
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に
し
て
い
な
い
と
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E
に
筋
地
歴
剤
を
入
れ
た
寧
兄
は

くプリント珪)-A)

者
は
意
見
陳
述
の
中
で
-

仙
台
市
泉
区
の
「
北
陸
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
に
入
院
し
て
い
た
少

・
;
・
.
,
・
・
　
　
　
紬
瞥
叫
‥
小

混
入
さ
れ
た
事
件
で
も
殺
人
未

遂
容
疑
で
透
挿
さ
れ
た
元
磯
貝

・
1
 
-
完
H
?
^
'
t
鳶
1
1

(
二
九
)
に
対
す
る
勾
留
理
由
開
示

の
法
廷
が
二
十
三
日
午
後
へ
仙

台
簡
裁
で
開
か
れ
た
。
守
容
疑

ま
っ
た
く
な
い
」
と
述
べ
て
'

容
疑
事
実
を
全
面
的
に
否
認
し

た
。上

療
昭
吾
裁
判
官
は
、
勾
留

の
理
由
に
つ
い
て
「
事
案
は
重

大
で
関
係
者
も
多
繁
り
'
駈

拠
隠
滅
や
逃
亡
の
お
そ
れ
が
あ

る
j
と
述
べ
た
O
弁
護
側
は
、

筋
弛
緩
剤
マ
ス
キ
ュ
ラ
ッ
ク
ス

の
致
死
曇
や
投
与
畳
な
ど
の
説

叩
x
-
'
-
-
.
ォ
蝣
:
蝣
'
蝣
.
:
'
吉
血
判
H

は
「
現
段
階
で
答
え
る
必
要
は

な
い
」
と
述
べ
た
。

守
容
疑
者
は
意
見
陳
述
で
、

1
・
月
六
日
に
宮
城
県
聾
に
任
意

同
行
を
求
め
ら
れ
、
少
女
の
件

に
つ
い
て
r
や
っ
て
お
り
ま
せ

ん
l
と
言
う
と
、
ポ
リ
グ
ラ
フ

(
う
そ
発
見
器
)
に
か
け
ら
れ

「
三
十
人
か
ら
三
十
人
は
や

っ
た
〓
?
¥
>
G
反
応
が
出
て
い

決
意
で
す
」
と
述
べ
た
。

ニュース文字起こし2001.1.23

zsk^Ka 't-tfXSS

弛緩剤混入

約
諾
讐
潔
白
訴
え
て
闘
う
」

守
容
疑
者
が
全
面
否

る
」
と
言
わ
れ
た
と
し
へ
　
「
頭

が
混
乱
L
t
こ
こ
で
認
め
て
し

ま
う
と
す
べ
て
お
さ
ま
り
'
暗

神
胞
に
楽
に
な
れ
る
と
い
う
気

・
、
f
-
V
.
 
"
R
ら
朋
叫
'
蝣
v
z
L
∵
し

ま
っ
匹
と
述
べ
た
o

そ
の
後
、
九
日
に
弁
護
士
と

接
見
し
た
降
に
、
r
ま
っ
た
く

心
当
た
り
が
な
か
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
た
」
な
ど
と
し
て
否

認
に
転
じ
、
黙
秘
を
続
け
る
よ

う
に
な
っ
た
と
説
明
。
遠
実

と
常
白
を
訴
え
て
闘
い
続
け
る

NHK　午後9時～9時15分全国ニュース
?

・仙台市め病院でおきた脚色綾剤を使った殺人未遂事件で、逮捕拘留されている守大介容

疑者は、裁判所が拘喝の理由を明らかにする手続きの中で、まったく身におぼえがないこ

とだと述べました。今日の手続きでは、仙台簡易裁判所の上原しょうご裁判官が重大な犯

罪で証拠隠滅の恐れもあるなどと拘留の理由を述べたのに対して、弁護側は客観的な証拠

がなく動機も見当たらないと主張しましたOこの後年容疑者が取り調べの中でうそ発見器

に担ナられたりするうちに、あたまが振乱し、犯行を認める内容の蘭書に署名してしまっ

'た、しかし、,弁護士と話すうちに自分が本当はやっていないことに気づき容疑を否認した。

まJ3rた(身li=おぼえがないことで一日も早くこの身が解放されるよう無実と潔白を訴えて

戦い続ける決意ですと述べましたO守容疑者は捜査本部の取調べに対していったん容疑を

詠める供述をしましたが.現在は否認しているということです。 (1分9秒)
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富
山
県
大
門
町
の
コ
ン
ビ
ニH

E

エ
ン
ス
ス
ト
ア
手
伝
い
長
原
匡

し志
さ
ん
(
ニ
四
)
の
誘
拐
事
件
で
'

犯
人
の
男
は
車
の
後
部
座
席
に

長
原
さ
ん
を
乗
せ
て
連
れ
回
す

1
方
へ
途
中
、
小
屋
の
よ
う
な

場
所
に
閉
じ
こ
め
て
い
た
こ
と

が
二
十
三
日
へ
県
警
小
杉
署
の

捜
査
本
部
の
調
べ
で
分
か
っ

た
。
ま
た
、
六
回
目
の
要
求
電

話
が
か
け
ら
れ
た
l
至
百
年

宮山の誘拐

くプリント①-B)

い
う
が
'
母
親
の
書
美
代
さ
ん

(
普
)
は
男
が
自
宅
に
い
た
際
、

「
別
の
人
物
と
携
帯
電
話
で
逼

格
を
取
っ
て
い
た
よ
う
だ
」
と

言
っ
て
お
り
へ
複
数
犯
の
対
磯

性
も
否
定
で
き
な
い
。

埜
二
時
前
、
J
R
高
岡
駅
か
ら

g
l
に
約
7
㌔
の
公
衆
電
話
で
'

=
∴
:
v
-
*
>
'
:
.
小
.
て
い
I
I

蝣
s
-

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

調
べ
で
は
'
男
は
ラ
イ
ト
バ

ン
の
よ
う
な
車
の
後
部
に
長
厳

さ
ん
を
寝
か
せ
た
状
態
で
移
動

し
1
I
I
,
-
-
'
*
1
L
,
に

し
長
原
さ
ん
は
'
粘
尊
ア
ー
ブ

を
解
か
れ
て
華
か
ら
降
ろ
さ

れ
二
時
小
屋
の
よ
う
な
と
こ

ろ
で
監
賛
さ
れ
て
い
た
と
話
し

て
い
る
O

捜
査
本
部
は
'
家
族
へ
の
電

>
Z
'
'
-
が
　
　
畔

所
が
、
長
原
さ
ん
宅
か
ら
車
で

I
.
・
∵
∫
廿
.
・
^
e
-
V
r
>
'
-
:
.
-

辺
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か

ら
'
地
元
の
地
類
に
詳
し
い
男

と
み
て
い
る
。

聾
者
1
時
、
小
屋
に
監
禁
か

公
衆
電
話
に
不
審
な
労

六
回
目
の
電
論
で
目
撃
さ
れ

た
男
は
三
十
歳
前
後
で
'
黒
っ

ば
い
脂
を
着
も
顔
を
隠
す
よ
う

に
話
し
て
い
た
と
い
う
O
長
原

さ
ん
宅
に
押
し
入
っ
た
男
は
三

十
-
五
十
代
t
的
l
七
〇
㌢
の

が
ー
っ
し
り
し
た
男
だ
っ
た
。
同

本
部
は
、
家
族
に
か
か
っ
た
電

話
の
暗
部
と
1
致
し
、
特
徴
が

似
て
い
る
こ
と
か
ら
'
犯
人
の

可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。

長
原
さ
ん
は
1
連
れ
出
さ
れ

て
解
放
さ
れ
る
ま
で
1
人
の
男

の
声
し
か
耳
に
し
て
い
な
い
と

=ユー+{文字起こし2001.1.23

NHK　年後9時～9時15分全国ニューース

・富山県だいもん町で2 4才の男性が自宅から連れ去られ身代金を要求された事件で、捜

査本部では隣の高岡市内から公衆電話をかけていた不審な男を容疑者と断定′しました。昨

夜無事保護されたながはらまさしさんの家族には7回脅迫電話がありましたが、このうち

6回目の電話がかけられた高岡市内の商店の前で不審な男が公衆電話をかけているのが目

撃されていますq警察で調べた結果、この男が電話をかけていた時刻が脅迫電話と一致す

ることから、捜査本邸ではこの男を容疑者と断定しましたO目撃証言によりますと、この

男はがっちりした体格で、髪は短く、顔を隠すように電話をかけていたということで、体

格はまさしさんの家族の証言とも一致していもということです(53秒)
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(プリント②)

誤解を招かない文章を書くために

一一分かりやすい文章を審く-

菜r事柄を単純に並べる文章Jを書く。主観や意見は入れず、客観的にo

※　わかりやすい文革の見本としてrニュース」とr新軌の文章をとりあげる.

○ニュースの原稿さ耳・.・耳で軌、てすぐわかる。長い文章は前を忘れてしまう。

話し吾秦を基滑とする。 (古めかしくなったことば・こなれていない新語は使わない)

テレビニュースで埠、 +般的に一文の長さが執、。くりかえしを多用する。

(※ラジオニュースではリードを長くとるため、一文の長さがある程度貴い方が

伝わりやすいこともあり得る)

接線の青菜に気を遣う。 ( rこの・なお・そして・次のように・このように」など、

糖硬の療統詞には前の文を受けてまとめる作用がある)0

・時間制限があることから、情報のトピックだけを端鍬こ伝える。

○新聞の原稿は・・.凍み返すことができる。関連記事など、情報量が盤凱

記録として文部弓とどめる目的。

字数制限があることから漢語.体書止めを多用す6.0

見出しはでき布石限りの省略形をとる。

弾　寒を書くときに留意する技術

○客観的な情報(事件など)を述べるときの静負の順序

rいつ・誰が(何が). ～されたj ,が原則.

r～であった⊥が、 00していたことが、 XX日、わかったjという審式。

(事前の知聴) (童蕎)  (述議)　　　　(いつ)

○主畜と述語が離れすぎない。

○主静と連帯がね止れないく主語と述語が常に対応)0

○勝手なことばを作らない(蹄をみだりに使用しない)0

o慣用句は確実に嘩う(X r魚を得た水j rぬかみそに軌)e

o静間の呼応を忘れない(r決して～ない」等)0

oことばの重複をしない(X鳩から落馬する」 r並木が並んでいるj r途中で中山)0

○文中の切れ目を埠つきりさせるにつ意味がとれるものは不可)e

(X rいるか按ふろにはいらないかJ r新聞記者でもある氏の伴静-j)

○文体は統一する帰陣と敬体をまぜない)0

0敬語を濫用しない(不必要にへりくだらない)0

○比晩は使用しない。前例になぞらえることも危険。
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自
動
車
レ
・
-
ス
の
本
場
欧
州
で

1
人
の
日
本
人
ド
ラ
イ
バ
ー
が
純

増
に
な
っ
て
い
る
。
昨
季
の
苗

F
3
選
手
臓
で
総
合
.
 
3
位
に
入
っ

た
佐
藤
琵
勝
(
S
3
)
。
・
セ
ナ
T
ハ

ッ
キ
ネ
ン
な
ど
数
々
の
F
ェ
五

番
を
生
み
出
し
た
伝
統
の
霞
肇
ナ

細
で
四
蛋
併
し
、
こ
の
ほ
ど
~
F

l
の
ォ
<
&
ホ
ン
ダ
の
テ
ス
ト

ド
ラ
イ
バ
ー
に
引
き
あ
げ
ら
れ

た
。マ

シ
ン
開
発
の
早
さ
が
も
の
を

等
つ
F
l
で
は
、
テ
ス
ト
ド
ラ
イ

バ
I
の
善
増
す
1
方
だ
.

テ
ス
ト
ピ
ブ
イ
パ
ー
で
力
を
顎
持

し
、
正
ド
ラ
イ
バ
ー
の
直
音
う
か

が
う
の
が
1
つ
の
過
に
な
っ
て
い

る
C佐

藤
は
十
九
歳
で
監
帯
か
ら

カ
ー
ト
へ
転
身
し
た
変
わ
り
確
。

ホ
ン
ダ
が
開
校
し
た
鈴
鹿
レ
ー
シ

ン
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
進
み
、
奨

学
金
を
得
て
.
t
九
九
八
年
に
菖

)
へ
渡
っ
た
O
海
外
の
F
3
で
痛
い

V5

酎
な
が
l
^
'
b
1
-
r
-
を
U
柑
寸
性
癖
喝

新
し
い
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
。

ほ
か
に
も
フ
ラ
ン
ス
F
3
で
椙
比

良
(
2
1
)
へ
ド
イ
ツ
F
3
で
は
金

石
年
髄
(
」
)
が
活
躍
中
だ
。

資
に
次
々
と
若
手
が
飛
び
出

し
た
網
漁
に
は
、
モ
ー
サ
.
-
;
<
ボ

ー
ッ
の
ブ
ー
ム
が
去
り
、
沈
柑
す

る
甘
木
の
葉
あ
る
O
昨
年
、

日
本
人
の
F
l
ド
ラ
イ
V
　
は
ゼ

ロ
O
八
七
年
の
中
島
悟
以
来
挽
い

て
き
た
系
相
が
途
絶
え
た
.

か
つ
て
F
l
ド
ラ
イ
バ
ー
の
一
'

大
供
給
腺
だ
っ
た
フ
ォ
上
ヽ
「
デ
フ

ニ
ッ
ポ
ン
(
F
ニ
ッ
ポ
ン
)
も
ヘ

ス
ボ
ン
サ
-
収
入
の
減
少
な
ど
で

粘
位
が
低
下
。
こ
}
巌
坪
は
年
間

王
者
に
な
っ
て
も
F
l
に
昇
格
で

き
な
く
な
っ
て
お
り
、
昨
季
1
0
戦

中
8
陣
と
他
を
圧
倒
し
た
南
木
虎

之
介
も
F
l
.
復
帰
を
果
た
せ
ず
、

今
季
は
米
O
<
ォ
H
に
参
戦
す

る
O

嘗
仕
の
妃
者
会
見
を
す
る
環
賀
堀
志
郎
氏
-
e
n
-

-
f
s
]
,
口
午
那
1
0

時
4
5
分
も
東
京
都
千
代
田
区
の
申
婆
尚
庁
巷
4
号
館
で
~

源
強
　
大
都
民
へ
あ
そ
う
・

た
ろ
う
)
.
痩
院
福
岡
8
些
学

習
院
大
挙
へ
麻
生
セ
メ
ン
ト
社

登
文
部
政
務
次
官
、
患
企
庁

長
官
'
自
民
党
政
靭
副
会
長
、

究
経
理
昏
㌢
当
選
7
回
。
糾

歳
。
(
河
野
グ
ル
ー
プ
)
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くプリント⑦)

㊨プレゼンテーションを完成させよう

I.プレゼンテーションとは

本来、事業甲計画や見構もりなどを発表、説明することを指しますが、今回

は皆さんに与与られたテーマについて調べた内容をクラス内で発表してもらう

ことにします。シ以下のことに注意して自分たちのプレゼンを成功させよう!

Ⅲ_　具体的作業について

●発火r<bこ品むWift'jの作成.

●発表を開t側の手元に配布する資料の作成o

K・原稿を串り詳しく且つまとめたもの。あとから見返して、発表の内容を

再確認できるようなものに仕上げようO

●oHPに譲る視覚的効果のある図や表、写真の活用O

:写己.未くべた持　ち時間　3　^>:>

以上の3つのことを実践してもらいます。これまでの学習をいかして~最短

時間に、正確に、分かりやすく、的確に"相手に情報を伝えることができるよう

に各渡で工夫しようO

Ⅱ.アドバイス

(作業〉

0与えられたテ-マに関しては図書室やインターネット等を活用して、正確

な情報を収集しよう0

日打[--I一・'/>カ、l卜YJすく　<l:h" ∴Af-feJ主IK ,t-),.州iw.、読む淑I.mi

の置き方、イントネーション、発音・発声等をチェックしておこう。

0図や写真嘩どのようなものが有効かよく考えて選択しようoまた、発表の

どこで0甲Pを使用するとより効果的か考えてみよう.

0これまでの学習で配布したプリントをよく見返して復習しておこうO

(発表)

-0発表の際に声が通るように、原稿ばかり見て下を向かないよう注意しようo

OOHPの使用の際はそれに関して筒単な説明を入れるようにしよう。

0あくまで調べた事実、結果を発表することが目的なので発表者の感想等は

含まないようにしよう。

Ⅳ.その他

0コピー機の使用に関しては休み時間や放課後に先生に申し出てくださいo

OOHPに使用する図や写真は提出してくれればこちらで印刷しますo

Oその他、分からないこと等があったら相談してくださいO

では、各壊協力してプレゼンを成功させましょう! !
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★1Liぜンテ一一ション欝儀シ-ト★

m　-r-^r　　　　　　　　　　町

_….札　ftmi

良かった点 改革した方がよい点 気付き

-敢　テーマ『　　　　　　　』

良かった点 改轟した方がよい点 . M tt t

_⊥醍　テ-マ『　　　　　　　』

良かった点 改善した方がよい点 気付き

-班　テーマ『　　　　　　　』

良かった点 改醇した方がよい点 .T 気付き

h撃　テーマ『　　　　　　　』

良かった点 政市Lfc hがよい点 ォ# #
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(ワークシート①)

◆
新
聞
記
事
の
内
容
を
'
相
手
に
口
頭
で
伝
え
る
原
稿
を
作
ろ
う
。

【
制
限
時
間
　
上
分
l

[]

E
[

叙
　
名
前

◆
相
手
の
鍵
ん
だ
情
報
(
ニ
ュ
ー
ス
)
を
開
い
て
気
付
い
た
点
や
思
っ
た
こ

と
を
書
い
て
み
よ
う
。

・
良
い
と
思
っ
た
点
・
そ
の
理
由

・
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
点
・
そ
の
理
由

・
気
づ
き
・
感
想
-
-



fit　　　　　等
米産タマネギ、昨年末比20%高

輸
入
野
菜
の
国
内
価
格
が
年
鯛
け
後
へ
軒
並
み
上
昇
し
て
い
る
。
米
国
産
と
メ
キ
シ
コ
産
は

昨
年
ま
で
の
価
格
低
迷
の
反
動
に
よ
る
生
産
畳
の
落
ち
込
み
‥
中
国
韓
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
産
は
壷
因
に
よ
る
供
給
減
少
が
影
響
し
て
い
る
。
昨
年
末
か
ら
の
円
安
も
1
因
だ
。
寒

毅
な
ど
の
影
響
で
高
騰
し
て
い
る
国
産
品
に
比
べ
れ
ば
な
お
安
い
も
の
の
、
外
食
企
業
や
量
販

店
に
は
輸
入
品
の
仕
入
れ
を
手
嘩
見
る
動
き
も
出
始
め
た
O

外
食
・
量
販
店
買
い
抑
制

米
国
産
で
値
上
が
り
の
目
立

つ
の
が
タ
マ
ネ
ギ
O
商
社
売
値

主な輸入野菜の商社売値
(牌地区、中Jh憾、円)

蝣JJKiMiil詣瀬

600　　　500
p(蒜孟鼠10叫
カポ'チヤ　　　　　　之,700　　2,350
(メキシコ産、10抑)

生シイタケ
(巾鞠磨、 5+o)

*
(ruraae、 5 tnl

1,500　1,000

600　　　50C)

・軒　　プ自首ヨiJニ　ー1,800 1,500
(中国産、 10キロ)

は
十
㌔
当
た
り
六
百
円
前
後

と
、
・
昨
年
末
の
水
準
至
t
O
%

上
回
る
。
肝
年
秋
に
収
療
さ
れ

た
タ
マ
ネ
ギ
の
作
付
面
積
が
1

1
二
割
減
っ
た
た
め
産
地
価
格

比
で
は
二
倍
以
上
高
い
。
「
こ

こ
数
年
の
価
格
低
迷
で
日
本
向

け
品
種
の
作
付
面
積
が
大
幅
に

減
っ
た
」
(
メ
キ
シ
コ
大
使
館
商

務
部
)
反
動
が
t
気
に
来
れ
た
。

中
国
産
で
は
生
シ
イ
タ
ケ
が

!
*
P
R
前
に
比
べ
五
o
r
　
不

一
が
上
昇
し
た
と
こ
ろ
に
円
安
が

重
な
り
、
「
円
建
て
輸
入
価
格

は
7
カ
月
前
よ
り
五
割
近
く
上

昇
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[模擬プレゼンテ-、ション原稿(第3次第9時) 】

<アナウンス原稿>

私たちは広島県内の交通事故発生状況について調査してみました。 -

今年一月の広島県内の交通事故発生件数は、 1月28日までに死亡者数26人と過去3番

目に多く、昨年を上回るペースであることが明らかになりました。このことを受けて広島

県管では29日に交通担当者を集め、注意を呼びかけるよう指示しました。

(室内消灯・衰1を投影)

スクリーンの表をご革ください。この図は広島県内の年別交通事故発生状況を示したも

のですO平成12年の件数に注目してください。表からわかるように広島県では昨年平成12

年の交通事故発生件数が2万件を超え、また死亡者教も48人増加しています。このように

明らかに増加傾向にあり、これを上回るペースとなると事態は滞刻なものと言えそうです。

さらに年齢層別の死者の内訳を見ていきます。 (衷2を投影)

スクリーンの表にあるように、平成11年と比較しますと10代20代は減少しているのに対

し、 65歳以上の高齢者は著しく増加しています。よって響寮でも特に高齢者に対して注意

を呼びかけるよう努めていますO

またその交通事故の具体的原因については、 (グラフを投影)

このグラフをご寛ください。この先頭にある網掛けの部分は最高速度違反を示しており,

20代までは最高速度違反によるものが死亡事故発生件数全体の約3分の1を占めています。

また、この日と黒の部分はそれぞれ一時不停止と運転操作ミスを示しています。 65歳班上

の高齢者はこれらの一時不停止、運転操作ミスによるものがその事故の原田の多くを占め

ていることがわかります。

(室内点灯)

響癖ではドライバーや歩行者に注意を呼びかけ、交通事故防止キャンペーンを行う予定

ということです。

発表者は、有井・川鍋・西山でした。
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島県交通事故発生状況について

舞表日:2001年2月1日　　発表者:有井真由美・川鍋元広・西

1. 2001年1月の交通事故発生状況

2001年1月の交通事故による死亡者は、高齢者を中心に26人を記録した。これは、

昭和52年の30人、昭和50年の27人に次ぐ、過去3位のペースであるo

このことを深刻視した広島県警は、 1月29日に交通担当者を呼び集めて広島県警察本

部で会議を開いた。その会嶺で広島県警察本部の小田村初男本部長は、各警察署の交通

係長などの幹部87人に対し、交通安全教育を徹底するなど、事故防止のた釧こ努めるよ

う指示した。

2. 2000年の交通事故発生件数について

現在、交通事故畢生件数は増加傾向にある　2000年の発生件数は21,000件を突破し、

交通事故による死亡者数とともに、 1999年の19,664件を大きく上回ったO

交通事故の発生状況と
死亡事故の特徴

Ji二砧リ.-t内の年別交通恥牧堀′i二状況

咋 別 「
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3.交通事故の発生原因

く年齢層別被害者)

交通事故の発生状況と
タヒ亡事故の糊致

壮者(/.-<!-齢個別(敵'llf H-)
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年齢層別に被害者を見ると、特に高齢者層が多いことがわかる。
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・全国の交通死亡事故の状況
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<反省と展望>

情報伝達のプロフェッショナルとしてのニュ-ス・新噺を資料として配しながら、原稀

の作成・アナウンス技術・図や表の視覚的効果について学習することのできる指導案を作

成したつもりである。しかし、これらの技術の抽出にあまりに新聞とニュースに頼ったた

め、もっと時流にのっとった伝達手段を探し、材料にできなかったことは新鮮味に欠け、

残念であるO

また、我々自身が「視聴覚に訴える的確な情報伝達抵」について勉強不足で明確などジ

ョンが見えていなかったた桝こ、この指導計画が未当に効果的な方法を学習者に身につけ

させることができるものであるか、はなはだ心もとないこ一応、発展形をプレゼンテーシ

ョンとしているが、小ニュ-スのような形であり、本格的且つ実践的なプレゼンテーショ

ンに迫ることはできなかったO指導計画半ばのニュ-ス作成についても同様で、本格的に

テレビニュースを模した形式の実践やインタビュ-形式などには及ばなかったO情報の伝

道者、マスコミのより本質に近いものを目指すのか、それとも技術の習得のみに焦点を当

てた活動にとどめるのかについては、準備や時間数などの間皆から後者を選択せざるを得

なかった次第である。・

r最短時間に・正確に・わかりやすく情報を伝達する力jを身につけさせるのがこの指

導計画の最大の目標であった。その手本としてのニュース・新開を位置付けであったが、

これはマスコミなくしては生活できないという私たちの現状からである。その筋果、今回

はマスコミの優れた点ばかりを学習することとなったが、それを批判的に見るカをどう学

習・指導してゆくかという観点をとり残しているD今後の課題としたい。

<参考引用文献>

・Vf淵悦太郎細君丁新版　感.tj哨軸36年12Si lO!l苛l刷発行　卜I*評論杜

・朝日新聞　20G1年1月24日

・日本経済新聞　2001年1月14日/1月30日

<模擬プレゼンのた桝こ参考にしたホームページ>

・広島県督療本部のホームページ

・菅視庁のホームページ

・中国管区督察局のホームページ
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第7維束"教室スピーチアクト''という独自性の発見へ

第2節　"教室スピーチアクドの措性化へ

木下悠子　田村理恵

I　維束のねらい

従来の授業にみられる"教室スピーチアク7J'は、教師主体の一方向的なものであり、

生徒の自発的な発言を抑圧するものが多かった0本維束では、教師と生徒、または生徒同

士の多方向的コミュニケーションが活発に行われるような、望ましい"教室スピーチアク

ト''への転換を試みることをねらいとする。

具体的には、瓜対話''を重視した相互教授法にもとづく協同学習を行なうことによって、

自由に意見が述べられる雰囲気を体験させるQまた、教師の口話法を学び、話す内容をよ

く吟味し、 「特定多数にわかりやすく話す」力をつけさせるOこれらの活動を通して、学

習者に教室で発言する力を身につけさせたいと考える。

lI　学習者観

対象学年一高校1年生

学習者は、受験対策としての受身的な授業を受け続けてきた。その結果、教室で意見を

求められても、同翻圧力や間違っているかもしれないという不安などから、うまく答えら

れない学習者が多くなっている。しかし、将来的にも多くの人の前で話す力を身につける

ことは必要不可欠であると考える。

III　維束観

・アナウンサーの口語法と比較し、教師に独特の口話法を知る。

・相互教授法におけるリーダーと援助的コメンテーターの役割を知る0

・相互教授法を通して活発な意見交換の場を経験する。

・特定多数の人に向かってわかりやすく話す方法を考え実際に話す。
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指導目標

・教師に・独特な口話法について学習する。

・相互教授法の形式を満額して活発な意見交換を行う。

・多くの人の前で、聞き手にわかりやすく話すことができる。

指導計画

吹 時 指導 目標 学習活動 指導上の留意点

1 1 ○アナ ウンサM と教師 O 同内容を囲 ったニュースと教 ○アナウンサ「 と教師
の 口話法に遠を、があ 師の謡のビデオを見る0.文字 の比較をすることを

ることに気づかせる○

○教師に独特な口話法

おこしをしたもの (資料①、

P 芦06 ) を参考にする0

○嘩者を比較 し、気づいた点 を
療養する0

0 教師に独特なH 話法について

伝える○

○比較のための様々な
について考えさせる0 考え、ワークシー ト(》 (P

にまとめるO

観点を適宜示す0

2 2 ○教師 と生徒 の関係を ○ワークシー ト①をまとめたも ○教師 とリーダーを関
l<- // - と捉叫的∵ の (資料②、P 20 7) をもと 連づけて相互教授法
メンテ一夕ー め関係 に、 リーダM になるために を教える0

○後の活動で発表する

に置 き換えて考える0.

0 必要 な情報を収集で

必要な技術 と態度 を知る○

○相互教軍法について知る (資
癖③、P 208)

○テ】マを分担 し、それについ
きる0 て新聞 .図書 . インタ】ネ ッ ことを伝える0

ト等を利用 して調べ る0 ○次時までに話ができ

る程度の情報を集め

てお くよ う指 示 す
る0

3 ○ リーダーを中心に全 ○班内でそれぞれのテーマにつ ○活発な話 し合いがで
草が積極 的に参加 し いて相互教授法の形式で話 し きるよう適宜指導す

て話 し合 うこ とがで 合うO ( 1 テーマ 8 分 ×6 人) る0
きる0 ○班内の意見をもとに

次時までに改良 して

くるよう指示するO

4 。前時 よ り自信 を持 つ ○前時 と同 じ形式で議 し合わせ

○抽選によ りどの班が

て話す0 る0 ( 1テ】マ 5 分 ×6 人)

○ク ラス全体 に発表で ○班に割 り当て られたテーマに

きるように班 で協力 ついて次時に発表できるよう どのテーマを発表す

して留意する鼻な ど
を話 し合う0

改良を加える0 るか決めるO
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Jl't^ fi l-lll'l

次 時 指 導 目 標 学 習 活 動 、 指 導 上 ゐ 留 意 点

2 5 O よ り 多 く の 人 に 向 け ○ ク ラ ス 全 体 に 話 す 0 ( 1 テ ー

○ 全 班 終 了 後 、. 毒
か ら 総 評 を し 、

他 学 級 で 話 す こ

伝 え る 0

て .話 す こ と が で き る 0 マ 8 分 × 6 班 ) 0

○ 他 班 の 話 を 聞 き 、評 価 ○ 評 価 シ ー ト ( 資 料 ④ 、 P 2 1 0 )
す る こ と が セ き る 0 に 他 班 の 話 し を 聞 い て 気 づ い

た 点 を 記 入 し 提 出 す る ○

3 発 ○ テ ー マ に つ い て あ ま ○ 他 学 級 に 行 き 、. 話 す 0 O H R の 時 間 を j;
展 り 知 識 を も た な い 琵 Q 話 し 手 以 外 の 学 習 者 は 、 生 徒 講 を さ せ て も ギ
活 徒 に も 萄 す .こ と が で の 反 応 等 発 表 の 様 子 を 記 録 用 ○ そ め ク ラ ス の Jj
動 き る 0 紘 ( 資 料 ⑤ 、 P 2 0 9 ) に 記 入 L 評 価 シ I ト ( 餐

す る 0 . P 2 1 0 ) を 記 ]

も ら う 0
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<指導案>　[第1次第1時]

本時の目擦

・アナウンサーと教師のrj話法の違いに気づく。

8教師に劫特な口萄法について考えるo
分 学習晒動 指導の意図と手立て

0

10

2 5

4 7

○ ニュース番組 と教師が ○ 同内容を扱った三三二

I壬R で話をしているピ 教師の話 (他クラスの
デオを見るP、(2 回)

○ 文字お こしをしたもの

を撮影 したもの) のど

を鬼掌る言

○ 文字おこ、L に書 き込ん
(資料①) を参照 して しなが ら、アナ ウンサ

アナウンサ】 と教師の 教師 壷、. 話 し方や態度

比較をするP の観点から比較させる<

○ 気づ い た点を発 表 す ○ 周囲 と話 し合わせ、発
る0 せる0

○ 教師に灘嘩な口話法に ○ 比較 をふ まえて教師に
ついて考え、ワークシ な□話法 を考えるよう

】 ト(かにまとめる0 する0

0 ワー クシー トを回収 し

とめるe

[第2次第2時]

・協同学習に活かすために相互教授法を知る。

・テーマについての情報を集める。

評価の観点

○集中してみることが
できたか。

○アナウンサーと教師
の口話法の違いに気
づくことができたか。

○周囲と積極的に話し
合い、発表することが
できたか。

-スと

分 学習活動 指導の意図と手立て 評価の観点

0

5

15

47

○前時に回収したワーク ○教師の口話法について再 ○教師の口話法につい
シート①をまとめたも

の (資料@ ) に目を通
す0

0 これからの括動と相互

度確認させる0

0 教師と生徒の関係が、リー

て整理できているか0

0 教師とリーダーの役

.教授法についてプリン ダーと援助的コメンテータ 割が同じであること

ト(資料③) をもとに 一に置き換えられることに に気づいているか0

0 積極的に情報収集を

学習する0 気づかせる0

○班 (6人×6班) 内で各 O Gつのテ】マを用意し班内

自テ】マを選び、それ

について新聞.図書.

インターネット等を利

用して調べる0

で分担させる0

0 次時までに、班内で話し合

いができるよう資料.原稿
.を用意しておくように指

示する0

行っているか0
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ドわ宝;):*-¥ikv]

・1トや・蝣¥'iu弓¥サ・_-′いてJth・‡トV'.-'蝣こ:言蝣r'--
i"蝣*:∫:,心川けy,._.
・援助的コメンテ-夕-はわかりにくいところを質問し、よりわかりやすいものになるよ

うアドバイスする。

分 I 学習時動
0 、

4 9

手旨導の意図と手立て
C一川剛にす'<>*

○班内でそれぞれのテ

ーマについて相互教
授法の形式で話し合
う。 (1テーマ約8分
×6人)

0次時予告

○・話し合いに相互教授法の形
式(自分のテーマの時はt)
-ダー役、それ以外は援助
的コメンテータ-役にな
る)を用いるよう指示する。

○適宜机間指導を行い、班内
でGつのテ一一マについての

理解が深まるようにさせ
るo

○班内の意見をもとに、次時
までによりよいものを作成
してくるよう指示する。

評価の観点

○相互教授法の形式を
理解できているか。

○班内で活発な意見交
換ができているか。

[to ;Hk-a一川Jf]

・前時から改良した点を重点的に話し合う.

・クラス全体に尭衷できるよう班で1つのテーマについて話し合う。

分 学 習活動 」 萱導 の意 図 と手立て

○ リ「 ダーに、前時 で改 良の余地が

評価 の観 点
0

3 0

3 2

○班机 にする0…

○前時 と同 じ形式で話 ○積極 的 に話 し合 えて

TL ∵合 う0 日 テ ー マ あ る と言わ れ た点 に気 をつ け さ いるか0

0 決 まったテー マで、よ

約 5 分 )

○決 まっ たテ ーマにつ

直 なが ら発表 させ る○

○ どう した ら よ り解 りやす く輿 味

付 け しな が ら話 を進 め る こ とが

で きるか につ いて考え させ る○

○教 室 で発表 す るテ ー マを 1 班 に
い て 話 し方 . 進 め 1 つ ずつ抽選 で決 めさせ る0 りよい内容 .話 し方 .
方 . 内容な どについ 進 め 方 を話 し合 え て
て検討 する0 い るか0
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[第2次第5時]

・より多くの人に向けて話すことができる。

・他班の発表を聞き評価することができる。

囁 動 指 導 の 意 図 と手 立 て

-前 に 出 て テ ○ 発 表 が ス ム ー ズ に 進 行 す

-.い て毒 す 0

メ

康 を開 い て

点 、 改 良 す

印 象 T3:ど を

Lトに 苗己入 す
テ ー 車 8 分

司章 を 務 め る 0

0 全 班 が 終 了後 、総 評 を 行 も.

他 学 級 に 行 っ て 話 す こ と

る 0

1班ずつ
-マにつ

○他班の発

べき点、

評価シ

る。 (1
×6班)

1、次は
を伝え

評佃の観点

0興味を引く内容・話し
方であるか。聞き手の
反応を見ながら臨機
応変に話すことがで
きているか。

[発展活動]

・話すテーマについてあまり知識を持っていない生徒にも教えることができるO

分 学習活動 指導の意図と手立て 評価の観点

0 ○刃王ごとに他学級で話 O H R な どの時間を借 りて話をさ ○話 すテーマについて
す○話 し手以外の班 せてもらう0 あ ま り知識のない人.

員は生徒の反応や気 に、興味を持たせなが

づ きを記録用紙 (資 ら話す ことがで きる
料⑤)に書 き留める0

○その学級の教師から
感想 をも らう:こ(餐

料⑥)

か0
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り--V　　-卜こI]

組 香

★アナウンサーとの比較を通してわか,つた

教師の話し方についてまとめてみよう

話題の展開の仕方、声の大きさ・調子、話す態度などはどうでし

たか?他にもいろいろな観点から教師の話し方について考えて

みましよう。
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資料(D　文字おこし

≪二ュ-ス≫2001年2月5日　T S Sスーパーニュース

ではニュース-を短くお伝えします。

昨日の夕方、三次市ミワカ町の国道375号線で、乗.用草がセンタ

ーラインを越えて正面衝突、対向車の運転手が死亡した事故で、そ

の対向車に乗っていた生後二ケ月のとロマサUユウちゃんが重体と

なっていましたが、今日午後2時過ぎに死亡しました。事にはチャ

イルドシ-トは取り付けられていなかったということです.

≪1年○組のH R≫

K先生「えー最近交通事故多いよね。おとといも三次市で死亡事故

があったの知っとる?いきなり対向車がセンターライン越えてきて、

正面衝突したんだって。怖いね一、日分は普通に運転しとったのに、

いきなり向かってきたら.えー、ぶつかられた車の運転手さんが亡

くなられて、一緒に乗っとった生後2ケ月の赤ちゃんも重体で運ば

れたんじゃけど、昨日死んじゃったんだってO　チャイルドシートを

つけていなかったらしい、んじゃけど、チャイルドシート、知っとる

よね、 4月から義務付けられとるチャイルドシート、もしつけとっ

たら赤ちゃんだけでも助かっとったかも.しれないよねoみんな・のま

わりは.ちゃんとチャイルドシートつけとる?私も車に乗っとって、′

よく車の中で動きよる子どもを見かけるんじゃけど。事故に遭った

ときの衝撃の影響が一番大きいのは誰と思う?Tさん」

Tきん「子ども?」

K先生「そうじゃね。一番体重が軽いけえ衝撃の影響を一番受ける

んよ。じゃけえね、子どものことを思うならちゃんとチャイルドシ
(

-トに座らせて和ヂんとね。じゃ、おわろっかO気をつけて帰りん

きいよ。」
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資料②

ワークシート①をまとめたもの

教師の口革法

・声に強弱がある。

・大事なところはゆっくり話している。

・繰り返しを多用している。

・rえ-」とかが多い0

->大事なところを強調するo

・先生の意見が入っている。

・事故のことだけではなかった。

・私藩と関連づけて話している。

・チャイルドシートを使うようにしようという呼びかけがある。

・すらすらと簡潔に活してない。

ヰ聞き手に関連付ける。

聞き手の興味を引く。

・目線をいろいろなところに送っているO

・生徒の反応を見ながら話を進めている。

・くだけた言葉適い。

・ Tさんに話しかけた。

・方言を使っている。

う特定多数に向けて話す。

-207 -



資料③

みん毒
★テーマ★

・ニアミス

・マイライン

ふ

教師の口話法を活かして

仁の前で話を

・医療ミス　　　　(

l

ノ

,

　

、

ノ

・インド大地震　　　(　)

2002年W杯　　(　)

・有明のり

★相互教授法を活かしてみんなで意見を言い合おう

・相互教授法とは?

リーダーは内容を要約しわかりやすく

説明するo援助的コメンテーターは分か

らない点を質問し、明解なものにするの

を手伝うO相互に教え合い、内容理解を

深めていくO

^
^
S
^
^
B

(　　)

帆

★最後の活動について

・最終活動はみんなの前で話をしてもらうことです(持ち時間5分)O

・1班1人の発表になりますが、どの班がどのテーマになるかは、

後で決めます。

・原稿を棒読みするのではなく、聞く人の顔を見て話しましょう。
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質料tfO

記録用紙

1年　組に行って話をしてみよう

テーマ『

★気づいたことを書いてみよう★

・話の内容

・生徒の反応

・話し手の様子

★今までの活動をふりかえって★

M
i
　
蝣

l
°

」「話し手(

:記録者(

ヽ
ノ

PhHu

蝣HHMHM||M-^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^HI
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q tV4)

評価シート

州　デー-Vl"

良かった

資料⑥

J紬tiくノ) fi-Miftシーート

1年　組

』　　　　　　名前

高 ′∴改善した方がよい点.

先生

私たちは1年　粗　放です。

今日はお忙しいところ、私たちの話に時間を割いていただき本当にありがと

ぅございました。教師の目から見て、今日の私たちの話、あるいは話し方を

どう思われたでしょうか。感想などありましたらよろしくお酷いしますo
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補助資料

相互教授法・-アメリカで開発された読解が苦手な生徒のための治療プ

ログラム

●成り立ち

・熟達者と未熟達者の比較

ーヽ　　　一一一　　　一一1-.-.・-　　　　　　　-・-一　　一一一一一　　一--I-　　　　　　　　　---一一一　　　一一一l▼　　　-ll-ヽ一一一【　　一　　　　　　-一

読解に必要な六つの機能

①読みの目標は意味を構成することであるという理解

②適切な背景知識の活性化

③注意を主要部分に集中的に配分

⑧構成された意味の吟味

ー⑤推論(解釈・予測・結論など)のテスト

⑥全過程のモニタ

これら六つの機能をすべて使う

四つの方略,__ '要約=質問' '明瞭化, ,予測,

・内容

対吉舌形式

グループ形態

教師‥.モデル・援助者

生徒.‥リ-ダー・援助的コメンテイター

リーダ-l=なった生徒は、四つの方略を用いて文章の読解をし、他の生徒はそれ

を助ける援助的コメンテータ-の役割を果たすO教師は、リーダ-のモデルとなった

り相互教授法が円滑に進むための援助者になる。

mmm

米国イリノイ州スプリングフィールドにおける実践は、相互教授法が実際の教室

でも有効であることを立証したo

eその後

相互教授法で身につけた方略は、意味を構成するように読むという熟達した読み

を身につけさ骨、また、生徒が自分の言語理解技能を様々な教科の読みに適用す

ることを可能にしたO
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≪反省と展望≫

私たちはこの2週間``教室スビ-チアクト"について考え続けたが、結果、完全なる定

義はできず終わってしまったo今回は、~``教室スどこチテクトとは、教盤の中で行われる発

話行為全体である''としておきたいo

この節を担当した2人とも、 "教室スピーチアクトDという言葉を聞いたことがなく、関

連文献が鬼あたらないこともあり、 "教室スピーチアクト"が何たるかが完全にわからない

ままこの演習を進めてしまったように思う。また相互教授法とは本来、 r`読みの兼熱達者に

対する治療プログラム''である。私たちはこの中の、描対話を重視した協同学習邦``リーダ

ーと援助的コメンテータJ'というアイデアを教室スピーチアクトの活性化に活かそうと

した。しかし本来とは違う~目的で用いたため、これがよかっためかどうかはわからない。

また、特定多数の人の前で話す活動についても、全員が体験できないものになってしまい、

残念である。 _

今臥私たちは手探りで発表準備を行なってきた。今まで``教室スど-チアクト沖につ

いての研究報告がなかったのは、従来の教育が、書くこと、読むこと、理解することに重

きをおき、話すことを重視してこなかったからだろうか。しかし、今は話す力が今まで以

上に求められている。今後は教室内の対話についての研究が盛んに行なわれるだろう。

≪参考文献≫

J. T.ブルーア-　松田文子・森　敏昭(監訳) 1997　授業が変わる　北大路書房
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第8維束

フィナーレ

第1節「一入一芸フェスティバル」



第八維束　フィナーレ

第一節　「一人一芸フェステイヴァル_i

柴田文寛　前田寛明

I　鮭束のねらい

多くの人の前で自分の特技を披露する.こういった機会はなかなか無い。特技を披露す

るということは、相手に自分を印象づける良い手段であり、多様な人間関係を築いていく

ために必要な技術であるが、機会が無いためにそういう技術をあまり獲得できない。また、

特技を披蕗するという場はまざれもなく自分という個性を出すことのできる場であり、他

の人の価値観に触れ、評価し、理解するという場でもある。 1年間ともに学んだ仲間に、

今まで培ってきた能力を組合的に発揮して見せる0本堆束によって、今までの国語表車の

授集で学んできたこと、発表する際の話し方や発表原稿を件る際の分かりやすい文章の書

き方、発表を聞く時の態度、 、そういったことの集大成としての場を作りたい。

Ⅱ　学習者観

対象学年は高校三年生とする。携帯竃轟通信やインターネットの普及により、学習者の

人間関係は多様化の一途を辿っている。しかし、それに反比例するかのように、付き合う

人とは浅い関係しか築けないという現実がある。クラスでは、気の合う人と適度に付き合

っている程度で、クラスメートといっても一度も話したことのない人や、どんな人なのか

把握できていない人がいることだろうOそれまで見えていなかったその人の「個性」を発

見することは、驚きとともにそれぞれの中に他者を知ること、理解することの意義を再確

認させるものとなるだろう。また、特技を披蕎するということ以上に、人の前で堂々と話

したりすることができるということが重要であり、将来更に多様な人間関係の中に身を置

くことになる学習者にとって、スムーズに人間関係を築いていくためにも、自分をアピー

ルする技術を身に付ける必要があると考える。

Ⅲ　維束観.

・自分をしっかりアピールできる技術を身につけることができる。

・今まで学習して畢たことを活かし、自分の「芸」に最も相応しい表現の仕方を選ぶこと

ができる。

・他の人の「芸」を受け止め、評価することができる。
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指導目標

・これまでの授業で学んだことを活かすことができる。

・限られた時間内で、自分の「芸」を最も効果的な方法で表現することができる。

・他の人の「芸」を評価することができる。

指導計画

吹 時 指導 目標 学 習活動 .指導 上の留意点

1 1 0 日分 の披露す る 「芸 〇一一人、 又は複数 で披雇 0 で きるだ け個人 でや

」を決め て、 それ に .す る.「芸」を決 める0

0 「芸」が決 ま つ鞍 ら.、

ように促す0 複数 で

合 った蓑車 の仕方 を る場合で も一人 「.A ;

撫す こと野で きる0 個性 を発揮 で きるよ

0 日分 がやろ うとす る にさせ る0

こと.の価 蝉 ▲意義 を 十 日分 o)i >y, -*>上す や

示す ことがで きるO 決 意表明の文 を書 く0 とに.どんな意 味が あ

のか を書 かせ る0

2 0 こ.れ まで学んだ こ と 0 決意表 明の耳を発表 す 0 発表 の際 はこれ 耳で

を活 か して決 意表 明 る0 .

0 「芸」 の準 備をす る0 .

学ん だ こ.とを活かす

文を発表す る ことが うに させ る0、

で きる0 (〕 「芸 」の質 に応 じてl

J 噂す る場所 を変 えて

I.良い とい うことを伝
る0

3 0 日分 の 「芸」 を限 ら ○ 引 き続 き、それ ぞれの 0 発表 形式 につ いて は

れ た時 間内で発表で T 芸」 の準備をす るO . JL宜穂 導 を行 う0

きるよ う一.に準備す る 0 準 備がで きた ら r企画 0 必要 なスペースや器

ことがで きる0 書 」を提 出す る0 などを書 かせ る0 そ

を もと一手順番を決 め

準備 す る○



〇日分の 「芸」を効果 ○ 「r一人′y

的に発表することが ヴアル」

できる0 間全員e=

0 他の人の 「芸」を評 説明をL

価することができる0 0 他の人Q

U J S

O 優勝草書

0 自分の発奉を振り返 ○反省とよ

り、反省と展望を書 のあと▼

くことができる0 ○決意表l

望や史

まとめ

エステ

冊の本

一芸フェスティ

るffl->l、蝣A''}

「芸」のSfi sB

披露する。

「豊jを評価

想を書く。

決めるe

lwv打丈

を書くO

明文と反省と展

発表の記録を

「一人一芸フ

ィヴァル」を一

にするO
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(指導案) .

第1次第1時

本時の目標

・自分の披露する「芸」を決めて、それに合っ串発表の仕方を探すことができる。

・自分がやろうとすることの価値・意義を文で示すことができる。

時間 学習活動 指導 の意 図 と手立七 評価

0

5

3 0

○ 「一人一芸 フエ 0 日分 の特技 を全員の前 で 3 分 間 . 0 活動 の内容 を理解で

ステ イヴ ア.ル」

の内容を知 る0 .

0 枚蕗す る 「芸」

蝉露す るJとい うことを伝 え る0

0 決め やす.いよ うに例 を示 した り

きた か○

○ 自分 のやろ うとす る

を決め る0

0 「芸」が決 ま つ

. 授業者 は何をや るか を伝 え る0

0 内容 が同 じもの、共 同作業 でな

いとで きない もの にう いては複

数で取 り組んで も良 い とす るが

でき るだけ一 人一人 で取 り組 む

もの に させ る0

〇 日分 のやろ うとす る 「芸」 の内

た者か ら現意表 容や 目標 、記 録 など、どのよ う こ とについて、 これ

明文を書 く0 な価値 や意義を もってい るかな までの授業 で学ん だ

どを書 かせ る0 こ とを活 か して、適

0 決意表 明文 はこれ までの授業 で 切 に表現 す ることが

学ん だ ことを活 か した もの とす

るよ う促 す0

で きたか0

第1次第2時

本時の目標

・これまで学んだことを活かして、決意表明文を発表することができる。

mm　　?mwm mmomm t--T mm

-216-



二二∴
第1次第3時

本時の目標

・自分の「芸」を、限られた時間内で発表できるように準備することができる。

学習活動

○引き続き「芸」の準備

を行う。

○準備ができた者から「

企画書」を作成し、提

出する占

0次時の活動の流れを知

る。

指導の意図と

0発表形式につい

導し、よりよい

る。

O 「芸」の発表に

や器材を書かせ

方法については

示し、了承を得

○準備が終わらな

企画書は提出し

間で準備を終わ

O 「一人一芸フェ

」式次第を説明

手立て 評価

ては適宜指

ものとさせ

必要な場所 0 r企画書」.の書

る0 記録の 方にこれまでの

授業者が擬 業で学んだこと

る -x-10

カ、つた者 も

、空いた時
らせておく0

ステイバル

する0 野2

活かされている 0

き
　
投
　
が
　
か

※1記録の方法については、原稿などをそのまま縮小コピーする、写真に撮る、テープ

等に録音する、などを提示する。 「芸」の内容と、最後に本にするということから相応

しいものを考える。

蕪2授業後、提出された企画書を整理し、発表の場所などを元に癖3時に発表する者と

第4時に発表する者とに分け、発表の嘩番を決定する。器材の準備やタイムキーパー等

の運営についてはその時問に発表しない者の中から有志を募って行うようにする。
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第2次第4時・第5時

本時の目標

i自分の「芸」を制限時間内に効果的に発表することができる。

・他の人の「芸」を評価することができるO

学習活動

O 「一人一芸フェステイ

ヴァル」を行うこ　3分

間、全員の前で「芸」

を説明し、披罵する。

○他の人やグループの「

芸」を評価し、感想を

書く。

○優勝を決める。

指導の意図と手立て

C)制限時間を守らせる。教師

も参加者として、発表し、

評価するo

O 「芸」を見て思ったことを

評価シートに短くまとめ、

AB C 3段階で評価を行わ

せる。

○評価シートを集計し、 1位

～3位を発表する。賞品(

文房具)授与式を行うO

第3次第5時

本時の自壊

・自分の発表を振り返り、反省と展望を書くことができる。

時 間 学 習活 動 .

. 0 (〕反 省 と展 望 「祭 りの あ 0 決

とJ を 記 入 す る0 .隙

か

.育

指導の意

意表明文

発表して

を元に反

かせる。

0時間内に効果的に

発表することがで

きたか。

0真筆な態度で見て、

感想を書けている

か。

図 と 手 立 て 評 価 .

と 比 較 し て 、 実 ○ 反 省 が し っ か り で

み て ど う だ う た .き て い る か 、 ま た

省 と 展 望 の 文 を 今 後 の 展 望 に つ い

て も 述 べ ら れ て い

る か 0
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ワークシート(む(第1次第1時「決意表明文」と第3次第6時「祭りのあと」 )
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ワークシート② (第1次第3時「企画数日

LJ・ .IL/シート、3日的:_t次蝣Ji iII.V耶i>li-f,ihil!シ　い
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(反省と展望)

本維束の大きな問串点として、評価をどうするかという問雇があったOそれぞれが一生

懸命準備し、発表し串一人一芸を、教師はどのように評価すればよいのか、非常に難しい

問題であると思う。今回は教師も一人の参加者としてフェステイヴァ)i,に参加し、評価も

他の学習者と同じよ

陰性を含むことだろ

・
つ
・
つ

にするという形を取ったが、学習者が教師を評価するというのは危

と患うO教師に票が集中して優勝するようなことが予想された場合、

教師は運営に撤する額どして参加しない方が良い.普段の授業空間の雰囲気から教師が判

断すべきところである。本推東は国語表現の授業のまとめであり、ひとつひとっの活動に

それまでの学習を活かすことが必要とされるので、発表に至る各過程で評価していくこと

が評価の仕方であろうと考えられるが、もっと他によい評価の方法があるかもしれない。

これについては考察不足となってしまったことが残念である。

また、 「一人一芸フェステイヴテル」を最後に形に残す方法としては、今回は学習者そ

れぞれの手元に残る形として、 1冊の本にするという形をとったが、やや新鮮さに欠ける

感があった。その他の形としては、ホ-ムページを作るという形が考えられる。一人一人

の個性が全世界に榔才て発信されるとい,う点で魅力的に感じられたが、今回は深く考察す

ることができなかった。今後の課題としたいと患う。
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おわりに

国語表現の内容には、話す内容と書く内容とが考えられます。今回は、特に話す内容に

ついて集中的に考えを深めましたQ

しかし、ご覧のように、話す内容だけではなくて、小論文などを書くという内容も、わ

ざと入れてあります。それは、従来の文科系の生徒のための書き方指導では不十分だとい

う反省を込めて、強いて、取り立てたのです。高校で国語を学ぶ生徒は、文科系を希望す

れば、早い時期から理科系の生徒と分擬され、,理知的な思索の仕方や書き方を鍛えられま

せんOしたがって情時由な感性ばかりを訓練された偏った青年が大学に送り込まれてきま

すo教員をめざす国軍科の学生が,国語科の学習は、情念を磨くことだと誤った考え方に

立っていることも少なくないのです。このような、バランスを欠いた人格が形成されてい
r

る日本の教育事態は、大げさに貰えば、亡国的でさえあります。ぜひ、この偏向状態を改

善しなければなりませんO理性的な国語授業にならないものかと願っていますoこういう

危機管理意識が働いて、わざわざ、科学的な教材を持ってくるととになりました。

国語などの文科系の生徒にも、どんどん科学的な思索の方法を教えなくてはならないと

思います。むしろ将来、文科系に進んで勉強を探めたいと思っている高校生にこそ、理知

的な思索の仕方や、理科系の論述方絵をしっかりと教えるべきだと思います。そのような

私の額いも、本静には、込められています。

さて、今回放り扱うことの出来た内容は、 「国語表現」で期待されるべきカリキュラム

の全体を護っているわけではありませんO先にも述べましたように、書き言葉の儀域が、

手薄になっています01指導要領では、文体に慣れることにも言及してありますが、そうい

う知識の習得に関しては、全く、敢り上げていませんO請負や文字についても触れていま

せん。また、小論文や大論文についても、十分な時間を取れていません。手紙の書き方に

ついても、出来れば英文による事務的な手紙の書き方や英文によるインターネット手紙の

書き方も勉強させた中ったのですが、十分由ま取り上げられませんでしたO

生きた国語力ということを考える時、現実の生活に必要な基本的な事柄が、学校生曙で

は、教えられていないことに気付きます。それらの全てを取り上げることはできませんか

ら、何を取り上げ、何を諦めるかということをしっかりとわきまえなくてはなりません。

二I lit:紅<y*帆i缶-kikto-iミてit‥.1 I舶文肺.'蝣jiJこ求if) i'jれますJ主祉・'*・LJこくfl::/こJ叶帥L.?<・・/>

中に置いて教育しでいく方向-の転換が必要となります。ご一緒に、頑張ろうではありま

せんかO

(iL端　義夫)
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